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「君の熱意はよくわかっているつもりだよ。君の思うように編へん纂さんをすると良い」

　眼前の男は柔らかな笑みを浮かべてそう言った。

「ありがとう……ございます！」

　これでついに、本当の意味で編纂を始められる。

　ついに、ついにだ。長い雌し伏ふくの時がようやく終わるのだ。

「──しかし」

　思わず頰ほおを緩ゆるめた私を見つめ、男は何でもない様子で言う。

「思うのだけどね。君は一体、何の為に編纂をするんだい？」

「何……ですか？」

　それは余りにも今更な問いかけだった。

　あまねく怪かい奇きの情報を集積し、確かな形にして人々に広める。

　それこそが妖あやかしを未来へ繫つなぐ唯ゆい一いつの道だと、彼女も言っていた筈はずだ。

「人間の裏側に住んでいる、愛すべき隣りん人じん達。その力になりたい。私が望むのはそれだけです」

「力になりたい。そうか、そうだろうね。その通りだろう」

　笑みを深め、男はゆっくりと顔を寄せた。

「では君は、我々皆の力になりたいと、そう言うんだね？」

「勿もち論ろんです。私は全ての妖怪を等しく──」

「等しく？」

　私の言葉を遮さえぎり、男が言う。

「噓うそをついてはいけないな。僕たちはそんなに甘い存在じゃない」

　優しい笑み。柔らかい言葉。男はどこまでも穏おだやかな様子で私を見つめる。

「君が考えているのはそんなことじゃないだろう。建前を捨てなさい。理り屈くつを忘れなさい。君の本当の望みは何だ？　君にとって一番大切な願いは、一体何だ？」

　私の心の奥深くまで男の視線が届いたように感じた。

　私を見つめる瞳。どこまでも深い、闇やみのような瞳。

　思わず彼から目を逸そらしていた。

「私の、望み……？」

　私が望むこと。それは立派に編纂を終えることだ。それ以外にない。

　私は確かにそれを望んでいる。

　間違いない。

　間違いない筈なのに、不可思議な疑念がどんどんと膨ふくれあがっていく。

　本当に、それだけが私の願いなんだろうか。

「君は一体何が書きたいんだい。何を伝えたいんだい。……いや、違う。こう問うべきだろう。君は一体『誰』のことを人々に伝えたいと思っているんだい？」

「私が、伝えたいのは……」

　彼の言葉に捕らわれて思い浮かべたのは、気遣わしげに私を見つめる彼女の姿だった。

　そのまま切り替わるように、記き憶おくの中の彼女が脳のう裏りをよぎっていく。

　初めて出会った日の恐ろしい姿。編へん纂さんの話を聞き、私に飛びついてくる彼女の姿。情なさけない私に力を貸してくれる彼女。いつだってそばで私を助けてくれた彼女。

「私は、彼女を……ただ、彼女を……」

　自分の内側を見つめた時、思い浮かんだのは彼女の姿ばかりだった。妖あやかしを編纂するのだと言いながら、私が考えていたのは彼女のことだけだった。

　あまねく妖あやかしの力になるのだと言いながら、本当の私は、一体何を編纂するつもりだったんだ。

　思考が空転を始めた私に、男が言う。

「いいかな。僕達は君が思うほど温あたたかい存在じゃない。現実は君が思うほど優しくはないし、事実は簡単じゃない。そして──君は、君が思っているほどに偉い大だいな存在ではない。浅ましくも卑いやしい、欲望にまみれた人間でしかないんだ」

「欲望……」

　ぼんやりと繰くり返し、自分の望みを思う。

　私の望みは立派に編纂を終えることだ。

　しかし、それだけなんだろうか。

　編纂が終えた時、一体何が起きる？

　人と怪かい異いに新たな繫つながりが生まれる。多くの妖あやかしが新たな道を得る。そして──。




　──彼女はとても、喜んでくれる。




　立派に編纂を終えれば。立派に編纂を終えた自分になれば。

　きっと、きっと、彼女は私を。

「僕は君の気持ちをよくわかっているつもりだ。君の思いは、願いは、とても正しい」

　あくまでも微笑ほほえみを崩くずさず、男は言った。

「だから──君の思う通りに編纂をすると良い。僕もできる限り力になろう」

「私の、編纂……」

　自分にとっての現実を直視した私は、ようやく男の瞳を見返すことができた。

　それは人間の深しん淵えんを全て見通し、丸ごと飲み込んでなお余る、深く深く広い──まるで狼おおかみのような、獣けものの瞳だった。
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　紐ひもの先せん端たんに石を結び、振ふり子のようにして指でつまむ。

　それをぶらりと空中に垂らし、力を入れずに放置する。ここは風のない室内で誰も邪じや魔まをしない。さて、振り子の石は揺ゆれるだろうか？

　答えは『揺れない』だ。

　外部から力がかからない限り石は動かない。科学的に考えれば、当然そうなる。

　そうそう。科学と言えば、今は科学万能が叫さけばれる時代だ。

　確かに科学技術の結けつ晶しようは便利なものばかりだと思う。科学で説明できないものが大好きな俺も、現代のテクノロジーから離れて生きる気は全くない。もっと発展してくれるに越こしたことはないと心から思う。この国で生きる人の多くはそう考えているだろう。

　しかし、だ。人類の歴史から見てみると、こうして科学万能なんて言われはじめて大した時間は経ったていない。例えばたかだか百年前まで、人間は地面にへばりついたまま空を舞う鳥を見上げることしかできなかったのだ。科学が万能になったのはつい最近の話だ。

　ではそれまでは何が万能だったのかというと、神様だ。

　困ったこと、何とかして欲しいこと、自分にはどうしようもないこと。人間は何でも神様に祈って解決していた。全知全能、正しく万能の神にお願いしようという発想だ。まさしく神頼みという奴やつである。

「もう頼れるのは君だけなんだ。頼むよ出雲いずも君、何とかしてくれないか」

「……神様が人に頼ってどうするんですか、教授」

　凡ぼん庸ような人間に手を合わせて祈る神様から、とりあえず目を逸そらしておく。

　まあ、勿もち論ろんそれだけじゃない。人間はそこまで他人任せな生き物ではないのだ。神様に限って頼るわけではなく、人間そのものに特別な能力があると考えて、それに頼ってしまったりもする。東洋風に言えば祈き禱とうだったり呪じゆ術じゆつだったり。西洋風に言うと悪魔の力を使う魔女だったり、神秘的なシャーマニズムだったりだ。

　もしかすると、『よくわからないけど凄すごい』という何かに頼る人間の性質はずっと変わっていないのかもしれない。

　ともかく俺が今やっているのも、そういった人間にありそうな『よくわからないけど凄い』力に頼る手段の一つだ。

「……やっぱり揺れないよなあ」

「やっぱり、じゃないですよ、先せん輩ぱい。もっと真剣にやってください」

　不満げに言う舞まい佳かに、俺は力なく答える。

「そう言われても、俺が気合いを入れてもダウジングの結果は変わらないだろ？」

　俺は細い紐を握にぎっており、そこから円えん錐すい形けいの石がつり下げられている。それを地図の上にぶら下げて、どこで反応するかを確かめる。石がぐるぐると回り出したらその場所に目指す何かがある──これがペンデュラムを用いた、一般的なダウジング法の一つだ。

　春の連休開始を明日に控ひかえてどこか浮き足だった平ひら泉いずみ大学。その一角にある犬いぬ飼かい民みん俗ぞく学がく研究室で、俺は人生初のダウジングを体験していた。

　こういった伝承や伝説を実際に試すのは好きだし、普段なら真剣にやるところだ。しかし今はそんな気分にはなれなかった。

「ダウジングって、昔はＬ字のロッドで水道管が見つかるとか噂うわさされてた奴やつだよな。でも未知のものを見つける力はないって調査結果が出てたのを覚えてるんだ。真ま面じ目めに探すんなら、むしろこんなことをしてる場合じゃないと思うんだよ」

　ダウジングというのは捜さがし物をする時に行う占いの一種で、俺がこうして紐ひもの先せん端たんを握にぎっているのも捜し物をする為だ。

　そして真剣に探すのであれば、こんな迷信に頼っている場合じゃない。

「教授、今探してる封ふう筒とうって明日必要なんですよね？」

「そうなんだよ。まあ無いなら無いで何とかなるとは思うんだけど……」

「やめてください。よくわかりませんけど、無理に何とかしないでください」

　笑顔で無茶をしそうで怖こわい教授をたしなめて、舞まい佳かに言う。

「ほら、急いでるんだよ。俺だって迷信は嫌いじゃないけど、正直言って信用できるものじゃないだろ。こういう大変な時に頼り切りにするのはまずいと思う」

　そんな具合で、俺達は割と重要なものを探しているのだ。教授がどこかに紛ふん失しつしたらしい封筒を見つけ出すか、さもなくば一晩かけて研究室をひっくり返すかの瀬せ戸と際ぎわに居いると言える。

　いくらなんでも都市伝説に頼っている場合じゃない。

「わかってないですねー、先せん輩ぱい」

　しかし舞佳はそう言って、揺ゆれないペンデュラムをつついた。

「ダウジングっていうのは随ずい分ぶん昔からある都市伝説なんです。でも最近は噓うそっぱちだって広まっちゃって立場が弱いので、あの子は先輩の役に立ちたいって思ってるんですよ。その気持ちを汲くんであげないと」

「あの子って、ダウジングの都市伝でん鬼きか？」

　そうです、と頷うなずく舞佳。

　人と人とが接する時、その間には必ず鬼が存在する。ただ伝えられただけの小さな思い一ひと欠かけ片らであっても、鬼となって形を為なすのだ。そういった存在は伝鬼と呼ばれ、今もこの世界の裏側で暢のん気きに生きている。

　ダウジングにもそういう伝鬼の一体がいるらしい。

「……にしては、揺れないぞ？」

「そこが当たりじゃないから揺れないんです。ちゃんと振ふり子を動かして探してください」

「やってるけど、何も起きないんだよ」

　さっきから研究室の見取り図上のあちこちに振り子を動かしている。だが、どこに持ってきても反応してくれない。

「ごめんなさい、やっぱり何ど処こにもないみたいです」

　と、教授のデスクを片付けていた美み雪ゆきさんが言った。どうやら最も可能性がある教授の私物からは発はつ掘くつできなかったようだ。これはもう俺にはどうしようもない。

「……諦あきらめようかな」

「いやいやいや、それじゃあ困るからこうやって頼んでいるんじゃないか」

「もう。そもそもお父様がしっかり整せい頓とんしていれば、こんな事にはならないんですよ？」

「ははは、その通りなんだけどね」

「笑ってる場合じゃないでしょうに……」

　笑って呆あきれる娘に、反省した様子のない父親。緊きん張ちよう感かんのない親子である。

　これでも教授は伝承に残る偉い大だいな神様なので、緊張感がないのは仕方がない。仕事が忙いそがしいのも、大事な封ふう筒とうを紛ふん失しつするのも、ここに隕いん石せきが降ってくるのも、教授にとっては大差のない困りごとだろう。

「だから先せん輩ぱいが頑がん張ばれば良いんですって。真ま面じ目めにやらないなら私は帰りますよ？」

　呆れたようにこちらを見ている舞まい佳かが言った。いや、それは困る。

「悪い、もうちょっと残ってくれ。最悪の場合はこの部屋をひっくり返さないといけない」

「だと思うから帰りたいんですが……」

　これ見よがしに溜ため息いきを吐つきながらも、一応残ってくれるのが舞佳の良い所だ。彼女は俺の同級生で、犬いぬ飼かい研究室に所属しているわけではない。美雪さんに事情を聞いて緊急の戦力として引っ張ってきただけだ。

「もしかして私、ちょっと良いように使われてませんかね？　先輩に便利な女だと思われてるとしたらもの凄すごい屈くつ辱じよくなんですけど」

「決してそんなことは思ってないけど、お前の中で俺がどんな評価を受けてるのかは気になる」

　舞佳とは最近色々あったが、別に関係が変わったということはない。

「そうですねー。まあ一生足あし蹴げにしたい相手、ぐらいかと」

「真顔で怖こわいこと言うなよ」

　関係は変わってないと思う。思いたい。でも足蹴って何だ。しかも一生か。

　若じやつ干かん青ざめた俺に歩み寄り、美雪さんが眉まゆをひそめる。

「一生だなんて軽く言って。走ってばかりのジェット女が人間の一生を語るのですか」

「結婚したと思ったら勝手に山へ帰っちゃう雪女には言われたくないですよ。ジェット婆ばばあならちゃんと都市部に住めるんですから」

「いや、二人とも訳のわからない争いを……ん？」

　何の得もない張り合いを始めた二人を止めようと手を動かした直後、ぐっと紐ひもが引かれるような感かん触しよくがあった。

「……なんだ、これ」

　見ると、重りの石の上に小さな女の子が乗って、ぐいぐいと糸を引っ張っていた。

　手のひらに乗りそうなサイズの、地味だが可愛かわいらしいドレスを着た女の子だ。

「……えーと？」

「ゃぉー！」

　リアクションに困る俺を見上げて視線を合わせると、その子は力強く手を振ふった後、ブランコをこぐように石を揺ゆらし始めた。

「これは、その……回り出したのか？　回ってるって扱あつかいでいいんだな？」

　ゆらゆらと揺れ始めた振り子が見る間に速度を上げ、ぐるぐると円を描いて回り始める。石の上の少女はまるでサーカスのように片手を広げ、空を舞って石を加速させていく。

「あ、本当だ。頑がん張ばってますね」

「ここで反応していると言いたいんでしょうか」

　俺達が見つめる前で振り子はどんどん速度を上げ、円も大きくなっていく。円えん錐すい形けいのペンデュラムが回る。ぐるぐる回る。凄すごい勢いで回る。余りに速すぎて、もう水平に近い角度で回っている。

「って危ねえっ！　回りすぎだろこれ！」

「やる気満々って感じですねー」
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　舞まい佳かは暢のん気きに言うが、指の先を始点に円えん錐すい形けいの尖とがった石が高速回転する光景は背筋が冷える。

　っていうかもう残像しか見えないけど、上の子は大丈夫なのか。

「ちょっ……ちょっと落ち着いてくれ。そもそもこんな回り方じゃ、どこが当たりなのかもわからないし。もう少しゆっくり回れないか？」

　回転する振ふり子に声をかけると、理解したのか、ゆるゆると速度が落ちていく。

「ゃ……ぉぉ、ゃぉ……」

　そして目で追える程度の速度になった時、女の子はぐったりと倒たおれ込んでいた。

「目、回ったのか」

「相変わらず、伝でん鬼きはやることが意味不明ですわ」

「……そうですね」

　美み雪ゆきさんは苦笑しているが、俺は若じやつ干かんこのテンションに馴な染じんできている気がした。余りにも情なさけないので絶対に言わない。

「ともかく出雲いずも先輩、地図で言うとこの辺りに捜さがし物があるはずですよ」

「いやまあ、そうなんだろうけど」

　石の上の女の子も、ふらふらしたままで足あし下もとを指さしている。ダウジングの判定としては、そこが当たりの地点なんだと思う。

　ただ問題は、その位置が研究室の見取り図から外れているということだ。

「手を伸ばそうとした時に反応したから変だとは思ったけど、これって研究室の外だよな」

「ええと、位置的に言うと隣となりの隣ぐらいですかね？」

　犬いぬ飼かい研究室の隣の隣って何ど処この部屋だっけ。思い出していたところ、美雪さんがぽつりと言う。

「給湯室ですわ」

「ああ、そういえば」

　文系の研究室が集まるこの棟では、全部屋で火気の使用が厳禁とされている。元から必要がないので火を使う設備も少ない。従って、温かいお茶が飲みたくなった時は給湯室に行くことになる。

「給湯室かい？　流石さすがの僕もあんな所に書類を持って行ったりしないよ」

　教授は首を振って言った。確かにそうだ。お湯を沸わかすためのコンロにポット、共用の急きゆう須すや紅茶のパックぐらいしかない場所だ。捜し物とは一番縁えんが遠いだろう。

「でも回ってるなあ」

「ぐるぐる回っていますわ。他の場所には何の反応もなかったのに」

「ゃぉー」

　ここだ、ここが正解だ、と必死に訴えるダウジング。占いの結果としては給湯室で間違いないらしい。

「んー、なら見てみましょうかね」

　気負いなく言うと、舞まい佳かは部屋を出た。

　俺達もぞろぞろと後を追う。

「でも、やっぱりないよな……」

　数十歩で給湯室に着いたが、やっぱり見当たらない。何せここは皆が使う場所だ。忘れ物なんてすぐに届けられる。

「ゃぉー！」

　と、持ってきた振ふり子の上で少女が部屋の奥を指さした。

「あっちですか？　……あっ」

　少女の指の先を見ていた舞佳が机の隅すみに目を留とめた。給湯室に据すえられた机と壁かべの間、わずかな隙すき間まへ細い指を入れてごそごそと探る。──すると。

「……なんか、封ふう筒とうっぽいのが挟はさまってましたけど。先生が探してたのってコレですか？」

「そ、それだ！　それだよ飛ひ田だ君！」

　両手を上げて駆かけ寄る教授。

　本当にあったのか。いや、良かった良かった。

「ほら見てください。凄すごいでしょうダウジング」

　教授に封筒を押しつけ、舞佳は得意げに言った。

「凄いというか、助かった。このままじゃ研究室を大おお掃そう除じしても見つからなかった」

「間違いなく最悪の事態でしたねー」

　ダウジングで探さなければ、朝まで研究室で騒さわぎ続けても無む駄だに終わっただろう。なんて恐おそろしい話だ。

「お父様はどうしてこんな場所に忘れたんでしょう。大事なものを持ってくるような所ではないと思うのですが……」

「きっとふらっと持ってきてしまったんだろうね。いやあ、助かった。出雲いずも君が見つけてくれて良かったよ」

　そう言って教授は封筒を開いた。

　中から出てきたのは銀色の鍵かぎ。これは車の鍵だろうか？

「──うん、本当に良かった」

「……お役に立てて何よりです」

　にこにこと笑って言う教授に、どこか嫌いやな雰ふん囲い気きを感じたような。

　気のせいだろうか。気のせいだと思う。

「とりあえず、ありがとうな」

「ゃぉー！」

　功労者のダウジングに礼を言っておく。

　本人は自じ慢まんげに胸を張った後、手を振ふって石から落下した。

「あ、おいっ！」

　危ないと思ったのもつかの間、落下していったはずの少女は溶けるように空中へ消える。

　ダウジングが現れてから一番驚おどろいたぞ。心臓に悪い。

「……あ、ダウジングの編へん纂さん内容はどうしよう。小さい女の子が振り子に乗ってたって書くのはどうなんだ、ありなのか？」

　俺は色々な伝でん鬼きや妖よう怪かい、怪かい奇き怪かい談だんをまとめて一冊の本に編纂し、人間に広めようとしている。ダウジングがやって来たのもそれが理由だと思うんだが、真実そのままに、全てを書いて良いものだろうか。

「ちゃんと捜さがし物を見つけたって事実が重要ですから、そこだけで良いんじゃないですかねー」

　悩なやむ俺に言うと、舞まい佳かはさっさと給湯室を出て行った。

「無事見つかりましたし、私は帰りますね。先せん輩ぱい、お疲つかれ様です。犬いぬ飼かいさん、先輩を襲おそっちゃ駄だ目めですよ」

「そんなことはしません」

　当たり前だ。美み雪ゆきさんがそんなことする訳があるか。

「……そんな予定があるんですか、美雪さん」

「絶対にありませんわ。……あの、八や坂さかさん？　本気で言っていますか？」

「いえいえ、まさか」

　微び妙みように傷ついた様子の美雪さんに首を振る。いやまあ、前科はあるしさ。

　そして舞佳は引きつった俺の表情に満足したらしい。楽しげに頷うなずいて言う。

「じゃあ失礼しますねー」

「ああ、飛ひ田だ君。ちょっと待って」

　振り返ろうとした舞佳に、教授が声をかけた。

「……何ですか、先生」

「そう警けい戒かいしなくても良いよ。大した話じゃないんだ」

　いつものように、邪じや気きなく微笑ほほえむ教授。

「君も知っている通り、僕の研究室はこういう場所だ。普通の人間の寄りつく場所ではないだろうが──だからこそ、君にはいつでも門戸を開いている。好きな時に遊びに来ると良い」

「…………」

　無言のままじっと教授を見つめた後、舞佳は軽く肩をすくめた。

「先輩みたいな変人と違って、放課後まで自主的に勉強する気はないんですが……」

　この野郎、と言いたい気持ちをぐっと堪こらえる。

「そうですね。たまになら、先輩をからかいに来ますよ」

「この野郎」

　二度目は耐たえられなかった。

「……それから、先生」

　睨にらむ俺に一いつ瞬しゆんだけ視線を向けて、舞まい佳かは少しだけ真剣な声色を出した。

「先せん輩ぱいで遊ぶのは程々にしてくださいよ」

「悪いね、それについては約束できないかな」

「はあ……そうですか。じゃあ失礼します」

　教授から視線を外すと、舞佳は今度こそ去って行った。

　あいつは何だかんだで凄すごく良い奴やつなのだ。

　だからこそ、最後の台詞せりふが問題だ。

「俺で遊ぶんですか、教授」

「自分が消え去るその瞬間まで、周りの全てが娯ご楽らくだと思うべきだ。僕はそう考えているよ」

「あの、それっぽく言っても俺は誤ご魔ま化かされませんよ」

　まあ娯楽の一環でもなければ俺の指導なんてしてくれないだろうし、そういう部分があっても仕方がないとは思うんだけど。そんなことを考えながら研究室に戻った。

　元の予定は終わったが、折せつ角かく来たのだから作業をしておきたい。とりあえずさっき出会ったダウジングについて手帳に記しておこう。

　今の俺が知っている都市伝説、妖よう怪かいについて書き込んだ愛用の手帳。後々これを基準に本を作ることが決まっているので、今の時点でも都市伝鬼や妖怪の現状をゆがめるぐらいの効果があったりする。妙みようなことを書くと大変なので、気をつけて記しておこう。

「そういえば出雲いずも君、明日から連休だけど、何か予定はあるかい？」

　ふと、教授が言った。

「金がないんで、バイトをするぐらいです」

「そうかそうか。美み雪ゆきは何か予定を入れてるかい？」

「いいえ、私も何も。少し出かけようとは思っていますけど」

「なるほどね、ありがとう」

　うんうんと頷うなずく教授。何だろう、この嫌いやな予感。

「ええと、その……教授はどうするんですか、連休」

「僕は遠出の予定があってね。ちょっとした調査と発はつ掘くつに行こうと思う」

「へえ、発掘ですか」

　教授の専門は民みん俗ぞく学がくだ。考古学ではない。調査はともかく、発掘とは珍めずらしい。一昔前の村の跡でも眠っているんだろうか。

　俺も是ぜ非ひついていきたいところだが、発掘となると教授一人ではないだろう。素しろ人うとの高校生が混ざるわけにはいかないと思う。

「近くで知り合いが旅館をやっていてね。そこの離れを借りる予定なんだ。専用の温泉もあるし、凄すごく良い所だよ」

「うわー、羨うらやましいですね」

　昼は発はつ掘くつ、夜は温泉。羨ましい休日だ。

　しかしこっちはこっちで日々の生活の為、労働に汗を流さなければならない。趣味を仕事にできるのはまだまだ先の話だろう。

「…………あの、八や坂さかさん」

「美み雪ゆきさん、どうしました？」

　書き物をしていた手を止めて、美雪さんが首を捻ひねる。

「その、何か違和感のような、既き視し感かんのような何かが……。いえ、きっと気のせいだと思いますわ」

「そうですか……」

　似たような何かを感じていることは言わずに、俺は手帳を閉じた。窓の外はもう日が落ちて明日を迎える準備をしている。

　何事もない内に、俺も帰るとしよう。










　食後、手帳と資料を見ながらダウジングについて確認していた時。

「つまり、出雲いずも君はあたしに仕事を頼みたいと！」

「言ってない、それは言ってない」

　ぐっと拳こぶしを握にぎったベド子に溜ため息いきを吐つき、俺は熱いお茶を飲み下した。そろそろ冷たい飲み物を用意したい季節だが、実家から送られてきた茶葉が残っている。もう少しこのまま我が慢まんだ。とはいえ金銭的に辛つらい状じよう況きようにある我が家にとって、こうして過ごす食後の団だん欒らんは貴重な娯ご楽らくだ。とても助かっている。余裕ができたら実家にも帰らないとな。

「ダウジングが成功したから、便利な都市伝説もあるんだなーって思っただけだよ。ベド子、お前の便利さを発はつ揮きする機会は当分ない」

「そこで絶対ないとは言い切らないところが好きだよ、出雲君」

「…………あくまの、ゆうわく」

　ベド子もコトリも、嬉うれしそうに斧おのを撫なでるのは辞やめて欲しい。面倒事に巻き込まれない自信がないというだけで、決して誰かをグシャッとやらせる気はないんだ。

「しかし人の役に立つ伝でん鬼きが少ないというのは心外じゃのう」

　湯飲みを置いて、サキが言った。

　形の良い眉まゆをひそめて首を傾かしげると、栗くり色いろの髪かみがふわりと流れる。

　普段は温かいサキがこうして悲しそうに言うのは珍めずらしい。

　俺は慌あわてて首を振った。

「あ、悪い。別に伝でん鬼きを便利屋扱あつかいする気はないんだ。ただ驚おどろかせたり怖こわがらせたりしなくても、良い形で人間と関われる伝鬼も居いるんだって……」

「すまぬ、そうではないんじゃ」

　そう苦笑して、サキはぴっと指を立てた。

「そもそも人を幸せにする伝鬼というのは決して少なくないんじゃ。人を幸せにする妖よう怪かいの伝承が数多くあるように、人が幸せになる都市伝説もまた多いからのう」

「そういうもんか？」

　どうだろう、と記憶を探ってみる。

「幸せになる都市伝説……確かに、言われてみると結構あるかもな。四つ葉のクローバーとか、流れ星に願い事を、とか」

「うむ。夢が近づくもの、願いが叶かなうもの、恋が実るもの。人間が小さなジンクスだと思うようなものであっても、多種多様な都市伝鬼となって人間を助けようと努力しておる。役に立つ伝鬼が居ないと思われていたのは……何というか、申し訳ない限りじゃ」

「何でだよ。謝るのは俺の方だろ？」

　そういう都市伝説を忘れていた俺が悪いのであって、サキに落ち度はない。そう考えた俺に、ベド子まで難しい顔をして言う。

「そうでもないかなあ。うん、ちょっとあたし達が原因かも」

「…………ごめんなさい」

「いやいやいや、なんで急に謝られてるんだよ、俺」

　身に覚えのない謝罪を受けると逆に申し訳なくなったりしないだろうか。しかも相手は女の子三人だ。どんな鬼き畜ちくだよ俺。

「俺、サキ達に何かされたっけ？」

「驚かせたではないか」

　それはそうだけど、今更の話だし。

「妾わらわ達は恐きよう怖ふや悪意を核として存在する伝鬼じゃ。人を幸せにする力はないと言ってもよい。そんな伝鬼とばかり接していたせいでお主ぬしの考えが偏かたよってしまったんじゃろう。それが故ゆえに、出雲いずもの中の伝鬼像が悪いものになっておる」

「悪い奴やつだからねえ、あたし達」

「…………わるもの」

　サキ達は申し訳なさそうな様子で、でもちょっと自じ慢まんげにそう言った。

　しかし──。

「……悪意？」

　人の悪意を核にしてる？　サキ達が人を幸せにできない、悪者？

　いや、それはちょっと、幾いくら何でも。

「………………あー、ほら、な？」

　言葉に困る俺からそっと目を逸そらす三人。

「うん、わかる、わかるんだよ。言って良いのか悪いのか、悩なやんでる気持ちが凄すごく顔に出てるし。でもそこを否定されると、あたし達もプライドに関わるから」

「お主ぬしの気持ちは嬉うれしいんじゃがのう」

「…………だんこ、わるもの」

「とりあえずコトリだけは悪人として認める」

「…………!?」

　自分で言ったくせに若干の動どう揺ようを見せるコトリは置いておいて。

「確かに物ぶつ騒そうな伝でん鬼きが身近に多いからさ、伝鬼の良い面をあんまり見てなかったってのはあるかもしれないよ」

　とりあえずこちらが譲ゆずっておく。サキ達が現れてから俺は随ずい分ぶん幸せになっていると思うが、礼を言うのは別の機会にしよう。

「そうじゃろう、そうじゃろう」

　うんうんと頷うなずくサキ。悪者扱あつかいに喜んでいる時点で、本当の意味での悪人にはなれない気がするんだけど。

「人間が思っている以上に、お主達の身近には幸運が宿っておるのじゃ。それは知っていてもらいたいんじゃが……ああ、そうじゃな。少し待っておれ」

　そう言って、サキは鏡に潜もぐっていった。

　最近見み慣なれてはきたが、これは一体どういう理り屈くつなんだろう。本当に好きなように移動できるなら色々と便利に使えそうではあるのだが──言い伝えによくある『しっぺ返し』が怖こわいので、そういう使い方は提案もしていない。

　人外の存在に頼り切ると、いずれは人の元を去って行ってしまう。それが定番なのだ。

　サキが居いなくなるのは絶対に嫌いやなので人としての正道は外れないようにしている。

「見つけたぞ、これじゃ」

　戻ってきたサキの手には、色いろ鮮あざやかな組み糸とビーズで編まれたアクセサリーが握にぎられていた。

「これをこのように……お主の腕につける」

「……っ」

　当たり前のように俺の手を取ったサキに、一いつ瞬しゆんだけ鼓こ動どうが乱れた。

　彼女はスキンシップを気に留めない。それどころか積極的に好んでいるように思える。ずっと接しているうちに慣れてきたのだが、やっぱり少しは動揺してしまう。

「そして一つだけ願いを込めるのじゃ。すると願いが叶かなう時、この糸がぷつりと切れる──知っておるか？」

「知ってる。ミサンガって奴やつだよな。これ、もらって良いのか？」

「当然じゃ」

　ミサンガというのは一ひと昔むかし前に流行した縁えん起ぎを担かつぐアイテムの一つだ。組み糸を手首に結び、自然に切れたら願いが叶かなう。そんな噂うわさだった。

「やはりこれにも伝でん鬼きは宿っておる。お主ぬしの願いが叶う時に現れ、力を貸してくれるじゃろう」

「伝鬼が願いを叶えてくれるって、やっぱり想像がつかないけど……とにかく、ありがとう。その時に何を願うか考えておくよ」

　とは言ったものの、正直言って切れて欲しくはなかった。

　何せサキからもらったプレゼントだ。切れたら切れたで残しておくが、やっぱり長く身につけていたい。

「もっと強力な、人が伝える夢や希望の集合体と言えるような伝鬼も存在しておる。いつか出いず雲もも出会うことがあると良いのう」

「へえ、楽しみだな」

　人が人に伝える夢、人が人に伝える希望。それが形を得たとしたら、それはどれだけ善なる存在なんだろうか。

「……いやまあ、出雲君が期待するのとはちょっと違うんじゃないかなーと思うんだけどね」

　ぽつりとベド子が言った、その直後だった。

「あれ、電話か」

　携けい帯たいが鳴りだした。一いつ瞬しゆんメリーさんかと思ったが、違う。この聞き慣れたクラシックの音色は教授と美み雪ゆきさんの指定着信音だ。

　見てみると、相手は犬いぬ飼かい教授の方だった。

「どうしたんだろ、何か連絡し忘れてたことでもあったのかな」

「かもしれんのう。……というかお主、出なくても良いのか？」

「ちょっと心の準備が」

　良い連絡か悪い連絡か、一体どちらだろう。

　七対三で悪い知らせが優勢だなと結論を出して、俺は通話ボタンを押した。

「もしもし、八や坂さかです」

『ああ、悪いね出雲君、こんな遅くに』

「それは良いんですが……どうしました？」

　恐おそる恐る言った俺に、電話の向こうの教授は至し極ごくあっさりと言った。

『明日の出発時間を伝え忘れたと思ってね。昼過ぎにそちらに迎むかえに行くから、準備をしておいてくれるかな』

「……………………はい」

　とりあえず言葉の意味だけはわかった。返事としてはイエスで良い。間違ってない。

　ただし問題は山積みだ。

「で、あの……何の準備です？」

『調査と発はつ掘くつがあると言ったじゃないか。最低でも三泊になるから、動きやすい服を何着か持って来るようにね。山歩きもできた方がいい』

「その話、教授一人で行くんじゃなかったんですか？」

『おや、そんなことを言ったかい？』

　言ってない。言ってなかった。だから嫌いやな予感がしてたんだ。

「すいません、俺はバイトがあるんですけど」

『ああ、そうだったね。しかし君には是ぜ非ひ来て欲しいんだ。何とか誰かに代わってもらうことはできないかな？』

「無理ではないと思いますが……」

　所しよ詮せんバイトだし、誰かに代わってもらうことはできる。しかし俺だって自分なりに責任を持って働いているのだ。急きゆう遽きよ旅行に行くだなんて理由では頼みたくない。

「うーん……」

『決して悪い話じゃないんだよ。ちょっと聞いてみてくれないかな』

　少し不満のこもった俺の様子を察したか、教授は取り繕つくろうように言った。

『予算はこっちの方で出すから心配しなくて良いし、手伝ってもらう訳だから多少の日給と、研究参加で高校の内申点もおまけしておく。言ったように離れを一ひと棟むね借り切っているからね、サキ君達も連れて来て大丈夫だ』

「へえ、随ずい分ぶんと豪ごう勢せいですね。お金は平気なんですか？」

　なんだか余りにも都合が良い話だ。メンバーが居いなくて予算が少ない犬いぬ飼かい研究室が、こんな無茶をして平気なんだろうか。逆に心配になる。

『気にすることはないよ。予定通りに見つかれば当分は研究費に困ることはないからね、先払いみたいなものだ』

「お金に困らない予定……って、一体何を探すんですか？」

　何か悪寒を覚えて尋たずねた俺に、教授は楽しげに言う。

『相手は見つからないと有名な都市伝説だが──他ならぬ伝でん鬼きの編へん纂さん者しやが居るんだ。間違いなく出てきてくれる筈はずさ』

「……っ」

　漏もれ聞こえる会話に、こちらを見ていたサキが少しだけ驚おどろいた表情を浮かべた。

『僕達が探すのは埋まい蔵ぞう金きんだ。それも一番有名な、徳とく川がわ埋蔵金だよ』










　──埋まい蔵ぞう金きん。読んで字の如ごとく、埋蔵された金だ。戦国時代の大名が、昔の大おお地じ主ぬしが、近代の大富豪が、子孫の為に地面へ埋めた隠かくし財産、それが埋蔵金である。実際に埋められた大金が見つかった例も少なくない。大いに浪漫ロマンのある話だ。

　しかしそうやって見つかった例があるにもかかわらず『都市伝説』と呼ばれるのには理由がある。埋蔵金の中でも最も有名な『徳とく川がわ埋蔵金』と呼ばれるものが、過去幾いく度どとなく大規模な発はつ掘くつが行われたにもかかわらず、未いまだに発見されていないからだ。

「……押し切られた」

　詳しよう細さいを聞いて電話を切り、俺は小さく息を吐はいた。

　埋蔵金の話に興味を持ってしまった時点で負けたようなもので、最終的には行くと言ってしまった。

「でも、どちらかと言うと良い連絡だったかな」

　本気で埋蔵金を発掘するなら大がかりな準備が必要だろう。少数で行くからには教授にもそんなつもりはない筈はずだ。要は遊びみたいなものだ。

「埋蔵金の伝鬼が出てくるなら歓かん迎げい。出てこなければレクリエーション。多分、そういう旅行なんだろうな。うん、多分」

　多分、である。あの人のことだから本気でもおかしくはない。

「それにしても、タイミングの良い話じゃな」

　訝いぶかしげに言うサキ。

「先程言った、人類の夢と希望が集まった伝でん鬼き。その一つが埋蔵金の伝説じゃ」

「……そうなのか？」

　うむ、と頷うなずかれた。

「へえ、そりゃ本当にタイミングが良いな」

　そうなのか。人類の夢と希望の結けつ晶しよう、それが埋蔵金なのか。

　なるほど確かに夢は溢あふれてるし希望もある。いやはや納なつ得とくだ。

「──って、結局は金かよ！　最終的にそれかよ！　なんだかもうがっかりだよ！　人間そのものにがっかりだよ！」

「だから出雲いずも君の想像とは違うって言ったんだけど……」

「…………いずもはおかね、いらないの？」

「要いるけどさ！」

「金だけの伝鬼ではないんじゃがのう」

　何とも世せ知ち辛がらい話だ。伝鬼は人と深く繫つながった存在だけに、どこまでも人間の現実を反映しているようだった。

「まあ、それはいいや。とにかく無料で温泉旅館に行ける訳なんだけど……皆、来るか？」

　最悪の場合は寝ね床どこも食事も必要ない伝でん鬼き達だが、教授が連れて来いと言うからには準備もできているんだろう。折せつ角かくなら皆で行けると良いんだけど。

「ごめん、あたしパス」

　最初に言ったのはベド子だった。

「あれ、駄だ目めなのか。お前は絶対に来ると思ったのに」

　こういうイベントごとは好きそうなのに、正直意外だ。

「行きたいんだけど、凄すごく行きたいんだけど、あたしベッドが近くにない場所って長くは居いられなくて。その旅館、ホテルに変えられないかな？」

「無茶を言うな」

「うう、だよね。温泉……おんせん……」

　伝えられていない人の前では姿を出せなかったり、詳しよう細さいな姿が決まっていなかったり、実は伝鬼は縛しばりが多い存在なのだ。そういう事情があるなら残念だけど仕方がないか。

「コトリは？」

「…………」

　少しだけ首を傾かしげた後、コトリはぽつりと言った。

「…………あっちで、まってる」

「そ、そうか」

　どうやって、どこに。その辺りは気にしないことにした。

「で、サキは来るよな？」

「行きたいとは思うんじゃが……迷惑ではないじゃろうか」

　難しい顔で言うサキ。確かに部外者ではあるし、心配する気持ちもわかる。

「教授が良いって言うんだから大丈夫だ。何せ神様だ、頼るには一番の相手だよ」

「……そうじゃな。ならば、甘えるとするかの」

　だいたいサキのことだ、来るなと言ってもしっかり鏡から見ているんだろう。それなら一緒に居てくれた方が良い。

　さて、そうすると後の問題は。

「バイト、どうするかだな」

　休まなければならないが、仕事に穴は開けられない。とすると、当然誰かに交代を頼むことになる。どうしようかなと考えながら電話帳を操作する。

　そして目当ての相手を表示し、少しだけ考えた。

「……とりあえず、聞くだけ聞いてみるか」

　通話ボタンを押し、待つ。

　ワンコール、ツーコール、スリーコール。

　ちょっと数えるのが面倒になったぐらいで、ようやく応答があった。

『……はい、飛ひ田だです。何ですか先せん輩ぱい』

「こんな時間に悪い。もしかして忙いそがしかったか？」

　声はいつも通りの舞まい佳かだったが、出るのに随ずい分ぶんと時間がかかった。何か用事があったのかと思ったのだが。

『大丈夫です。ただちょっと、良い連絡か悪い連絡かを考えてました』

「…………そうか」

　どこかで聞いたような話だった。

「ちなみに、どっちが優勢だった？」

『七対三ぐらいで悪い方だと思いますね』

「だよなー」

　そして中身の方も似たような話だった。

『ちなみに、どっちが正解ですかね？』

「残念だけど、舞佳に頼みごとがあるんだ」

『ですよねー』

　残念ながら当たりだ。俺の方は良い連絡だったのに、申し訳ない限りだ。

『それで、内容はなんですか？　またサキさんと喧けん嘩かして今度は家を追い出されたとか、そういう話ですか？』

「仮にそうだとしたらどうするんだよ」

『チャンスですね。すぐ迎えに行きます』

「冗じよう談だんで返せよ！」

　慌あわてて言うと、スピーカーからは舞佳の笑い声が聞こえた。

『ちゃんと冗談ですよ。本気じゃないです』

「…………」

　本当かよ、とは聞き返せなかった。

「……まあ、本題なんだけど。もし暇ひまなら明日のシフトを代わってくれないかと思って」

『バイトですか？　あれ、随分と普通の頼みですね。また面倒事が起きたのかと思ったんですけど』

「全体としては面倒事で正しいよ。さっき教授から電話があって、明日から泊まりがけでフィールドワークだ。これから急いで荷造りだよ」

『…………お疲つかれ様です』

　そんなに沈ちん痛つうな声を出すほどのことじゃないんだけど。

「別に嫌いやなわけじゃないんだよ。金は要いらないし、温泉なんかもあるらしい。サキ達も連れて来て良いって言うしさ。旅行みたいなもんだと思う」

『────へえ。楽しそうですね』

「いや、うん……楽しみだけどさ」

　ちょっと余計なことを言った気がする。しかし隠かくしてもすぐバレるだろうし、こういうのは最初に話しておくべきだと思う。思うんだけど、でもやっぱりまずかったかも。

「……やっぱ怒るか？」

　恐おそる恐る尋たずねると、いいえ、と冷静な声が返ってきた。

『別に怒ってはいないですよ。私は部外者ですし、興味もないですし、急に明日から旅行だとか言われても困ります。元々無関係ですから、置いて行かれたとも思ってません。先せん輩ぱいの代わりに働くぐらいは一向に構いませんよ』

　そこまで一息で言って、舞まい佳かは言葉を止めた。

　そして数秒の間を置いて、言う。

『でも、なんかむかつきます』

「それを指して怒ってるって言うんじゃないか？」

『だから私、怒ってるんです！』

　やっぱり怒ってるじゃないか！

「悪い悪かった謝るから！　別に無理に頼んでる訳じゃないんだ、駄だ目めなら駄目で良いって」

『駄目じゃないです。駄目じゃないですけど……』

　少し拗すねたように続ける。

『私、お休みが仕事だけで埋まっちゃってつまらないんです。だからその……帰って来たら一緒にどこか出かけませんか？』

「勿もち論ろん、それぐらいなら構わないけど」

『じゃあそれで我が慢まんしておきます』

　簡単な約束であっさりと機き嫌げんを直して、舞佳は冗じよう談だんとは思えない口調で言う。

『じゃあシフトの方は何とかしておきます。ちゃんと生きて帰って来てくださいね』

「ありがとうな。なるべく無事に帰るよ」

　情なさけない会話を最後に通話を切った。

　舞佳に渡すお土産みやげを考えておかないといけないな。

「さて、と」

　明日の準備をしようかと振り返ったところで、じっと俺を見つめるサキと目が合った。

「やはりお主ぬしら、仲が良いのう」

「いや、まあ……」

　どこか濁にごったサキの瞳に、彼女の中にある人間の悪意とやらを少しだけ感じた気がした。










　翌日。

　俺は車で迎むかえに来るという教授を待っていた。

「温泉……温泉……」

「ベド子も来たいなら来いって」

「だって行けないんだもん。ああ、縛しばられた自分が憎らしい！」

　自分の体を両腕で抱いてくねくねと躍おどりながら言うベド子。結構余裕あるよな、こいつ。

　コトリの姿は見かけない。向こうで待ってると言っていたが、既すでに現地で出待ちでもしているんだろうか。

「それで、サキちゃんは？」

「荷造りに時間がかかってるみたいだな。仕方ないだろ、サキは女の子だし」

「ごめん、あたしも一応は女の子なんだけど、なんで当たり前のように説明されてるの？」

　ベド子の荷物なんてとりあえずは斧おのぐらいだろう。バッグ一つで準備が済む俺と似たようなものだ。

「すまぬ、待たせてしまったの」

　と、壁かべ掛かけ鏡の鏡面が揺ゆれてサキの声が聞こえた。

　あふれ出す紫むらさき色いろの液体と共にムラサキカガミの白い手が伸び出す。

「実は旅らしい旅というのは初めての経験なんじゃ。何を持って行けばいいものか、迷ってしもうた」

　珍めずらしく言い訳のようなことを口にしながら、サキが鏡から出てきた。

　普段のワンピースとは違い、洒落しやれたブラウスに、上から活動的なジャケット。それにふんわりとしたフレアスカート。初めての旅行に気合いを入れているのか、ちゃんと旅らしい意い匠しようだ。

　──うちの制服とかも着てたけど、サキってどこで私物を買ってるんだろう。いや、可愛かわいいから良いんだけど。

「む……しょっ」

　そして最後に、大きな旅行バッグが鏡から引っ張り出された。俺の荷物の三倍はあるサイズだ。

「……意外と荷物多いんだな」

「なかなかに加減が難しくてのう」

　少し恥はずかしそうに言って、サキはぽんぽんとバッグを撫なでた。初めての旅行だと言っていたし、使うのも初めてなのかもしれない。

「もうすぐだし、外で待つか。荷物持つよ」

「ああ、それなら心配は要らぬ」

　そう言うと、サキは軽くバッグを持ち上げた。

「こうして……ぎゅっと」
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　そのままぐいっと、鏡の中に押し込む。大きなバッグはぬるぬると鏡に飲み込まれていった。

「これでいつでも取り出せるからの、問題はない」

「……そ、そっか」

　それならどうして荷造りしたんだよ、と聞かない程度の気き遣づかいは俺にもできた。

「サキちゃん、じゃあ別に荷物準備しなくでむっ!?」

　余計なことを言いかけるベド子の口を押さえて、笑顔で声をかける。

「じゃあ行ってくるから。留守番よろしくな」

「すまぬが、任せるぞ？」

「ふぁい……」

　ベッドの下に潜ひそむ不審者に留守を任せるというのは本末転倒な気もしたが、毒をもって毒を制すような感じで、なんとかなるだろう。










「やあ、おはよう。しっかり準備はしてきたかい？」

　教授はすぐにやって来た。乗って来たのは大型のバンだ。これなら確かに我が家の伝でん鬼きが全員同行しても大丈夫だっただろう。

「おはようございます、教授。こんな車を持ってたんですか？」

「まさか、レンタカーだよ。昨日探してもらったのはこの車の鍵かぎなんだ」

　ぽんぽんと運転席のドアを叩たたく教授。

　教授は簡単に言うが、結構危なかったんじゃないのか。

「……それ、見つからなかったらどうなってたんですか？」

「連休はレンタカーの店が混み合うからね。最悪の場合は今回の計画が中止になっていたところだ。──見つけてくれて、本当に良かったよ」

「ちゃんと管理してくださいよ」

　教授の言葉に含まれた妙みような雰ふん囲い気きは無視しておくことにした。

「八や坂さかさん、申し訳ありません。本当に急な連絡になってしまって……」

「いえ、そんな。美み雪ゆきさんが謝ることじゃないですよ」

　美雪さんはぺこぺこと頭を下げるが、昨日の時点ではこの人も予定を知らなかった筈はずだ。

「この話、美雪さんはいつ聞いたんですか？」

「寝る前になって急に、明日から旅行に行くと……」

「滅茶苦茶めちやくちやですね」

　しょんぼりと言う美雪さんは俺以上に悲ひ惨さんだった。

「いつも様子は見ていたんじゃが、実際に自分で車に乗るのは初めてじゃ。楽しみじゃのう」

　サキだけは一人ご機き嫌げんで車の周りを歩き回っていた。普段は俺よりずっと余裕があるのに、どこか子供のようで微笑ほほえましい。

　大きなトランクに荷物を積み込んで、各おの々おのが乗車した。

　運転席に教授。助手席で地図を見る美雪さん。後部座席に俺とサキ。

「じゃあ行こうか。休きゆう憩けいを挟はさんでも夕食までには着くはずだ」

　言って、どこかぎこちなくキーを刺す教授。

「……あの、教授。一応聞きますけど、免めん許きよはありますよね？」

「失礼だな、出雲いずも君。当然じゃないか」

　教授は大きく胸を張った。

「まだ免許証が木製だった時代に取得したからね。僕はこの国で一番のベテランドライバーと言っても良いぐらいだ」

「教授の戸こ籍せきがどうなってるのか一度見てみたいんですけど」

　民みん俗ぞく学がくの視点から考えると、存在自体が大きな成果になりそうな人だった。いや、中身は人じゃないんだけど。

「さて、まずは……」

　じっとハンドルを見つめて、教授は小さく言う。

「手た綱づながこれ。右のクツワで行け、左のクツワで止まれの合図を……」

「降ります。電車で行きます」

　俺は即そく座ざにドアに手をかけた。

「噓うそだよ噓、冗じよう談だんだ。ここまでちゃんと運転してきたんだ、心配は要いらないさ」

「欠片かけらも信用できませんって！　考え方の基準が馬じゃないですか！」

　本気で降りようとする俺の手をとり、サキが優しく言う。

「そう慌あわてるでない、大丈夫じゃ。何があっても妾わらわがお主ぬしを守る」

「それは嬉うれしいけど、何か起きる前提の旅なんて絶対嫌いやだ！　降ろして、降ろしてくれー！」

　俺の言葉を聞くことなく、車はゆっくりと動き出したのだった。










　馬の話は流石さすがに冗談だったようだ。教授の運転は大きな問題のあるものではなかった。

　住宅街では若じやつ干かん挙動が怪あやしかったものの、料金所を通過して高速道路に入ってからは無難に車を走らせている。

「どうだい、なかなか様になった手た綱づな捌さばきだろう？」

「そういうことを言うから信用できないんですよ、教授」

「出雲いずも君は心配性だね」

　ぼやく俺に、やれやれと両手を上げてみせる教授。──いや、ハンドルハンドル！

「お父様、車は馬とは違いますから、手を離しても道なりには進みませんわ」

「おっと、そうだった」

　やっぱり全然信用ならない。もう本当に、無事に着けばそれだけで良いんだけど。

「それで教授、今回は埋まい蔵ぞう金きんを探しに行くんですよね？」

「そうだ。僕達であの有名な徳とく川がわ埋蔵金を発はつ掘くつしてやろうという試みさ」

　埋蔵金が民みん俗ぞく学がくの範はん疇ちゆうかというと、結構微び妙みようなところだ。噂うわさの広まった時期から言えば幕末になるので、そのぐらいから広まる噂を追うことは決して少なくない。しかし埋蔵金は考古学や文化財学等、他の学問の範疇でもある。

「……まあ民俗学者みたいな酔すい狂きような人種以外が手を出さないものではありますね」

「狂くるうほどに酔よいしれると考えれば、酔狂もまた良いものじゃ。お主のようじゃな、出雲」

「否定はしないけどさ」

　人間が一人も居ない車にのこのこ乗り込んでいる時点で充じゆう分ぶんすぎる程に酔狂だ。

「それで埋蔵金なんだがね。実は僕も詳くわしいことは知らないんだ」

「教授も知らないんですか？」

　教授は軽く頷うなずく。

「当時はこの国に対して何の影えい響きよう力りよくもなくてね。事情がわからずに歯がゆい思いをしたものだ。だから今回、その雪せつ辱じよくを晴らしたいんだよ」

「何百年前からの因いん縁ねんなんですか……」

　やっぱり人間と神様じゃ感覚のズレは大きいみたいだ。

　ともかく本気で調査して発はつ掘くつ、って話ではなさそうだ。少し安心した。

　しかしゆっくりはしていられない。まだまだわからないことばかりの旅なのだ。根本的な部分で、俺はまだ目的地すら知らない。

「出雲いずも、出雲」

　と、隣となりのサキが俺の腕うでを引く。

「あそこを見よ。何とも大きな煙えん突とつが立っておるぞ。これは風呂屋じゃろうか」

「煙突って……」

　いきなりそんな子供のようなことを言われても。

「知らん知らん、工場か何かだろ」

　窓の外を指して言うサキに適当に答えた。

　彼女には悪いが景色に心惹ひかれているような状況ではないのだ。

　とりあえず何も知らずに運ばれていくのは怖こわい。美み雪ゆきさんと地図を見ることにした。

「もうすぐ道が交差するらしいですけど、方向はわかりますか？」

「目的地は私も知らないので、どう案内して良いのか……」

「随ずい分ぶんと酷ひどいミステリーツアーですね」

　教授は迷いなく車を走らせているのでその点は問題ないのかもしれない。

　しかし、そうすると何の為に地図を持たされているんだろう、美雪さん。

「出雲、出雲」

　と、再びサキが俺の腕を引く。

「なんだよ」

　見ると、サキは進行方向を指してはしゃいでいた。

「出雲、もうすぐトンネルだそうじゃぞ。中でラジオが聞けると書いておる」

「ラジオなんて聞いてないだろ」

「そういえばお主ぬしの家にはラジオがないのう。どうじゃ、聞いてみぬか？」

　あれじゃろう、あれ。そう言ってダッシュボードを指すサキ。

「いいから、ちょっと黙だまっててくれ」

　悪いが構っていられない。

　地図上の現在地と進行方向を確認する。

「そもそも目的が埋まい蔵ぞう金きん発掘なんだから、俺達はそれに関わる所に向かってるんですよね」

「ええ。徳とく川がわ埋蔵金があると考えられている場所は複数ありますが、主に……」

「君達、答えを知ってる僕がここにいるんだから、まず聞いてみるという発想はないのかい？」

　それは何となく負けた気がするので嫌いやだ。

　ともかく自分で予想を立てて、経過を見て、結果を確認して、評価を受けるのはその後でいいと思う。

「出雲いずも、出雲」

　三度、サキが俺の腕うでを引いた。

「なんだよ、サキ」

「あれじゃ、あれ。動物注意の看板が立っておるぞ」

「……立ってるな」

　で？　と無言で促うながすと、サキは瞳を輝かせた。

「何が出るんじゃろうか。この辺りには熊くまでも居おるのかもしれぬ」

「わざわざ車の前には出てこないだろ」

「なるほど、それもそうじゃな。すると人間に用事のある動物……鹿しかか狸たぬきか、それとも狐きつね辺りが通りすがる人間を化かそうと──」

「……あのさ、サキ。ちょっと言いたいんだけど」

　さっきからどうでも良いことを話し続けるサキに、流石さすがの俺も限界が来ていた。

　過去の反省を思い返し、何度か深呼吸をして、強い口調にならないように言葉を考える。

　そしてしっかりと正面から彼女を見つめ、真剣に言った。

「今日のサキ──なんかやたらと可愛かわいいな！」

「なんじゃ、どうしたっ!?」

　ついに耐たえかねてサキの頭を思いっきり撫なでる。

　柔やわらかな髪かみが指の間を流れ、ふわりとサキの香りが広がった。

「……なんだか馬ば鹿かにされておるような気分なんじゃが」

　一通り撫で回されたサキは、若じやつ干かん複雑そうに言った。

「いや、悪意は何もないって」

「それはそうなんじゃろうが……む？　あれはなんじゃ？」

　悩なやみ込んだサキだったが、すぐに他の場所に興味を移した。

　なんだか今日のサキは見た目相応の歳としに見える。らしくないけど、でも可愛い。

「あの、八や坂さかさん」

　じっとサキを見ていると、美み雪ゆきさんが言った。

「その……普段からこのようなご関係を？」

「ご関係って言われても」

　ちょっと撫でたぐらいで、大したことはしていない。むしろスキンシップの度合いとしては弱いぐらいだろう。朝起きたら腕の中にサキが居いたとか、そういうこともたまにあるし。

「もしかして不健全に見えますか？」

「いいえ、そうではありませんが……少し、心配ですわ」

　何が心配なんだろうか。ちゃんと尋たずねる前に、サキが俺の袖そでを引いた。

「出雲いずも、出雲」

「また何かあったか？」

　うむ、頷うなずき、サキは道路沿いに建てられた無む駄だに豪ごう華かな建物を指した。

「見よ、そこに城のような建物が幾いくつも建っておるぞ」

「ああ、うん……凄すごい……な？」

「しかも泊まれるそうじゃ」

「…………そ、そっか」

　建ち並ぶ愛を育はぐくむ宿泊施し設せつを視界から外して、少し咳せき払ばらいをする。自分より随ずい分ぶん年上のサキ相手に何だが、こういうのは教育によろしくない。

「サキ君が気になるなら少し寄って行くかい？」

「やめてください！」

　自分の娘の前で何を考えてるんだこの人。美み雪ゆきさん、もの凄く顔を逸そらしてるじゃないか。

「む……何か悪いことを聞いたんじゃろうか」

「気にしなくて良いから。ほら、景色を堪たん能のうしててくれ」

　サキの頰ほおに両手を添えてくるりと窓の方を向かせる。

「なんじゃ、強引じゃの」

　そう言いながら特に嫌いやがるでもなく、サキは素直に外へと視線を向けた。

　しかし何か疲つかれる旅だと思ったら、そうか。普段は世話役のサキが手のかかる側に入ってるんだ。そりゃ普段の倍は大変な筈はずだ。

「はあ……ま、いいか。たまにはこんなのも」

　ベド子達も舞まい佳かも居ないし、ある意味で楽な部分もある。たまには俺がサキの面倒を見たって良いだろう。

　やれやれと、こちらも外に視線を向けて、流れる景色を眺ながめだ。

　しばしの後。

「出雲、出雲」

「どうしたー？」

　本当に何でもない様子で、サキが口を開いた。

「見てみよ。女が車に座っておるぞ」

「そりゃ座ってるだろ、車の中で立っても仕方ない」

「しかし中ではなく、上じゃぞ」

「上に乗ってるなら余計に座らないと駄だ目めだろ。走ってるんだから、立ったら飛ばされる」

「……そうか、それもそうじゃな」

　何せ高速道路だ。車の上に立ったら飛ばされるに決まってる。

　サキは全く車に乗らないから、そんな単純なことも知らない──。

「…………は？」

　なに？　車の上？

「車の上って……なに？」

「だからあそこじゃ。ほれ、乗っておるじゃろう」

　サキが示したのは俺達の少し後ろを走っている車だった。

　町中でよく見かける、平へい凡ぼんなデザインの乗用車。

　その屋根の上。

「……本当に乗ってる」

「乗っておるじゃろう？」

　屋根の上にしっかりと人が乗っていた。しかもご丁てい寧ねいに正座だ。行儀が良いのは素す晴ばらしいが、車の上に乗ってる時点で行儀もなにもあったもんじゃない。

「余り見ぬ光景じゃが、こういうこともあるんじゃな」

「いや、ないないない。絶対ない。ありえない」

　高速を走っている車の屋根に人が乗るなんてありえない。普通の人間がそんなことをしたら怪け我がじゃ済まない。

　逆に考えると、あれは普通の人間ではない。

「こういう訳のわからない超常現象は大体伝でん鬼きの仕し業わざだ。絶対そうだ。見てみる」

「……あれを超常現象と呼ぶこと自体に違和感があるのですが」

　悲しそうに言う美み雪ゆきさん。本当に申し訳ないが、伝鬼は大体あんな感じだ。

　ともかく手帳を確認してみる。

「高速道路の伝鬼というと…………あった。多分これだ『屋根の女』」

『屋根の女』は車にまつわる都市伝説の中ではマイナーな方だろう。




　ある男が高速道路で車を運転していた時のことだ。

　車の少ない時間帯で、他の車は一台も見かけない。

　そんな時、一台の乗用車がゆっくりと近づいてきた。

　久々に他の車を見かけたなと、近づいてくる車をミラー越ごしに確認して──男は目を疑った。

　車の屋根の上に女が座っていたのだ。

　あれは大丈夫なのか。危なくはないのか。違反ではないのか。通報した方が良いのか。

　そもそも運転手は、屋根の上に女が居いることを知っているのか。

　男が混乱する間にも車はゆっくりゆっくりと近づいてくる。

　そしてついに男の車の真横に並んだ。

　横目で見ると、やはり女は屋根の上に座っている。

　啞あ然ぜんとして見つめる男にニヤリと笑いかけ──女はそのまま車に乗って去って行った。




　大体そんな感じだ。

「……セーフ、かな」

　見た時はびっくりしたが、これは安全な伝でん鬼きだ。直接の被ひ害がいは与えてこない。

「屋根の女……妾わらわの知らぬ伝鬼じゃな」

「あら、ムラサキカガミの知らない都市伝鬼も居いるのですね」

「せめて車の中に居おるのであれば、ミラー越しに関わることもあったとは思うんじゃが」

「天井にミラーは付いてないもんな……」

　話している間にも車はどんどん近づいてくる。屋根の女も、当然近づいてくる。

　歪ゆがんだ笑みを形作る表情も、強風に煽あおられる髪も、段々とはっきり見えてきた。

「一応確認しますけど、教授。追いつかれないように急げませんか？」

「法定速度は守らないとね。日本の警察は優秀だ、すぐに怒られてしまうよ」

「そりゃそうですよね」

　まあ追いつかれたから何という訳でもない。大丈夫かな。

　そしてついに、女の乗った車が俺達に追いついた。

「綺き麗れいに座っておるのう」

「そのまま滑すべり落ちそうで怖こわいな……」

　ゆっくりと横を追い抜ぬいていく乗用車。

　その屋根の上で、女はじっと俺達を見つめ──。

「……え？」

　ゆらりと、その場で立ち上がった。

「追い抜いて終わりじゃ……ないのか？」

　通り過ぎて終わりの筈はずだろう。なんだその立ち上がるって動作は。一体何に必要なんだ。

「出雲いずも、立っても飛ばされぬようじゃぞ」

「いや、そういう問題じゃ……」

　呆ぼう然ぜんと見つめる間に、女は少しだけ膝ひざを曲げてかがみ込んだ。

　そしてタイミングを計るようにゆっくりと手を前後に振る。

「まさかこれ……っ、教授、ブレーキを！」

　直後、女が宙を舞った。

　短い滞たい空くう時間の後、バン、と強い音が響ひびく。

「噓うそ、噓だろっ？」

　こちらに飛び移ってきた屋根の女が、よりにもよってフロントガラスに張り付いたのだ。

　べたりとガラスにへばりつき、女はにやりと不気味に笑う。それ自体も怖こわいし、車に人が張り付いてるって事実も怖いけど、それ以上に！

「いやあ、困った。前が見えないね」

「笑ってる場合ですかー！」

　運転！　このままじゃ運転ができない！

「お父様、少し先にゆるやかなカーブがありますわ」

「右かい？　左かい？」

「ナビする前にこいつをどかしてくださいよ！」

　駄だ目めだ、のんきな妖よう怪かい組には頼っていられない。

「サキ！　何とかしてくれ！」

「仕方ないのう。このままでは危険じゃ」

　苦笑して言うと、サキは手近なガラスに手を伸ばした。薄うすく車内の光景を映し出していたガラスを鏡に、サキの手が沈しずみ込んでいく。

　そしてその手がにょっきりとフロントガラスから出てきた。

「ほれ、少し端はしに寄っておれ」

　サキの手が屋根女をずりずりと引きずり、ガラスから引き離す。そのまま横に引っ張って運転席の前から移動させた。

　流石さすがに屋根の女も諦あきらめた様子で、おとなしくボンネットの隅すみに座り込む。

「結局危ないな」

「曲芸のようですわね」

　高速で走る車の上でゆらゆら揺ゆれながら正座する女。恐おそろしい光景だった。

　しかもなんかこいつ、笑って手を振ってるし。

「次に休きゆう憩けい所じよを見つけたら降ろします。いいですね？」

「レンタカーを廃車にするのも困る。仕方がないね」

　そういう問題じゃないです、教授。

「次の休憩所はもう少し先じゃな。しばらくはこやつに付き合ってやるとしよう」

　サキがのんびりと言う。まあ編へん纂さんする必要もあるし、いいか。

　とりあえず手帳にはしっかりと書き足しておく。屋根の女は飛び移って来る場合もあるので要注意、と。

「それで、えーと……屋根の女、名前はこれでいいのか？」

　ガラス越しに問いかけてみる。

「なま…………ど、強いて…………ヤナ……と、嬉うれし……」

　何か言ってるっぽい、言ってるっぽいんだけど。

「さっぱりわからん」

「ガラス越しで、周りも騒がしいですから。流石さすがに聞こえませんわね」

　がっくりと肩を落とす屋根の女。後で聞いておこうか。

「そういえばこれ、誰かに見られてないよな？」

　ふと周りを確認してみたが、周りに他の車の姿はない。偶ぐう然ぜんにもすいていて良かった。連休初日だし、もっと混んでいてもおかしくない所だ。

　都市伝でん鬼きは知られていない人間の前では存在できないという悲しい縛しばりがある。しかし逆に言うと、知ってさえいれば誰でも姿は見えてしまう。例え怪かい奇き現象の真っ最中でもそれは変わらない。

「……ちなみにさっきの車、お前の一部か？」

「当た…………い。……私の……」

　うんうんと偉えらそうに頷うなずく屋根の女。よし、セーフだ。

　そう安心したのが悪かったのだろうか。

「出雲いずも、後ろからバイクが来ておるぞ」

「げ、マズいな」

　言われて振り返ると、ずっと後方から大型のバイクが近づいてきていた。これはまずい。

　もしもあのバイクのドライバーが屋根女の存在を知っていたら、ボンネットの上で正座をする変な女を見てしまうことになるのだ。

「確実に通報される。どうしよう」

「急ブレーキで、そこの伝鬼を車から吹き飛ばす、というのはいかがでしょう？」

「最悪の場合はそれも考えましょう」

「……お主ぬしら、屋根の女が怯おびえておるぞ」

　真顔で話す俺と美み雪ゆきさんに、屋根の女が必死に首を振っていた。かわいそうだが、最悪の場合は今度こそ空を飛んでもらおう。

　バイクの方はかなりのスピードを出しているのだろう。やきもきする間にぐんぐん近づいてくる。赤い大型のバイクに、黒のレーサースーツ。男なら一度は憧あこがれるような、格好の良いバイク乗りだ。

　だったのだが。

「八や坂さかさん、あのバイクの方……何かおかしいように見えるのですが」

「見えません、見えません、見たくありません」

「逃げても仕方なかろう」

　現実から目を背ける俺の肩を叩たたき、サキが続ける。

「あのライダー首から上がついておらぬぞ」

　わかってる、わかってるよ。ちょっと近づいてきたらすぐにわかったよ。

「……多分、頭を家に忘れてきたんじゃないか？」

「随ずい分ぶんと豪ごう快かいな忘れ物だね」

　教授はほがらかに笑うが、俺の方はとてもそんな気分じゃない。目の前の伝でん鬼きで困っているのに追加で二体目が出てくるなんてあんまりだと思う。幸いなのは比較的危険がないということか。

『首なしライダー』というのは、屋根の女よりはずっとメジャーな都市伝説だろう。




　ある平へい凡ぼんなドライバーがバイクに乗って走っていた。

　ツーリングを楽しんでいた彼だったが、なんと何者かが仕し掛かけたピアノ線に首をひっかけて首から上を切り落とされてしまう。

　ドライバーの頭は走るバイクから落下し、アスファルトにたたきつけられた。

　しかし首から下は止まることなくそのまま走り抜けていった。

　そして今もバイクに乗った体だけが犯人を捜さがし続けている。




　だいたいそんな感じの話だ。

　実際、道をふさぐようにひもを仕掛けてバイクを転ばせる悪質な悪いた戯ずらも時折あるという。バイクに乗る人間にとってはそっちの方が洒落しやれにならない都市伝説らしい。

　ともかく首から上のないライダーが走り回っているという話で、それ以上に何かある訳じゃない。通り過ぎて終わりだ。

　──でもその、ちょっとでいいから想像して欲しい。頭のないドライバーが駆かるバイクが、高速でこちらに接近してくる光景を。

　危なくないとか、通り過ぎるだけとか、そんなの関係ない。

　ものすごく怖こわい。

「折角来てくれたんじゃ、手でも振っておくかのう」

「そ、そうだな」

　しかしこちらも編へん纂さん者しやだ。怖いは怖いが、来てくれた伝鬼に挨あい拶さつぐらいはしておこう。

　ぐんぐんと近づき、ついにバンの隣にまでやって来た首なしライダーに手を振る。

「わざわざ出てきてくれて、ありがとうな」

　顔がないからわからないが、上半身の動きを察するに、首なしライダーもこちらを向いているようだ。ハンドルから片手を離すと、軽く振るような動作を見せて──。

「気をつけて行けよー……って、ええええええ!?」

　──その手をそのままこちらの車に向け、ドアを引っ張り始めた。

　俺の真横、ロックされているドアがガチャガチャと凄すごい音を立てる。

　勿もち論ろん開かないが、だからといって怖くないわけがない。高速で走っている車、そのドアが外から猛もう烈れつにガチャガチャと引っ張られているのだ。本当に心臓に悪いしマジで怖いからもうやめろ本当に離れろって！

「危ない、危ない上に怖いって！　なんだ、なんなんだよ！」

「……………………」

　必死に叫ぶと、首なしライダーは肩をすくめるような動作を見せた。

　そしてノブを引いていた片手を自分の首あたりに向け、何度か指さしてみせる。

「ああ、うん……ないな、頭」

「……………………」

　うんうんと頷うなずく首なしライダー。そして再び手を伸ばすと、今度は俺を指さした。

「俺？」

「…………」

　くいくいと、俺の顔あたりを指さす。

「おれの、首？」

「…………」

　上半身で大きく頷き、再び自分の首あたりを指すライダー。

「えーと……つまり、自分には首がないから、俺の首をそこに乗せたい、と」

　うむ、と首なしライダー。

「わかった戦争だな。教授、ハンドルを切ってください。あのバイクの方に」

「い、いや、出雲いずも君、少し落ち着こう」

　わかってる、さすがに冗じよう談だんだ。やろうとしたら止めていた。

「悪いんだけどさ、ちょっと俺の首はあげられないから……」

　ガタガタガタ！　とドアが揺ゆれる。

「だから怖いって！　万が一開いたらどうすんだよ!?」

　ああもう、こいつどうしよう。

　なんとかならないかと車内を見渡すが、助けになりそうなものは何もない。

　サキはいつも通りにこにこ笑ってるだけだし、教授は頼りにならないし、美み雪ゆきさんも邪じや魔まをする気はなさそうだし、ボンネットには女が座ってるし。

　──そのボンネットに座る「屋根の女」と目が合った。

「あっ」

「っ！」

　びくりと震える屋根の女。そうだ、あいつだ、あいつがいた。

「首なしライダーさん、ほら、ちょっとあっちを見てくれ」

　車の前方を指して言う。上半身の動きを見るに、首なしライダーはそちらを向いたようだ。

「あそこ、ボンネットの上に乗ってるあの女。そう、あいつ。ちょっと考えてみてくれ。無理矢理ドアを開けて俺の首を取るより、あいつからもらった方が楽そうじゃないか？」

「ちょっ……私…………て……よね？」

「…………」

　じっと見つめ合う高速道路の伝でん鬼き二人。

　そして。

「…………っ!?」

　首なしライダーが納なつ得とくした様子を見せ、屋根の女が座ったままで後ずさった。

　直後、赤いバイクが強いエンジン音を上げて加速した。ものの数秒で俺たちの前に飛び出す。

「じょ、……!?　……んき……!?」

　バイク上から手を伸ばす首なしライダーと、座ったまま機き敏びんに移動して避さける屋根の女。

　なんとも背筋の冷える、しかし熱い戦いが始まった。

「取り回しがいいなあ、あのバイク。反対側に逃げてもすぐに回り込む」

「屋根の女も座ったままでよく逃げておるな」

「このままだと、ちょっと屋根の子が有利かな？」

「最悪の場合は屋根に逃げれば届きませんものね」

　もはや観客と化した俺たちだったが、車の近くで危険な争いを続けられるのも困る。早めに決着をつけてもらおうと思う。

「教授、ちょっとそれを使いませんか？」

「ああ……これだね」

　俺の指した先を見て、教授はニヤリと笑った。

「ほいっとね」

　教授がハンドル脇わきのレバーを操作した直後、車の前面から洗浄液が吹き出した。フロントガラスを洗うためのウォッシャー液だ。

「……やっ!?」

　そしてボンネットに乗った屋根の女はそれを全身に浴びて、びくりと硬直した。

　そのすきを逃す首なしライダーではない。

　がっしりと首を摑つかみ、片手で屋根の女を持ち上げる。

「…………」

「やめてー!!」

　屋根の女の叫さけび声が、初めてはっきり聞こえた。

　二人分の荷重がかかったからか、それとも獲物を捕らえて満足したのか、首なしライダーのバイクがゆっくりと減速していく。

　屋根の女が涙目でこちらに手を伸ばすが、俺はそっと視線を外した。

「都市伝説の犠ぎ牲せい者しやそのものに見えますが、大丈夫でしょうか」

「同じ伝でん鬼きじゃ、問題なかろう」

　サキも言ってるし問題ない。ないったらない。

「今度こそ、気をつけていけよー」

　ぐっと親指を立てる首なしライダーに手を振り、心の中で屋根の女の無事を祈ることにした。










　首なしライダーが離れていってしばし。追いついてくる様子はないので、そのまま帰ってしまったのかもしれない。

「なかなか面おも白しろい光景じゃったな」

「いやまあ、珍めずらしかったのは確かだけど」

　車の上でつかみ合いだなんてアクション映画でしか見たことがない。滅めつ多たに見られない光景だったのは事実だ。正直嬉うれしくはないが。

「とりあえず手帳に書いておくか。首なしライダーは、他人の首を奪うばおうとする場合がある。出会った時はその点にも気をつけるように」

「内容が充じゆう実じつしていくのう」

　楽しげに言うサキ。

「まあ、それは良いことかな。……しかし、疲つかれた」

「お疲れさまじゃ。そうじゃ、お茶でも飲むとしよう」

　サキはいそいそと、どこからか水すい筒とうを取り出した。

　好こう奇き心しんを満足させたのか、伝鬼が出て来て調子を取り戻したのか、いつものサキだった。

「悪いな、もらうよ。……あー、落ち着く」

「雪女、お主も飲まぬか？」

「私、熱い飲み物は駄目で……」

　湯気が立つほど熱いお茶をちびちびと飲む。

　実家の影えい響きようだろうか、やっぱりこうしてお茶を飲んでいると心が落ち着く。

　茶屋だし、家中に茶葉の匂においが立ちこめてたからな。

「二人も出てきたからには、しばらく伝鬼もおとなしいだろ。ここからは平和な旅を……」

　コンコン、と窓をノックするような音がした。

「…………平和な旅を」

　コンコンコン。

「……サキ？」

「妾わらわではない。というか……何をしておるのじゃ？」

　サキは不思議そうに首を傾かしげ、俺の肩越しに外を見つめた。

　なんか居いるのか。またなんか居るのか。

　見たくない、見たくないが──。

　ゴンゴンゴンゴン！

「わかったわかった、何だ、誰だよ！」

　殴りつけるような音に、諦あきらめて窓の外を見やる。

　そこにはある意味で想像通りの光景が広がっていた。

「うっ……わ……」

　外からこちらをのぞき込む、不気味な少女の姿があったのだ。

　それは高速道路を走るバンと同じ速度で走りながら、どこか恨うらめしげに俺を見つめる少女。

　長いポニーテールが尾のように揺ゆれ、二本の足はもはや残像しか見えない。

　こんなものが人間であるはずがない。またしても化け物だ。

「せんぱいぃー」

　悲しげに叫び、両手で窓を殴なぐる少女の姿。恐ろしい恨みつらみの存在を感じる。

　まるで人間そのものではなく、俺個人に強い感情を向けているかのような、その視線は──っていうかこれ、舞まい佳かだった。

「いや待て、お前何やってんだ!?」

　慌あわてて窓を開けて声をかけると、彼女は渋しぶい表情でうめく。

「せんぱいぃー、私も喉のどが渇かわきましたよぉー」

「いつから走ってんだよ！　やる、やるから！」

「どうもー」

　飲みかけのコップを押しつけると、舞佳は一ひと息いきで飲み干した。

「あ、これ……間接キス、ですよね」

「そんな甘あま酸ずっぱい状況か、これが」

　今更それぐらいで動どう揺ようする仲でもない。

「そんなことより、こんな所で何やってるんだよ。やっぱり一緒に来たかったのか？」

「いえいえ、私も来るつもりはなかったんです。ですが、その」

　猛もう烈れつな勢いで走りながら息も乱さす、ジェット女は困った様子で言う。

「昼過ぎにバイトに向かってたら、急に先生が来いと…………」

「あなたの仕し業わざですか！」

　振り向いて言うと、教授はこちらを向いて頰ほおをかいた。

「のけ者にするのも何だろう？　僕は出雲いずも君が呼んでくれると思ったんだよ」

「俺の手近な伝でん鬼きに、こいつは含ふくんでないです」

　俺の認識としては、舞佳はどちらかと言えば人間側だ。

　いやまあ、こうやって走って追いかけてきたジェット女を人間扱あつかいするのも無理があるとは思うけど。

「だいたいどうやって連絡したんですか、運転中に」

「びっくりしましたよー、通りがかりの犬がいきなり先生の声で話しかけてきたんですから」

　何それ超こええ。

「余りにも不気味でした。もしもポメラニアンでなくパグだったら、私はこの足を振り抜いていたかもしれません」

「いや、パグはパグでかわいいけどな」

　真顔で言う舞まい佳かもちょっと怖こわかった。

「あの、それで私はいつまで走ってればいいんですかね？　流石さすがにそろそろ疲つかれてきたんですけど」

「そうだな、こんなの人に見られたら大おお騒さわぎだ。早く乗って……えーと、どこから乗る？」

「ドアを開けてくださいよ」

「高速でドアなんて開けられるか！　窓から入れ、窓から」

「仕方ないですねー」

　全開にした窓から手招きすると、舞佳はぐっと窓まど枠わくを摑つかんだ。

「よい……しょっ、わっ」

「っと、危ないな、大丈夫か？」

　舞佳の腕を取って、無理矢理車内に引っ張り込む。

　ぼてっと膝ひざの上に落下した舞佳は照れたように笑った。

「えへへ、おじゃまします」

「ごゆっくりどーぞ」

　そのまま俺にもたれかかった舞佳の体は妙みように熱く、気味が悪いぐらいに力が抜けていた。

「……もしかして、かなり疲れてないか」

「相当走ってきましたからねー。こんなに頑がん張ばったのはお母さんを追いかけた時以来ですよ」

　にぶってますね、と漏もらして、ぐったりと俺にしなだれかかる舞佳。

「ほれ、お茶じゃ」

「ありがとーございますー」

「膝の上でくつろぐな」

　ずるずるとお茶をすする舞佳。こぼすなよ、熱いから。

「バイトはどうしたんだ、別の誰かに頼んでくれたのか？」

「いえ、店長にやらせました」

「……………………」

　ごめん店長、本当にごめん。

　でも、ちょっとだけざまあみろ。たまには働け。

「さて、これで総勢五人か。なかなか大人数になってきたね」

「もしかしたらもう一人現地に居いるかもしれないんですけど……って教授、なんでこっち見てるんですか！　前、前を見てください！」

「だってジェット女に追いつかれた以上は、目を逸そらしちゃ駄だ目めなんだろう？」

「追い抜かれたら目を離せなくなる、です！　律儀にやらなくて良いですから、前！」

「お父様、そろそろカーブに入ります」

「右かい、左かい？」

「それはもういいですってば！」

　教授に無理矢理前を向かせる。全く、怖こわいことこの上ない。

「そんなに心配しなくても、後ろを見たままでも前ぐらいは見えるでしょう。そういう存在ですよ、この先生」

「そうだとしても怖いもんは怖い」

「……そーですか」

　なんだそのあきれたような顔。怖いだろ、普通。

「そこが出雲いずもの良いところじゃろう。怪かい奇きに馴な染じみきった出雲などつまらぬ。恐らく皆もがっかりする筈はずじゃ」

「それはまあ、そうなんですけど。もう仕方ないですかね」

「……何が？」

　何かとても大事なことを諦あきらめられてしまったような、そんな気がした。







　数時間走り続けて車は一般道に入った。

　本当に疲つかれていたのか、舞まい佳かは半分眠ったような状態で俺にもたれかかっている。

「んー……先輩……」

「なんだー」

　むにゃむにゃと寝言のように言う舞佳に返事を返す。

「……先輩、凄すごい馬ば鹿か……」

「お前、寝言まで酷ひどいな」

　起こすぞ、この野郎。

　舞佳の頰ほおを抓つねる寸前までいった俺に対し、サキはのんびりと言う。

「気持ちはわかるのう。程良い揺ゆれがあって、眠るのに良さそうじゃ」

「……そうでしょうか？」

　助手席で美み雪ゆきさんが溜ため息いきを吐ついた。

「私、お父様の運転で眠ろうだなんて考えたことがありません」

「……不ふ憫びんですね、美み雪ゆきさん」

　一般道を進んでしばし、目的地とおぼしき山の名前が目に入った。

「赤あか城ぎ山さん……ここが目的地ですか」

「ああ。徳とく川がわ埋まい蔵ぞう金きんと言えばここだね」

　過去に何度も大規模な発はつ掘くつが行われ、一度も成果を得られなかったのがこの山だ。しかしわざわざ連れてくるということは、何か手がかりがあったのかもしれない。

「ここに埋められたんですか、その埋蔵金が」

「いいや。おそらく、ここにはないと思うんだ」

「…………どうして連れてきたんですか」

　がっかりだった。

「僕の調べた限りでは、少なくともここにはない。その可能性が高いと思われる、程度の話だ。過去の研究者が頑がん張ばっていたからあちこち発掘もされているし。――だが、だからこそだ」

　前方から視線を逸そらさず、教授は続ける。

「ここにある筈はずなのだという意見が多くの人に届いている。多くの人が信じている。ならばこそ、何もなくとも何かがあるはずだ。僕たちはそう信じる。だろう？」

　禅ぜん問もん答どうのようだったが、教授の言いたいことは理解できた。

「……可能性の大小じゃなく、認知度の大小でここを選んだんですか。事実としてそこにある物ではなく、人に望まれてそこにある物を探す為に」

「そういうことだ」

　生徒の正解を喜ぶ教師そのままの表情で微笑ほほえみ、教授は頷うなずいた。

「ついでに知り合いもいるから金もかからない。温泉もある。いいこと尽ずくめさ」

「……そっちメインじゃないですよね？」

「ははは」

　教授は笑ったまま、答えてはくれなかった。

「おーんせーん」

　夢うつつで聞いているのか、舞まい佳かが声を上げる。

「楽しみじゃな。外から見ていたことはあるんじゃが、自分で入るのは初めてじゃ」

「サキって意外とそういうの多いな」

「鏡の伝でん鬼きじゃからのう」

　鏡から見ているというのはずっとテレビを見ているようなものだ。知識はあっても実体験は少ない。サキはどこでも見ていられるが、どこにでも出てこられる訳ではない。便利なようで不便だ。

「水風呂はあるんでしょうか」

「美雪さん、やっぱりお湯は駄目なんですか？」

「無理をすれば、という程度でしょうか」

　無理矢理風呂に入れられた雪女が溶けて消えたという話もあった。こちらもやっぱり不便な部分があるようだった。

　一般道を走ってしばし、車は山道に入った。

　結構な勾こう配ばいと急なカーブ。まさに峠とうげ道どうといった雰ふん囲い気きで、教授の運転で大丈夫か、どうにも不安になってくる。その上周囲には霧きりまで立ち込めはじめた。山の下と上で気温に差があるんだろうか。

　恐る恐る尋たずねてみる。

「霧が出てきましたけど、道わかります？」

「大丈夫だよ。何度か来たことがあるんだ」

　教授はどこか楽しげに言う。

　いや、楽しげなんてものじゃない。口角を上げて、随ずい分ぶんと興が乗った様子で言う。

「それに、霧については心配ないさ」

「……ど、どうしてです？」

　にやり、と笑って、教授はぐっとアクセルを踏み込んだ。

「周りに水気が多いと、調子が出てくるんだよ！」

「ちょ、教授ー!?」

　いきなりなんだ!?

　パワーのないバンだけあって、アクセルを踏み込んだからといってそれほど加速する訳ではなかった。しかし速度は徐じよ々じよに上がっていく。

「お父様の名前の由来は沼に住まう者ですから、霧や雨の日は妙みように元気で……」

「そういうの要らないですから！　普通に走ってください！」

「折せつ角かくの峠道だっていうのに、スピードを出さなくてどうするんだい」

「逆！　逆です！　峠道だからスピードを落とすんです！」

　ついに山道を走るには危険なぐらいのスピードになった。それも曲がりくねった道だ、危ないことこの上ない。

「まるで派手なアトラクションのようじゃな。……む、そうじゃ出雲いずも。妾わらわは一度で良いから遊園地に行ってみたいと思っておったんじゃ」

「それ、大事な話だから後でもう一度言ってくれ！　絶対な！」

　サキも美雪みゆきさんも頼りにならない、なんとか止めなくては。

「なんか揺ゆれてますけどー、大丈夫ですかー？」

「起きたんなら助けてくれ！　教授がなんか――」

「なんか、なんです？」

　目をこすって言う舞まい佳かに、運転席の教授を指す。

「ははははは、僕は神になるぞー」

「なんか、なんか楽しそうなんだよ！」

「それは、凄すごくまずい感じですね」

　むくりと起きあがった舞佳まいか。二人がかりで教授を止めようと手を伸ばす。

「教授、とにかく速度、速度落として…………あぶないっ！」

　駄だ目めだった。

　間に合わなかった。

　突然車の前方に白い人影が飛び出してきたのだ。

「止まれ──」

　急ブレーキ。しかし間に合わない──と思ったが衝しよう撃げきはなく、何な故ぜか人影をすり抜けるようにしてバンは止まった。

「今の、ぶつかったんじゃないですか!?　見て来ます！」

　急いで車を飛び出す。すぐに後ろを確認するが、人影はない。

　ならぶつかった痕こん跡せきはないかと前方を確認する。その跡もない。

　しかし見つけたものはあった。

「…………崖がけ？」

　霧きりに隠かくれた急カーブ、切り立った崖に設置されたガードレールとガードレールの隙すき間まに突っ込む直前で、俺達のバンは止まっていたのだ。

　ほんの数秒でもブレーキが遅ければ、目的地を前にして全員で宙を舞っていたところだ。

「これはまた、随ずい分ぶんとぎりぎりでしたねー。先輩、下へ手たしたら死んでたんじゃないですか」

　俺だけかよ。いや、俺だけだろうけど。

「いやあ、レンタカーをお釈迦しやかにするところだったよ」

「笑ってる場合じゃないですって。もしあの人影でブレーキを……ブレーキを踏まなかったら……あれ？」

　何となく、何となく嫌いやな予感を覚えて黙だまる。

　隣となりに立つ舞佳の様子をうかがうと、彼女はとても綺き麗れいな笑みを浮かべていた。

「というわけで、ご一緒にどうぞ」

「……そうか、今の、そうか」

　急いで振り向き、女の立っていた辺りを見る。そこには予想通り薄うすく透き通った白い女が一人。

　彼女は酷ひどく冷たい瞳で俺を見つめ、ぽつりと言った。




「死ねばよかったのに」




「ヨカー!!」

「っ!?」

　大急ぎで彼女に駆かけ寄る。想定外の反応に面食らうヨカに、俺は必死に問いかけた。

「今の、今のやばかったんだよな？　ヨカの悪いた戯ずらとかそういうんじゃなくて、伝でん鬼きが原因とかそういうのはなくて、単に危なかったのをお前が助けてくれたんだよな？」

「…………」

　少し困惑した様子だったが、ヨカはこくりと頷うなずいた。

「飛べばよかったのに」

「だよな、飛ぶところだったよな！　ありがとうヨカ！」

　ぐっと手を握にぎって言うと、感謝されるのは珍めずらしいのか、ヨカは白い頰ほおを微び妙みように赤らめて俺から視線を逸そらした。

「…………死んでもよかったのに」

「お前滅茶苦茶良い奴やつだな！」

　助かった。ヨカのおかげで助かった。っていうかヨカがいなかったら終わってた。

「ほら教授、危なかったでしょう!?　怪かい奇き現象が原因なら我が慢まんしますけど、関係ない事故を起こしてどうするんですか！　嫌いやですよそんなの！」

「いやー、そうだね。気をつけるよ」

　ああもう、本当に大丈夫なのか。

　肩を落としながら、車に戻ろうと視線をバンに戻して──




「…………」

「あ、どもー」




　バンの屋根の上に、どこか見覚えのある女と、黒いライダースーツを着た誰かが正座しているのを見た。

　一人は首なしライダー。もう一人は、恐らくは屋根の女。

　なぜ恐らくかというと彼女の首から上がなかったからだ。

　屋根の女の頭と思われる部分は首なしライダーの手の上にあった。どもー、と軽い声を上げたのはその頭だ。

　そんな不気味な状態でなんか仲良さげに二人して手を振ってた。

「…………嫌だ」

「……出雲いずも？」

　俺は思わずサキの手をつかんでいた。

「もう……もう嫌だ！　帰る、帰るぞ！　こんな化け物だらけの旅なんてしてられるか！　俺はサキと一緒に家に帰る！」

「こっからどうやって帰る気なんですか、先輩」

「そもそも妾わらわも化け物なんじゃが……」

「帰る、帰るぞー！」

　必死にサキの手を引くのだが、その細ほそ腕うでにはにつかわしくないぐらいの力で逆に引き寄せられる。

「ほれ、大丈夫じゃ。もう少し我が慢まんせい」

「そう遠くはないでしょうから、頑がん張ばりましょう？」

　いーやーだー、はーなーせー。

　ずりずりと引きずられ、俺は化け物バンに飲み込まれた。

　俺の声を気にとめる様子もなく、車はゆっくりと走り出したのだった。
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「さ、到着だ。どうだい、無事に着いただろう？」

「無事っていうのは何事も無かった時に使う言葉です！」

　道中事件しかなかった。断固として無事とは認めない。

　俺は荷物を下ろしながら、命があることに感謝した。神に感謝してもそこの教授も含ふくんでしまうので、主にサキあたりに。

　ふらふらと車を降り、俺は『清し水みず旅館』と立派な看板がかかった建物を見つめる。

　程良く歴史を感じさせて、しかし程良く小こ綺ぎ麗れいな、人に安心感と高級感を与えるたたずまいだ。これはどうも、色々と高そうなんだけど。

「先輩、やたらと高級旅館っぽい雰ふん囲い気きなんですけど、大丈夫ですか？」

　お金持って来てませんよ、と情なさけない台詞せりふを吐はく舞まい佳か。

　だが俺の方も似たような状じよう況きようだ。むしろもっと危ない。貧びん乏ぼうな俺は間違いなく彼女よりもお金を持っていない。

「教授、ここ凄すごく高そうな所ですけど、本当に合ってますか？　平気ですか？」

「大丈夫だよ。知り合いだと言っただろう、多少の無茶はきくんだ」

　相手に迷惑をかけるんだとしたら、それは大丈夫の範はん疇ちゆうじゃないと思うけど──そこまで心配するものじゃないか。

「それから聞いておきますけど、ここって妖よう怪かい旅館だったりしないですよね？」

　一番大事な部分だ。寝て起きたら霞かすみのように消えていたとか、遠慮願いたい。

「大丈夫だよ、心配ない。経営者はちゃんとした人間だ」

「……ならまあ、良いですけど」

　教授は隠し事をするし、誤ご魔ま化かしもするが、噓うそは吐つかないと思う。

「さて、中で待とうか」

　車を駐車場に運ぶ教授を見送り、自分と美み雪ゆきさんの荷物を担かつぐ。

　サキの荷物は鏡の中だから……えーと。

「……なあ舞佳、お前、荷物は？」

「走る時に邪じや魔まなんで、持ってきてません」

　男前過ぎるだろうこいつ。どうする気なんだ。

　ともあれ入り口の戸を引き、中に足を踏み入れた。靴くつを脱いで入るタイプの、少し懐なつかしい構造だ。

「どうしようか、勝手に入っちゃまずいだろうし……」

「いらっしゃーい」

　とてとてと軽い足音と共に、旅館の雰囲気に似つかわしくない、元気な声が聞こえた。

　奥から姿を見せたのは小さな女の子だった。

　ふわふわと羊のような栗くり色いろの髪かみを揺ゆらして、少女は不思議そうに俺達を見つめる。

　旅館の娘さんなのだろうか、体に合ったサイズの着物をしっかり着込んでいる。最近コトリや美み雪ゆきさんで着物も見慣れているが、暗い色のコトリとも、白い美雪さんとも違う、明るい花のような色合いだ。

「えーと……」

　誰か大人を呼んでもらえるかな……と言おうとしたところで、女の子がぱっと顔をほころばせた。

「ああ、犬いぬ飼かいさんのところの子だね。待ってたよ、よく来たね！」

　よくわかったな。っていうかこの子は誰だろう。お手伝いしてる子か誰かか。

「あれ、そんなに若く見える？　見える？　もう、やっだなー。これでも私、ここの女将おかみだよ？」

「うぇっ!?」

　噓うそっ!?

　幾いくら何でも若女将とかそういうレベルじゃないぞ。だってどう見ても子供にしか──いや、まあ歳としの割に背の小さい人って結構居るよな。

「そうそう、それで納なつ得とくしときなさいな」

　にこにこと機き嫌げん良く言う少女。じゃない、女将さん。

　どうしよう、教授はすぐに来るだろうから、来てから話を……。

「犬飼さんもすぐに来るんだね、じゃあお部屋の準備だけしてくるから、君達はちょーっとだけ待っててねー」

「あ、はい」

　小さな体でぽんぽんと跳はねるようにして、女将さんは廊下の奥へ駆かけていった。

　失礼をしたのに気にした様子もないし、良い人っぽいな。

　だけど──妙みような違和感があった。

　隣の美雪さんにちょっと確認してみる。

「あの、俺……しゃべってましたか？」

「いいえ、ほとんど……」

　美雪さんも首を傾かしげている。

　うん、そうだよな。俺、ほとんど何もしゃべってないよな。

「先輩は、はい、とうぇっ、しか言ってませんでしたよ」

「うぇっ、は別にいいから」

　お前だって驚おどろいてたくせに偉えらそうな。

　俺も見かけ通りの年ねん齢れいではない知り合いが多いし、それなりに慣れているつもりだった。しかしそれにしたって違和感があるぐらいに見た目と年齢がズレていたのだ。

　まあコトリや枕まくら返がえしみたいなものだと思って納なつ得とくするか。

「いや、でも……」

　女将おかみさんはその手の化け物ではなかった、よな？

「お待たせ、予約はちゃんととれていたかい？」

　考え込んでいると、遅れて教授がやって来た。

「ちっちゃい女将さんが部屋の準備をしてくると言ってました」

「へえ、もう会ったのかい。流石さすがだね」

　うんうんと頷うなずく教授。やたらと楽しそうなその表情に、逆に嫌いやな予感がつのる。

「……あの、教授。本当にここ、化け物旅館とかじゃないですよね？　雀すずめのお宿とか、そういう──」

「ははは、うちには化け雀は出ないぞ」

「えっ」

　その声に視線を向けると、和装の男性がこちらに歩み寄るところだった。

「やあ、久しぶりだね」

「ご無ぶ沙さ汰たしてます、先生」

　その男性と軽い様子で挨あい拶さつをする教授。この人がその知り合いか。

「こちら、ここのオーナーの清し水みず君だ。当たり前かな、旅館の名前だしね。それでこっちが、八や坂さか出雲いずも君。僕の教え子だ」

　紹介を受けて、慌あわてて頭を下げる。

「さっきは失礼しました。八坂です」

「ああ──君が、そうか」

　どこか感情のこもった一言だったように思う。

　顔を上げてオーナーを見ると、彼は俺と、その周囲に視線を巡めぐらせていた。

　俺もちらりと周りを確認して気付いた。あ、これ、まずいかもしれない。

　右隣どなりには消えずに普通に立っているサキ。オーナーはどこかでムラサキカガミの話を聞いたことがあったんだろう。

　左隣には美み雪ゆきさん。にこにことオーナーを見つめている。

　すぐ後ろには舞まい佳かが居る。値段に怯おびえているのか、少し俺に隠かくれるような仕草だ。

　うん、なんだこの女の子をはべらせているような状態。どうしよう。

　しかしオーナーは俺を見て微笑ほほえみ、

「うん、なかなか見込みがありそうだ」

　何か納なつ得とくした様子でそう言った。

「だろう？　自じ慢まんの生徒さ」

　いつの間に教授が自慢できるような偉えらい生徒になったんだろうか、俺は。自分の知らないところで勝手に評価を引き上げるのはやめて欲しい。少なくとも知識では教授の足あし下もとにも及ばないんだ。

「……私とは違うな」

　小さく呟つぶやいて、オーナーは大きく手を差し伸べた。和服の袖そでがふわりと広がる。

「では、こちらにどうぞ。離れの方にお部屋をご用意しております」










　教授はオーナーに用があるとかで、俺達だけが離れに通された。

「お、来たね！　丁ちよう度どあれやこれやが終わったところだよ！」

　離れではちっちゃい女将おかみさんが迎えてくれた。

　離れは旅館らしく純和風の、こぢんまりとした建物だった。しかし、確かに自宅の伝でん鬼きが全員来ても問題のなさそうな広さはある。教授がサキ達を呼んでいいと言ったのは噓うそではなかったようだ。

　だが元々高そうな旅館なのにこんな場所を貸し切りにして、費用はどれだけ必要だったんだろうか。もしかして埋まい蔵ぞう金きんが見つからなかったら破産するんじゃないか、教授。

「見た通り、入った所が宴えん会かい場じよう、奥が客室ね。もっと奥にはお風呂もあるよ。男女別だからちゃんと確かめるよーにね」

　確かに宴会場と言っても差し支えない広さの一室だ。普段は宴会に使っていて宿泊用ではないのかもしれない。奥はふすまで区切られているが、部屋が続いているんだろう。

「ふすまを開ければ一部屋に繫つながるから、雑ざ魚こ寝ねなり同どう衾きんなりで使っちゃってもいいよ！」

「しませんから」

　一応これは学校行事のようなものだ。そんなことする筈はずがない。

「そうかな？　女の子の方は乗り気だよ？」

「やめろよ舞まい佳か」

「何で私に振るんですか。やるならサキさんでしょう」

「いや、サキは別だし」

　サキは来ても良い。むしろ積極的に来て欲しい。

「む、妾わらわがなんじゃ？」

　日常的に同衾している自覚がないのか、サキの方はむしろ不思議そうにしていた。サキはそのままで居て欲しいと思う。

「んー、青春だねえ」

　ほがらかに笑うと、女将さんは宴会場のテーブルにお茶と和菓子を並べた。

「犬いぬ飼かいさんは……旦だん那なの所か。あの二人、話し始めると長いからねえ。ついでに食べて飲んでって考えると、こっちに帰ってくるかどーか」

　苦笑して、女将さんはぽんぽんと膝ひざを払って立ち上がった。見かけの幼さの割に動作が堂に入っている。伊だ達てに女将おかみを名乗っているわけではないらしい。

「夕食は子供達だけ先に出しちゃおうか。うん、そうだね、それが良いよね」

　なにやら一人で納なつ得とくし、続ける。

「それじゃあ確認しておくけど、君達、合わせて五人だけなんだよね？」

「そうですけど……どうしてです？」

　俺とサキ、美み雪ゆきさんに舞まい佳か、それから教授。それほど多くもないし、見間違える訳もないだろう。

「まあ普通に考えたらそうかなーと思うんだけど。でもさー、後から合流するとか、先に来てるとか、色々あって私に伝えてくれてない、なんてことがあるんじゃないかなーって思ってね」

「いえ、そんなことは…………あっ」

　言われて考えて、ふと思い出した。

　なんか居いた。あっちで待ってるとか訳のわからないことを言ってる奴やつが一人居た。

「あの、奥を見てきても良いですかね？」

「あいあい、行ってらっしゃいな」

　座敷に上がって奥の部屋へと向かう。一面のふすまはどこからでも入れるようになっているようだ。

「コトリー、いるのかー？」

　ふすまを開けるのがちょっと怖こわいので、声をかけてみた。

　すると部屋の中からゴトリと何かが動くような音が聞こえてきた。

　うわあ、居るよこれ。

「……行かなきゃ駄だ目めかー？」

　やだなあ、と感情を込めて言ってみると、両足がしびれるように固まった。金かな縛しばりのようなこの感覚。ああ、駄目か、駄目ですか。

「わかったよ、ったく…………コトリー？」

　呼びながら、そっとふすまを開ける。とりあえず何も起きない。

　恐る恐る部屋をのぞき込むと、畳たたみ張ばりの広い和室、その床の間に日本人形のような少女が座っていた。

「普通に居るのかよ」

　若干拍ひよう子し抜ぬけだった。まあ普段から親しくしているのにいちいち驚かせる必要もないか。

「お前も泊まるんなら、ちゃんと女将さんに挨あい拶さつしとけよ。見えないようなら先に俺から伝えておいても──」

　俺は部屋の中程で足を止めた。

　違うぞ。あれ、コトリじゃない。

　日本人形っぽいのが座ってると思ったら、あれは本当に人形だ。

　とすると、コトリは何ど処こに。

「…………いずも」

　全身を包む冷気。

　聞き慣れた声と共に、ぎゅっと服の裾すそが握にぎられた。

「…………いずもも、いっしょに」

　必死に振り返ろうとするが、体がきしんでうまく動かない。

「…………いっしょに、にんぎょうに」

　首だけ動かして、ぎりぎり背後へ視線を向ける。

　そこに居たのは予想通り、見慣れたコトリ。だがその表情は、見覚えのある血ち塗ぬられた顔。

「…………なかみは」

　にやあ、と血ち塗まみれの口で笑って、コトリはささやいた。

「…………なかみは、おいていって……ね？」

「い、いや、いや…………」

　知らぬ間に足が震えていた。後ずさろうとするが、バランスを崩くずして膝ひざをついてしまった。だいたい下がったところで、そっちにあるのはあの人形だ。嫌いやな予感しかしない。

「コトリ、や、やめ……」

　ゆっくりと伸ばされたコトリの手が、俺の首元に触れる。べちゃりと粘ねん着ちやく質しつの感かん触しよく。

　そのままコトリの手が首をなぞるように──。

　ぽふ、と軽い音が響ひびいた。

「まったく、そのぐらいにしておかんか」

　いつの間に来ていたのか、コトリの後ろに立ったサキが、小さな頭に手を乗せていた。

「ちょっと目を離したすきに、何をしておるか」

「…………すきんしっぷ？」

「もう少し血ち生なま臭ぐささを抜いてからにせい」

　呆あきれたように言って、サキは俺の手を取る。

「怪け我がはないようじゃな。少々やりすぎじゃったが、これもコトリなりの愛情表現じゃ、許してやってくれぬか」

「あ、う、っと……サキ？」

「うむ」

　あ、ちゃんと声が出る。しっかり体も動く。

　両手で顔を覆おおい、ゆっくりと息を吸う。懐なつかしい畳たたみの香りを胸一杯に吸い込んではき出す。何度か繰り返して心を落ち着かせる。

　そして、コトリを見る。

「…………いずも、おそい」

　じっとこちらを見つめ返すコトリの顔はもう元に戻っていた。強しいて言えば若干不満げに見えるか。

「コトリ、待ってたのか？　いつからここにいたんだ？」

「…………あさから」

「そりゃ待ちぼうけだな」

　もう夕方だ。出待ちの時間としてはかつてのベド子以上に長い。確かに退たい屈くつもするだろう。

「うん、わかった。でも許さん」

　それはそれ、これはこれだ。

　ぐっとかがみ込んで、小さなコトリを抱かかえるようにして抱き上げてやる。

「…………い、いずも？」

「スキンシップが目的なんだろ。おとなしくしてなさい」

　珍めずらしく慌あわてるコトリを無視してそのまま運んでいく。

　分厚い和服の生地越しにコトリの温かみを感じる。年季の入った人形のような良い香り。こうやってコトリと間近で触れ合うのは珍しい。

「このまま皆の前に持って行って登場させてやる」

「…………っ、いずも、きちく」

「どっちがだ」

　お前みたいに中身を置いて行けとは言ってないぞ。充じゆう分ぶんに優しいだろ。










「また女の子が増えたねー。やー、どこから入り込んでたんだろう？」

「すいません、こんなのばっかりで」

　マイナーなコトリの話をどう伝えようかと考えた俺の内心をよそに、女将おかみさんは極ごく々ごく普通にコトリが見えていた。どこで聞いたのか、コトリバコのことを知っているらしい。

「んじゃ、そのうち夕食を持ってくるから、適当に過ごしてていいよん。本館には離れより広い温泉もあるし、好きな方に入りなー」

　とんとんと足を鳴らし、ふわふわの髪かみを揺ゆらして言う女将さん。この旅館のことが大好きなんだろう、その笑顔は自信に満ちていた。

「ありがとうございます」

「ん！　うちの赤字分、しっかり楽しむようにね！」

　あ、やっぱ赤字なんだ。

　最後に辛つらい事実を放り投げて、女将さんは行ってしまった。

　もしも埋まい蔵ぞう金きんが出てこなかったらどうしよう、ちゃんと払えるだろうか。

「参ったな、責任重大だ。ほい、パス」

「わっ、とと 」

　抱いたままだったコトリをぽいっと放り投げる。ジェット女はあっさりと受け止めた。

　さて、どうしたものかとテーブルに座り、お茶ちや菓が子しを開ける。

　何だろうこれ、抹まつ茶ちやのまんじゅうかな。

「できることをするしかありませんわ。伝でん鬼きに頼らなくとも、研究室の予算からいくらかは工面できると思いますし」

「研究室の財政も相当厳きびしいんじゃないですか？」

「正規のメンバーが居いないことを考えれば、今でも優ゆう遇ぐうして頂いただいているぐらいです」

「世の中世せ知ち辛がらいんじゃのう」

　サキと美み雪ゆきさんも適当に腰を下ろし、湯飲みに口をつけている。

　少し落ち着いたら温泉にでも浸つかろうかな。それは食後で良いかな？

「……あの、すいません。ちょっと質問なんですけども」

「んー、どうしたー？」

　抱いたままのコトリをもふもふと撫なでながら、舞まい佳かが言った。

「これって一応は学校の行事ですよね？　引率の先生が居ないのに、ご飯の時間とか勝手に決めちゃって大丈夫ですか？」

「……あー」

　真ま面じ目めな疑問だった。

　質問自体は正しいものなんだが、だからこそ正直に答えるのが申し訳ない。

「いや、その……むしろあの人、明日まで帰ってこないと思う」

「[image: ゛え]っ？」

「ああやってお父様が居なくなった以上、明日中に戻って来たら早い方ですわね」

「本気ですかっ!?」

　美雪さんまでそう言う以上、冗じよう談だんじゃないのはわかるんだろう。ぶんぶんと頭を振る舞佳に合わせてポニーテールが左右に揺れる。

「何なんですかその滅茶苦茶な課外授業!?　生徒の自主性に任せるって言える範はん疇ちゆうにないですよっ！」

「その通りだけど、これって本来は俺達じゃなくて大学生が行くもんだし。大体はいつもこんな感じだよ」

　そもそも教授は本当に忙いそがしい人なのだ。俺や美雪さんを連れてフィールドワークに出るといっても、どうしても別の用事が付帯でついてくる。となればその間は自主的に学ぶしかない。

「いつもって……じゃあこれまでにも犬いぬ飼かいさんと二人の夜があったんですか？」

「そういう言い方は……」

　下世話な要素を含ふくんだ舞まい佳かの言葉に、美み雪ゆきさんが戸惑った様子を見せる。

　しかし俺の方は大いに胸を張った。

「自じ慢まんじゃないけど、俺はもう美雪さんが真横で寝ていても熟じゆく睡すいできるぞ」

「割と本気で自慢になりませんね。超情なさけないです」

　うるさい、特技としては凄すごいんだからな。同年代で同じことができる男が一体何人居いると思ってるんだ。美雪さんの静かな寝息が響ひびき、顔を向ければ綺き麗れいな寝顔が見える状じよう況きようで、俺が何回眠れぬ夜を過ごしたと思うか。

「そうじゃな。出雲いずもは妾わらわが隣となりに居てもよく寝ておる。妾もつられて寝てしまうぐらいじゃ」

「ああ、うん……だろ？」

　いやー、そっちは主に寝たふりなんだけど。

　サキと一緒だとまだ落ち着かなくて眠れないし、本当に寝ちゃったら色々と勿もつ体たいない。実はサキには妙みような癖くせがあって、俺が寝たのを確認した後に頰ほおを触ったり、頭を撫なでたりすることがあるのだ。役得である。

「じゃあ私が隣に居ても寝ちゃうんでしょうか？」

　と、舞佳がどこか挑いどむように言った。

「試してみるか？」

「いいでしょう、望むところです」

「望むなよ」

　強気な笑みを浮かべて、舞佳はむにむにとコトリの頰を揉もんだ。嫌いやがられてるぞ。

「犬いぬ飼かいさんが気にならないなら、私は良いんです。皆で布団を並べるのってちょっと楽しそうですよね」

　確かに楽しそうだけど……大丈夫かな。なんかその、旅館の人に変な誤解を受けないかって意味で。

「さて。じゃあ私、ちょっと買い物に行ってきます」

　そう言って、舞佳は話を切った。

　買い物？　こんな所で？

「何を買うんだ？」

「ぱんつです」

　手ぶらで旅に合流した現役女子高生は、あっさりと言い放った。

　こいつ、復ふく縁えんしたマリネ先輩に悪い影えい響きようを受けてる。絶対に受けてる。

　ようやく舞佳から解放されたコトリがよたよたと座布団に座るのを見ながら、俺はもう一度茶をすすった。

　はあ、落ち着く。







　宴えん会かい場じようを兼ねていると言うだけあって夕食は離れまで運ばれてきた。

　ちっちゃい女将おかみさんが頭の上にお膳ぜんの山を乗せて、えいさほいさと運んできたのだ。

「ちょ、それ、大丈夫なんですか!?」

「あったりまえさー。私が何年女将をやってると思ってるのかな」

　そう言われても、ゆらゆら揺ゆれるお膳を見ているとやっぱり不安だ。

「はいお待たせー」

　そんな俺の不安とは裏腹に、ほいほいほいと、大きなお膳を器き用ように置いていく女将さん。本当に年季が入っているらしい。

　見てみると、中々に豪ごう華かな夕食だった。

　丁てい寧ねいに盛りつけられた沢たく山さんの小こ鉢ばち。寿す司しに天ぷら、焼き魚や汁しる物ものなんかのオーソドックスな物は勿もち論ろん、一人用の鍋なべも付いてきた。美う味まそうだけど──ああ、やっぱり高そうだ。

　何というか、期待と不安が満まん載さいになったようなお膳だ。

　そして女将さんが俺の脇わきにやって来た所で、

「あ……はれれ？」

　さっきまで慣れた所作で配膳していた女将さんがふらりとバランスを崩くずした。ふわふわの髪が俺の顔に触れるぐらいに、大きく倒たおれ込む。

　そして積み上げられたお膳も、斜ななめに傾かたむいで俺の方へと流れてきた。

「わったった！  危なっ！」

　反射的に両方を手で支え、崩ほう壊かいを防いだ。危ない、本当にぎりぎりだった。一歩間違えたら今夜の夕食の半分を畳たたみに乗せて食べるところだ。

「あ、ごっめーん。ちょっと料理が寄っちゃったかもしんない」

「いや、そんなのは一向に構わないですけど……」

「出雲いずも、すまぬがしばらく支えていてくれぬか」

「了解」

　俺が支えている間にサキが手て際ぎわよくお膳を渡していく。女将さんほどじゃないが、充じゆう分ぶんに堂に入っている。家事をしているのが似合う伝でん鬼きというのはどうなんだろう。俺は好きだけど。

　しかしさっきの女将さんは危なかった。今は忙いそがしい時期だろうし、無理をしているなら申し訳ない。

「あの、もし体調が悪いなら……」

「違う違う、だーいじょうぶだって。ちょっと力が入らなかっただけで、私は元気元気。でもありがとね、助かったよ」

　俺の機先を制するように言って、ちっこい女将さんはほがらかに笑った。

　言葉は明るかったが少しだけ顔色が悪いようにも見える。相手は仕事だし、変に気き遣づかい過ぎるのも悪い。とにかく負担はかけないようにしよう。

「この後、まだ舟盛りと焼き物もあるよ！　何人来るかわかんなくて多めに用意してあるからね、足りないならじゃんじゃん持って来るよん」

　タダ飯を沢たく山さん食べるのは貧びん乏ぼう学生のたしなみだが、流石さすがに限度はある。そんなに食べられるだろうか。

「……さて、と」

　少しふらつきながら戻っていく女将おかみさんを見送り、宴えん会かい机づくえを囲む皆に視線を向ける。

　サキはテーブルの端はしに据すえられたご飯の入ったおひつをちらちらと見ている。気にしなくても、飯ぐらい各自でよそうって。

　美み雪ゆきさんは目の前で揺ゆれる鍋なべの火を憂ゆう鬱うつそうに見つめていた。温かい料理、あんまり好きじゃないんだっけ。

　コトリは汁しる物ものの器うつわを手に取り、ぐいぐい引っ張って蓋ふたを開けようとしている。それ、ちょっとコツがあるからなー。

「どうしますか、万ばん歳ざい三さん唱しようでもしてから食べますか？」

　そしていち早く箸はしを取った舞まい佳かが、目を輝かせて言った。

「絶対にやりたいって言うなら付き合うけど……普通で良いんじゃないかな、美雪さん」

　美雪さんに水を向ける。

　真ま面じ目めな犬いぬ飼かい委員長は正確に俺の意図を受け取って、ぽんと手を合わせた。

「では皆さん、手を合わせてください」

　頂いただきます、と唱和して、俺と舞佳は先を争うように料理へ手を付けた。

　何だかんだでサキがお茶とご飯の準備をしている。

　美雪さんは少し悩なやんだ後、鍋物の火はそのままにすることに決めたようだった。

「…………ぁっ」

「ぃあ、っつぅー！」

　コトリが蓋を引っ張っていた汁物が吹き飛び、中身が舞佳の全身にぶちまけられたのは、およそ二十秒後のことだった。




　料理の味は文句なしだった。

　海から遠いというのに色いろ鮮あざやかな刺身は、口に含むと甘く溶ける。鰆さわらの西さい京きよう焼やきに箸をつけるとこちらも美う味まい。香ばしい味み噌その味と脂あぶらがのった身。うん、大満足だ。

「やっぱりこういう所の料理は美味いよな」

「ですよねー。何が違うんでしょう」

　湯気を上げ始めた鍋の様子を見ながら舞佳が言った。

　服が濡ぬれてしまったので浴衣ゆかたに着替えている。

「家庭でこの味が出せれば良いんですけど……」

「なかなか難しいのう」

「いや、普段も充分に美う味まいんだけど」

　サキの料理に文句があるわけじゃないのだ。単にサキの料理は完かん璧ぺきに家庭料理なので、こういう本格的な味も良いなというだけで。

「…………おすいもの、ない」

「コトリちゃんのお吸い物は私にぶっかけられましたからねっ！」

「ま、まあまあ」

　しょんぼりと言うコトリに、割と本気で怒っている舞まい佳かをなだめる。吸い物ぐらい欲しければあげるから。

　しかし料理もだが、わざわざサキがよそってくれた白飯も違う。釜かまで炊たいたご飯というのはどうして炊すい飯はん器きと違うのだろう。しっかりと嚙かみ応えがあるのに硬い訳ではないこの食感。米そのものにもこだわっているんだろうが、それにしたって食感だけじゃなく味も違う。米自体に旨うまみがある。

「ほーい追加だよー。天ぷら、さっき揚がったところだから絶対美お味いしいよ、もう間違いない！」

「す、凄すごい自信ですね」

　ちっこい女将おかみさんが頭の上にお盆を乗せてやって来た。

　自信満々で言うだけあって確かに美味い。海え老びは嚙むと濃い味が口に広がるし、ほくほくの芋いもも悪くない。何より山菜だ。スーパーで買ったような山菜とは違う、旨みのある苦み。それに上品な浸つけつゆがやたらと合う。

「このつゆが美味しいんですけど……これ、どう出すんでしょう」

「出だ汁しはカツオで醬しよう油ゆは薄口、日本酒にみりん、まではわかるんじゃがな」

「まだ何か入ってるんですよね。何なんでしょう」

　うーんと揃そろって悩み込む舞佳とサキ。

「二人して何の話だ？」

「味の話ですよ。美味しいものを食べると、これってどうやって味付けしてるんだろうって気になりませんか？」

　そんな当たり前みたいな顔で言われても。わからないし、興味もないし。

「いや、全然」

「出雲いずもは食べる側じゃからのう」

「別に全く作れないってわけじゃないんだけど……」

　俺が作るよりサキが作った方が絶対美味しいし──と逃げるのも悪いよな。自分のことなのに人任せは良くない。

「そうだな、俺もちゃんと家事をしないと」

　うん、と決意をする。したのだが。

「せずとも良い。妾わらわに任せておれ」

「……え、そこで拒否るのか？」

　俺の前向きな決意は一刀両断にされた。

「サキさん、たまに先輩を駄だ目め人間にしようとしてるところがありますよね」

「そんなつもりはないんじゃが」

　駄目人間、駄目人間か……。

「言われてみると、もうサキなしじゃ生活がなりたたない気がする」

「妾が出雲いずものそばを離れることはないからのう。それで問題はないじゃろう」

　だからその辺が俺をサキに頼り切りにさせてる原因なんじゃないかと。

「…………ね」

　と、何度か味を確かめていたコトリが言った。

「…………ぜんぜん、わからない」

「そういやお前も食うだけサイドだったな」

「…………いずもと、いっしょ？」

「なんで嫌いやそうなんだよ」

　酷ひどく渋しぶい表情で言われた。地味に辛つらい。

　そうだ。料理で思い出した。最近料理を頑がん張ばってる人が居いたじゃないか。

「そういえば、美み雪ゆきさんは──」

　料理に目覚めたらしい美雪さんに話を振ろうとして、俺は言葉を飲み込んだ。

「……………………」

　美雪さんは今にも泣き出しそうな表情で幾いく度どもつゆの味を確認していたからだ。

「い、犬いぬ飼かいさん？」

「……なんですか、飛ひ田ださん」

「いえ、その……」

　舞まい佳かが声をかけるが、彼女の中にある判定基準で、これは触れてはいけないことだと判断されたらしい。言葉に詰つまっている。

「美雪さんは今練習中なんだよ」

「最近は随ずい分ぶん上達したと思うんですが……」

　しょんぼりと言う。

　確かにそんな話は聞いている。

　具体的に言うと教授の講義についての噂うわさ話ばなしとか。どうも一時期は毎日のように腹痛で中断していたらしいのだが、最近はその頻ひん度どが減ってきたと聞いた。うん、間違いなく上達してはいると思う。

　しかしあの教授の腹を壊こわす料理。一体何を食わせているのかは考えたくない。

　そんな俺の微び妙みような表情を見て、舞まい佳かが言う。

「犬いぬ飼かいさん、良かったら一緒に練習しませんか？」

「飛ひ田ださん？」

「皆で練習しながら色々作るんです。きっと楽しいですよ」

　笑うでも呆あきれるでもなく、極ごく々ごく普通に同級生を誘さそう舞佳。

　美み雪ゆきさんは小さく呟つぶやいた。

「……はい、良かったら」

「じゃあ今度、お料理会を開かい催さいしましょう！」

　うんうん、良い話だ。仲良きことは美しい。

「試食担当は先輩で」

「え？」

　俺？　俺が食うの？

「妾わらわも参加しても良いじゃろうか」

「是ぜ非ひ是非。皆で作りましょう。楽しみですねー、先輩？」

「あ、うん……そうだな」

　こんな空気じゃ断れない。なし崩くずしに決まってしまった。

　試食──試食か。

「……いずも、ないてる？」

「ちょっとシシトウが辛からかったんだよ」

　そういうことにしておいた。










　女将おかみさんに余り負担をかけたくないので、学生らしく自分達で食器を戻しに行った。恐きよう縮しゆくされてしまったが、赤字だとか言ってたし、むしろこちらが謝りたいぐらいだった。

「一週間分ぐらいは食べた気がする……」

「胃袋が膨ふくらんでしまうぞ？」

　倒れ込んだ俺の腹を撫なで、サキが言う。からかって言うならともかく、優しく触られると逆に恥はずかしい。

「先輩、そうゆっくりしている暇ひまはありませんよ」

　そう言ったのは俺と同じぐらい食ったくせに元気な舞佳だ。

「あれ、まだやることあったか？」

「当たり前です。ここを何ど処こだと思ってるんですか。温泉旅館ですよ、温泉旅館」

「……ああ。温泉、まだ入ってないな」

　舞まい佳かは、そうです、と力強く頷うなずいた。

「専用のお風呂まであるというのに、まだ一度も入ってないんですよ！　これは由ゆ々ゆしき事態です！」

「そういうものでしょうか。温かいお湯は余り好きではないんですけど」

「温泉に来た以上は入り倒すのが最低限のルールです。常識ですよ」

　納なつ得とくのいかない様子の美み雪ゆきさんに言い切り、舞佳は大きく胸を張った。

「ちなみにここの効能は、神経痛やリウマチです」

「俺達の誰が得をするんだよ」

「怪け我がにも効きますよ？　確かめますか？」

「……遠えん慮りよしとく」

　とりあえず首を振っておいた。

　まあ、折せつ角かく来たんだ。俺も温泉には入っておきたい。

　着替えや洗面用品を取り出そうと鞄かばんを漁あさりながら──ちょっと確認した。

「離れのお風呂って、男女別って言ってたよな？」

　他意のない純粋な確認だったんだが、帰ってきたのは呆あきれたような言葉だった。

「当たり前じゃないですか。何ですか先輩、一緒に入りたいんですかー？」

「別にそういう訳じゃ……」

「入りたくないんですか？」

「…………お前な」

　強がって否定するのも格好悪いし、かといって肯こう定ていするのもあんまりだ。答えに困る。

「どう答えても地じ雷らいな質問するのやめろよ」

　俺はげんなりと呻うめくぐらいしかできなかった。

　そんな俺に舞佳は悪いた戯ずらっぽく笑い、ひらひらと浴衣ゆかたの裾すそを翻ひるがえして言う。
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「一応言っておきますけど、覗のぞきとかも駄だ目めですよ。ちょっとぐらい大丈夫だろうとか、冗じよう談だんで済むだろうとか、そんなこと考えてたら大間違いですからね。本気で軽けい蔑べつしますよ。女の子はそんなに甘くないんですから」

「やらねーよ！　ってか煽あおるようなことしながら言うな！」

「八や坂さかさん。今晩は皆で過ごすのですし、余りそういうことは……」

「美雪さんまで真顔で言わないでください！」

「…………ふむ」

　ああ、サキまで何か考え込むような顔をしてる。もしかして誤解されたかな。

　何の得もしてないのに損そんばっかりだ。やめてくれよ本当に。

「仕方ないですね、先輩が野や獣じゆうになっちゃう前にさっさと入りましょう。犬いぬ飼かいさん、サキさんとコトリちゃんも、行きますよー」

　楽しげに言うと、舞まい佳かは美み雪ゆきさんの腕を引いた。

「飛ひ田ださん、どうして私まで？」

「走ってきたんで、何も持ってないんですよ。色々と貸してください」

「やはりあなたも伝でん鬼きですわね」

　小さく息を吐はくと、美雪さんはおとなしくついて行った。二人がちょっと仲良くなっているような気もする。

　コトリもその後をゆっくりと追って行った。

「…………いずも」

　と、コトリは足を止めて俺を振り返った。

「…………いずも、くる？」

「行かない」

「…………ざんねん」

　お前が残念なのは、俺が怒られるところが見られないことだろ。さっさと行け。

　風呂に向かう三人を見送り、俺も立ち上がった。面倒を避さけて本館の大だい浴よく場じように行っても良いが、それもそれで負けたみたいで嫌いやだ。隣となりで声ぐらいは聞いてやろう。

「あれ、そういえば……」

　いつの間にか居いないけど、サキはどうしたんだろう？










　幸い浴場は男女の別べつがわかりやすい構造だった。

　あえて間違ってやるほどの勇気もないので、素直に男と書かれた暖の簾れんをくぐる。

　ちらりと女湯側の壁かべを確認したが、隙すき間まとか穴とか、そういうものはなかった。

　勿もち論ろんそんなのがあっても見るつもりはない。見るつもりはないけど、ちょっと残念だった。

　見ないけどね、見ないけど。

　教授が居いれば良かったのだが、居ないので男は俺一人だけだ。話す相手も居ない。適当に服を脱ぎ、浴場へのガラス戸を開けた。

「おお……これは、なかなか」

　離れの浴場は思った以上の広さだった。石造りの洗い場に、檜ひのきの香りが漂ただよう浴よく槽そう。半ば露ろ天てん風呂になった構造で、見上げると美しい星空が視界に入る。空が近いからだろう、普段よりはっきりと星が見える。

　女風呂とは竹の壁で仕切られているが、隙間を通して同じお湯を共用しているようだ。離れに一緒に泊まっているグループを対象にしているのだろう、覗のぞきに対する警けい戒かいのようなものは酷ひどく薄うすい。隙間に目を近づければ、多分ちょっとぐらいは向こうが──。

「見ないぞ。見ないけどさ」

　誰にともなく言い訳をし、何度もお湯をかぶって湯船に浸つかる。女性側はまだ入って来ていないようだ。微かすかに虫の声が響ひびくだけの、静かな夜だ。

　これを一人で独占できるというのはなかなかに幸運だ。

　大きく手足を伸ばして力を抜く。独特な温泉の匂においに包まれて、このまま眠れそうなぐらいに気持ちが良い。眠気に任せてゆっくりと目を閉じた。

「わっ、思ったより広い！　これは当たりですよ！」

「この熱気は、やっぱり好きになれませんわ」

「何で渋しぶい顔をしてるんですか。ほら、そんなのは温泉に浸かっちゃえば忘れますよー」

「っ、ひ、飛ひ田ださん、待っ……きゃっ!?」

　ばしゃんとお湯を叩たたくような音が響き、繫つながっているこちらのお湯もゆらゆらと揺ゆれた。

「もう……何をするんですか、急に」

「なんだー、愚ぐ痴ち愚ぐ痴ち言ってた割に平気なんじゃないですか。どろっと融とけちゃうのかと思いましたよ」

「──っ、余り調子に乗っていると……」

「つ、冷たっ!?　冷たい、冷たいですって！　きゃうっ、どこ触って……ああもう、お湯まで冷めてきたじゃないですか！」

　こちらにも冷たい感かん触しよくが流れてくる。

　なんだかどんどん目が覚めてきた。

「あれ？　コトリちゃん、なんで立ってるんです？」

「…………すわると、おぼれるの」

「ああ、顔までお湯に浸つかっちゃうんですね。ほら、こっちこっち。膝ひざの上に座って」

「こうして見ると姉妹のようですわね」

　何だろうこの気持ち。凄すごくもやもやする。

「……楽しそうだな、あっち」

　壁かべ越ごしに声をかければ良いんだろうけど、邪じや魔まをするみたいで悪いし。

　ちょっとした疎そ外がい感かんから逃のがれるように、俺は再び目を閉じた。

「犬いぬ飼かいさん。定番ですし、ちょっと触りっことかします？」

「遠えん慮りよしておきますわ」

「じゃあサキさん……あれ、居いませんね？　よし、ならコトリちゃんを……」

「…………まいか、いたい」

　何やってるんだろう何やってるんだろう何やってるんだろう。

「いや、聞くな聞くな。聞くと耳が腐くさる」

　それも理性の鎖くさりに腐ふ食しよくが広がりそうなタイプだ。

　気をつけないと、ここで誘ゆう惑わくに負ける訳にはいかないのだ。舞まい佳かの台詞せりふじゃないが、ちょっと悪いた戯ずら心ごころを見せただけで最悪の未来が待っている。

　ああしかし、見れば見えそう。なまじっか覗のぞくすきがあるのが問題なんだ。

　わざとじゃなければ別に良いんじゃないかという気がしてくる。

　例えばそう、ちょっと壁に寄りかかったら覗ける姿勢になっちゃっただけ、みたいな感じで。バレたら怒るかもしれないけど、バレなきゃ平気だし。大丈夫大丈夫。

「──よし、決めた！」

　もう限界だ、とりあえず上がろう。

　大事な人間関係をぶちこわしにする前に茹ゆであがった頭を覚まさないと。

　女湯側に背を向けてふらふらと洗い場に向かう。

　全身の熱と煩ぼん悩のうを覚ます為、シャワーを冷水にして全身にかぶった。

「うわ、さむっ！」

　まだ夏は遠い。露ろ天てんで水なんて浴びたら酷ひどく冷たい。心臓がドクンと跳ねる嫌いやな感覚はあったが、頭の方はいくらかはっきりとしてくれた。

　とりあえず犯罪行為をする気は失せたかな。

「そういえば、サキと初めて会った時も冷たい水をかぶって目を覚ましてたんだっけ」

　何となくそんなことを思い出しながらシャワーノズルを戻し、水をぬぐって洗い場の椅い子すに腰掛ける。ついでに体も洗おうと正面の鏡に向き直り、




「そうじゃったな。あの時もお主ぬしは眠そうにしておった」




　鏡から顔を出したサキに、普通に返事をされた。

「…………は？」

「……？」

　啞あ然ぜんとしている俺が逆によくわからないという表情で、サキが首を傾かしげる。

「なんじゃ出雲いずも、もう忘れたのか。初めてお主の所に──」

　紫むらさき色いろの液体で覆おおわれた鏡面がぬるりと揺ゆれ、サキがずいっと身を乗り出す。

　白く滑なめらかな肌が目に映った。

　さっきまで着ていた白いブラウスを、着てない。

　備え付けの浴衣ゆかたとか、勿もち論ろん着てない。

　っていうか、着てない。

「お前、何───っ！」

　叫さけび声を上げる前に、サキの上半身が際きわどいところまで露あらわになった。悲鳴を抑え込み、全速で体ごと振り返る。
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「ななになにななに、なにをやってるんですかサキさん!?」

「何な故ぜに敬語じゃ」

　苦笑した声と共に、背後でサキが大きく動く気配があった。

「よい、しょと」

　ぱしゃりと水を踏む音が聞こえた。サキがこちらに出てきたんだと思う。

　あ、振り向かなきゃ良かったかな。もしかしたら俺、凄すごく損そんしたのかもしれない。

「……じゃなくて！　だから、サキ、いきなり──」

　照れ隠かくしに怒鳴り声を上げそうになって、その言葉を飲み込んだ。

　急に男風呂に入り込んで来たって言っても、来たのはサキだ。

　サキだぞ、あのサキ。

　悪いた戯ずらだとか、嫌いやがらせだとか、俺を困らせてやろうだとか、そんな意図、絶対ないだろ。

　ついでに、誘ゆう惑わくしてやろうという意図も絶対にないと思う。残念だけど。

　それに騒いで女風呂に聞こえたら困る。こんなところ見られたら、明らかに俺が加害者だ。

「──えっとサキ。ここ、男風呂なんだけど」

　とりあえず声を抑えて、根本的な確認をしてみる。

「わかっておる。だから来たんじゃろう」

　何か変な期待をしそうな自分に死にたくなるから、そういう発言はやめて欲しい。

「じゃあ、目的は？」

「折せつ角かくの旅だというのに、お主ぬしは一人で居おるというのも寂さびしいじゃろう。ジェット女も雪女も乗り気ではなかったようじゃが、妾わらわだけでもと思っての」

「……そっか」

　さっきまで残っていたちょっとした疎そ外がい感かんは、確かに消え去っていた。

　やっぱりサキは優しい。

　優しいけど。それ自体はいつも通りだけど。

　これはいくらなんでも、ちょっと限界を超えてないかな。

「でもサキ、その……恥はずかしくないか？」

「お主、妾を何だと思っておるんじゃ」

　呆あきれたように言うサキ。

「恥ずかしいに決まっておる」

「あ、やっぱり？」

　言葉通り、サキの言葉には少しだけ照れた様子があった。

「しかし他ならぬお主じゃからな。無用な心配はしておらぬ。現にほれ、今もそうして後ろを向いてくれておる。お主がそういう人間だと、ちゃんとわかっているからの」

　それは俺への信頼に満ちた声だった。

　──危なかった。本当に危なかった。

　見なくて損そんなんてしてなかった。むしろ大正解だった。

「は、ははは。当たり前だろ。じろじろ見るような品のないことはしないって」

「うむ、それでこそじゃ」

　ぽんと、サキの手が俺の肩に触れた。普段ならさして動どう揺ようすることでもないのに、強く心臓が跳ねる。彼女には俺の背中が全部見えてるんだろうなと、益やく体たいもないことを考えてしまう。

　直後、サキの台詞せりふに、心臓どころか全身が跳ねた。

「折角じゃ、風呂に浸つかる前に背中を流してやろう」

「゛えっ」

　何を言ってるんだこの人。

　じゃなくて、この伝でん鬼き。

「背中って、駄だ目めだろ、そんなの！」

「どうしてじゃ？」

「どうしてって……ほら、恥はずかしいし」

「……出雲いずも」

　サキが呆あきれたような溜ため息いきを吐ついた。

「それで恥ずかしいのはむしろ妾わらわの方じゃろうが。何を乙女おとめのようなことを言っておる」

「そりゃ、そうなんだけど」

　そうなんだけどほら、なんていうかその、なんだろう。

「妾に家族はおらぬが、お主のことは本当の家族のように思っておる。心から嫌いやだと言うのであればやめるが……」

「……うん、嫌ってことは、ない」

「うむ」

　満足げに言い、サキは両手を俺の肩に乗せた。優しく押されるようにして、そのままぐるりと半回転。もう一度鏡に向き直った。

　鏡に映った自分の肩越しにサキの体が見え隠かくれして、思わず目を伏せる。

「ではゆくぞ」

　何ど処こからか取り出したスポンジを手に、サキが宣言した。

「……お願いします」

　何となく唾つばを飲み込み、頷うなずいて答えた。

「だから、何なに故ゆえに敬語じゃ」

　柔やわらかいスポンジが背中に押しつけられた。ほんのりと温かい感触が左右に動く。

　力加減が摑つかめていないのか、本当に背中を撫なでているような感覚だ。

「もうちょっと力を入れてもいいかも」

「うむ、痛むようなら言うんじゃぞ」

　ぐっと力強くスポンジが押しつけられる。

　サキの握にぎるスポンジは、時に肩けん胛こう骨こつに沿うように動き、肩を撫なでるように擦こすり、優しく腕の下をなぞり、力強く背中を洗い上げた。

　スポンジがずれて細い指が触れるたび、びくりと体が震える。自分で肌に触れるのとは全く違う感かん触しよくだった。

「……ふむ。こんなところじゃろうか」

　一通り磨みがき終わると、サキは満足げに頷うなずいた。

　自分でやる時の十倍は丁てい寧ねいだった。最初こそ恥はずかしかったが、途中からは純粋に快かった。俺の方も大変満足した。

「ではついでじゃ、前の方も」

「やめてくれ！」

　血の気が引いた。

　いや、むしろ血液は一カ所に沢たく山さん集まってるんだけど、集まってるからこそ青ざめた。

「そう焦あせるでない、冗じよう談だんじゃ」

「勘かん弁べんしてくれ……」

　舞まい佳かやマリネ先輩ならともかく、サキは悪意がないから困る。俺が嫌いやがらなければ本当にやりかねない。

「だが、折せつ角かくじゃ。髪も妾わらわが洗ってやろう」

　そう言って、サキはシャワーヘッドを摑つかんだ。

「子供じゃないし、それぐらい自分でやるって」

「そう言うでない。こんな機会はなかなか巡めぐって来ぬ。もう少しだけ世話を焼かせてくれてもよかろう？」

　いやお前、どんだけ俺の世話したいんだよ。

　しかし素直に言われて断るのもどうかと思うし、もう少し甘えておこうか。

「面倒じゃないなら、お願いするけど」

「うむ、任せよ」

　楽しげな声と共にシャワーのお湯が浴びせられた。

　と言っても上から粗あらっぽくかけるような形ではなく、水流の勢いは弱い。サキは自分の手に当てたお湯を流すようにして俺の髪を濡ぬらしているらしい。そのまま必要以上に刺激を与えないよう丁寧に髪全体を湿しめらせていく。

　気を遣われているのは嬉うれしいと思うけど、どうせ洗われるならしっかりやってくれた方が良いかもしれない。

「そんなに丁てい寧ねいにしなくても、もっと適当でいいって」

「む……わかった」

　言外に込めた意図を正確に読み取り、サキは少し水流を弱め、直接俺の髪にお湯を流した。

　そのまま髪を引っ張らないよう、丁寧に丁寧に、指の腹で頭皮を軽く擦こすりながら、髪の油分を流していく。

　そういえば髪に付いた汚れの大半はお湯で落ちるんだっけ。サキもそういうのは知ってるんだな。

「出雲いずも、かゆい所はあるか？」

「まだお湯で流してるだけだし、それはもっと後で良いよ」

　美容院のような台詞せりふだがタイミングが間違っている。実際に美容院に行ったことがあるわけでもないだろうし、サキはその言葉しか知らないのかもしれない。

　ともあれその辺りの美容師顔負けの気遣いを見せながら丁寧に髪を流すと、サキは洗髪剤を手に取り、泡あわを垂らした。

　さっと全体に広げた後、馴な染じませるようにして髪を洗っていく。

　後頭部の中央から指を流し、左右へ。耳まで指を進め、上下に振って、また中央へ。

　上下にずらしながら丁寧に丁寧に、サキの細い指が俺の頭皮を擦っていく。

　髪でシャンプーをさらに泡立てていくような、そんな手つき。

「あー……気持ち良い」

「もう少し力を入れた方が良いかの？」

「んー、頼むー」

「ふふふ」

　少しだけ楽しそうに笑って、サキはぐいぐいと指圧するように頭皮を押しながら髪全体にシャンプーを通していった。

　ぎゅっと力が入ると、サキと体が触れ合うこともある。しかしそれも気にならない。

「では改めて、かゆい所はあるかの？」

「ないない」

　これだけ丁寧にやられて、かゆい所なんてあるものか。

　楽しそうに俺の髪をいじるサキ。俺も何とも心地が良い。

　一通り指を巡めぐらせるとサキはシャワーで泡を流していった。

　次にリンスを取ると、俺の髪を軽く揉もむようにしてリンスを広げた。

　全ての髪に触れるようにゆっくりと指を動かすと、さっと流す。

　シャワーヘッドを頭に寄せて、流し残しがないようもう一度全体に指が這はった。

「こんなもんじゃな」

「極楽だー」

　最初の恥はずかしさは何ど処こへやら。本当に気持ち良い時間に、すっかり緊張もほぐれていた。

　よし。こうなったら俺もサキの背中を流してやろう。

「なあサキ、俺も……」

「せんぱーい、まだ入ってますかー？」

　竹の敷しき居いの向こうから舞まい佳かの声。二人してびくっと身を震わせた。

「ど、どうしたー？　石せつ鹼けんでも投げるかー？」

「違いますよ。サキさんが来ないんですけど、知りませんか？」

　ちら、とサキの顔を見上げる。彼女は少し思案顔だったが、数拍置いて首を振った。

「……俺が知ってたら大変だろ。呼んだらその辺の鏡から出てくるんじゃないか？」

　言って、眼前の鏡を指す。サキは軽く頷うなずくと、俺の前に出て鏡に手をかけた。

「──っ！」

　白い背中が目に入って、すぐに視線を逸そらした。

　でも、ちょっとだけ見たかも。

　いや、よくわからなかったと思う。多分。

　とにかく、思い出すのは後にしよう。

「では、すまぬの」

「ありがとうな」

　鏡に潜もぐるサキを見送ると、ほんの少しの寂さびしさが戻ってきた。

　それに、折角なら一緒に湯船にも浸つかりたかったな、なんて。

　ちょっとだけ贅ぜい沢たくなことを考えた。










　浴場を出ると既すでに布団が敷しかれていた。流石さすがは高級旅館、そつがない。

　しかし普通に考えれば男女別に用意するだろうに、部屋はふすまが開かれ、全体に布団が並べられていた。

　舞佳が俺の隣となりで寝るとか宣言してたし、この方が都合は良い。良いんだけど、妙みような違和感がある。都合が良すぎるというか。察しが良すぎるというか。

「……ま、いっか」

　困るどころか助かるぐらいなのだ。気にしない気にしない。

　テーブルは隅すみに片付けられている。俺は出口に近い布団の一つを自分専用と決めて、そこにむにっと腰を下ろした。

「……むにっ？」

　布団にしてはおかしな感触だったような。

　敷しき布団を触ってみると、やっぱり変だった。やたらとでこぼこしているし、所々が妙みように柔やわらかいし、場所によって怖こわいぐらい堅い。

　これはもしや、布団の下に何かあるのではなかろうか。

　──うん、凄すごく嫌いやな予感がする。

　サキのお陰でゆっくりできたのに、ここで伝でん鬼きに襲おそわれるとかそういうのは遠えん慮りよしたい。

「……ここは、先制攻撃か？」

　効かないのはわかっているが、ぐっと拳こぶしを握にぎって言ってみる。すると。

「やーめーてー」

　なんだかぐったりとした声が聞こえた。

　ついでに布団の下で、何かがうねうねと動き出す。

「うわ、何だこれ、何が入って……うわったあああああ!?」

　直後、敷き布団を突つき破り、俺の眼前に鋭い切っ先が突きつけられた。

　ちょっ、なんだこれ!?　血が、血がついてるぞ！

「あぶなっ……ってか怖っ！　だ、誰の仕し業わざだよ！」

　すぐに立ち上がろうとしたのだが、真下で動かれては上う手まくいかない。やばい、何が居るんだ。すぐ逃げないと危な──。

「あー、ごめんごめん、間違えた」

　にょきっと布団の横から茶色の頭が伸び出した。

　少しウェーブがかった髪に、どこか悪いた戯ずらっぽく、でもからかい甲が斐いのありそうな瞳。なんだか妙に見慣れた顔だった。

「いーずーもーくーん。きーたーよー」

「……ベド子、留守番だったろ」

　何で来てんの、こいつ。

「なんでそんな呆あきれた顔なの!?　あたし頑がん張ばったんだよ！　ベッドの下の斧おの女おんなっていう矜きよう持じを曲げに曲げて、敷き布団の下の斧女に成り下がってまでここに来たんだよ！」

「そこまでしたら、もうベド子じゃないだろ」

「うう、もっと歓迎してくれても……」

　せめて刃物を突き出さなきゃもう少し褒ほめていたところなんだけど。そう考えてよく見てみると、布団を突き破ったのはベド子の斧の先せん端たんだった。

「ってか無理すれば何とかなるって問題か？　不可能なんじゃなかったのか？」

「不可能って訳じゃないよー。よく似た要素があれば、ゴリ押しで頑張れないことはないし。ただその……すんごい疲つかれるから、もう動きたくない」

　言葉通り疲れ切った様子で、ベド子はぐったりと言った。

　学校のトイレに出る怪かい人じん赤あかマントのマコがわざわざ自宅のトイレに出てきたこともあったっけ。やってできないこともないのかな。

「結構頑がん張ばったんだな、ご苦労さん」

「ありがとー」

　ふんわり微笑ほほえんで言うベド子。そんな彼女に、俺は一つの疑問が浮かんだ。

「お前、そこから動けないのか？」

「無理じゃないよ。でも、できることならこのままで居いたいような感じかなぁ」

「それならさ」

　離れの奥を指して告げる。

「どうせ温泉とか入れないんじゃないか？」

「…………」

　ベド子は無言のままで目を伏せた。自覚はあったらしい。

　なんだか可哀想になって、俺はぽんぽんと布団を叩たたいた。

「でも置いてけぼりにはならなくて済んだんだ。良かったな」

「そだねー、それで満足しとく。……あの、それからさ」

　じっと俺を見上げ、ベド子は複雑な表情で言う。

「えっと、出雲いずも君が手を置いてる所って、ピンポイントであたしの胸なんだけど……」

「……え？」

　叩いても柔らかいなと思ったら、そういうことか。位置的に考えると俺はベド子のお腹の上に座ってるんだな。納なつ得とくだ。

「そっか、そうだったのか、なるほどなあ」

「納得したのはわかったから、ふにふにするのをやめなさい。流石さすがのおねーさんも怒るよ」

「ごめん、今なら勝てるような気がして、ちょっと調子に乗った」

　今のベド子はそれぐらい弱っているように思えたのだ。まあ布団の上からなので、感かん触しよくなんて全くわからないし。

「ううん、謝らなくてもいいよ。普段ならあたしも良いリアクションができた所だと思うし」

　お笑い芸人みたいなこと言われても。

　今更ながらベド子の体に触れないように布団から離れたのだが、ベド子はそこから動こうとはしなかった。本当に疲つかれた様子だ。

「ま、ゆっくりしとけ」

「うーん、疲れを癒いやすよー」

　温泉旅館にやって来て、布団の下で疲れを癒やすベド子が不ふ憫びんだった。







　置いてあった団扇うちわで風呂上がりの熱を冷ましながら女性陣を待つ。五分もすれば戻ってくるかと思ったが、その倍待ってもまだ出てこない。

　あそこに居るのは人外ばかりだと思うんだが、伝でん鬼きや妖よう怪かいに新しん陳ちん代たい謝しやはあるんだろうか。

「なあベド子、伝鬼って風呂に入る必要はあるのか？」

「たとえ必要でなくとも、入れるものなら入りたい女心ってあるじゃない。そこは察しようよ」

「じゃあお前も入ってこいよ」

「ぐふっ」

　わざとらしい声を上げてベド子は撃げき沈ちんした。

　それからさらに数分後。

「はー、いいお湯でしたー」

「…………まいか、あつい」

　最初に出てきたのは舞まい佳かと、抱き上げられてじたばたするコトリだった。

「長風呂だったな」

「そんなこと言って、女の子が三分でお風呂から出てきたら嫌いやじゃないんですか？」

「嫌ってことはないけど」

　しかし、確かにお風呂好きな方がイメージは良い。文句を言うのは筋違いと言えなくもないか。

「サキと美み雪ゆきさんは？」

「あー、ちょっと犬いぬ飼かいさんがのぼせたみたいで」

「のぼせた？　大丈夫なのか？」

　平気ですよー、とひらひら手を振る舞佳。

　心配ではあるが脱衣所に飛び込む訳にもいかない。待っていると、二人はすぐに出てきた。

「ほれ、しっかりせぬか」

「申し訳ありません……」

　ふらつく美雪さんとそれを支えるサキ。

　美雪さんは足あし下もとがおぼつかない様子で、冗じよう談だん抜ぬきで今にも融とけてしまいそうに見える。慌あわてて駆かけ寄ると顔も真っ赤だった。

「美雪さん、大丈夫ですか!?」

「……暑い……です……」

　ぼんやりと言う風呂上がりの雪女。体に熱がこもっているのかと額に手を当ててみる。

　──が、別に熱くはなかった。

　むしろ心地良いぐらいの冷たさだった。

「美雪さん、ひんやりしてますよ」

「雪女ですから……」

「この調子でのう。どうしたら良いんじゃろうか」

「……どうしよう？」

　既すでに冷えてるものを冷やすのも難しい。とりあえずは休ませて、手元の団扇うちわで扇あおいでおく。

「コトリ、冷蔵庫に何か飲み物入ってなかったか？」

　部屋の隅すみに据えられた冷蔵庫を指すと、コトリはとことこと歩いて行った。

　美み雪ゆきさんの様子を見る傍かたわら、視界の隅で少女が冷蔵庫をごそごそと探るのが見える。そして──。

「…………っ！」

　何やら目を見開いた後、コトリが怪あやしげな笑みを浮かべたような気がした。

「コトリ？　どうした？」

「…………あった」

　こちらに向き直った時にはいつものコトリで、両手に缶を抱えて戻ってくる。

　気のせい、か？

「ああ、悪いな」

「…………」ふるふる。

　何でもない様子で首を振ると、コトリは缶を空けてコップに注いだ。受け取って美雪さんに飲ませる。

「ん……ありがとうございます、少し落ち着きました」

「無茶しないでくださいよ、暑いの駄だ目めなんでしょう？」

「わかってはいるんですが、少しはしゃいでしまいました」

　顔が赤いのは熱が残っているからか、それとも照れているからか。

　しかしはしゃぐって、一体何をやったんだろうか。

　そんな俺の疑問に答えるように舞まい佳かが言う。

「実は我が慢まん大会をしようと持ちかけまして、お湯の中に肩まで浸つかって十分ほど」

「勝てる勝負を選ぶにしても、もう少し自重しろよ！」

　雪女の不利さが半はん端ぱじゃない。参加する美雪さんも酷ひどいが、提案する舞佳はもっと酷い。

「ちなみに勝ったのは妾わらわじゃ」

「お前も止めろよ、サキ！」

　相変わらずサキがストッパーにならない旅行だ。こっちもこっちではしゃいでいる。

「…………さき、まいか、のんで」

「あれ、ありがとー」

「む、すまぬな」

　そんな会話を意に介さぬ様子でコトリは飲み物を配っている。気を利きかせたのか、全員分をわざわざコップに注いでいる。

　これの支払いは教授なんだろうか。大丈夫かな。

「…………いずも」

「あ、ああ……ありがとう」

　残ったコップをコトリから受け取る。俺も風呂を上がってから何も飲んでいないし、助かるのは助かる。

　助かるんだが、しかし。

　こんな風に甲か斐い甲が斐いしいコトリの姿を見るのは初めてで、なんだか妙みような違和感がある。

「…………なに？」

「いや、なにも」

　しかし善意を疑うのも気が引ける。そうやって他者の裏ばかり読んで信用しないでいるといつかは報むくいを受けるというのも説話によくある話だ。

　じっと見つめるコトリの希望に応えるつもりでコップに口をつける。

「…………ジュースだな」

「…………」じー。

「なんで見てるんだよ」

「…………なにも」

　コトリは妙だが、味の方は問題ない。

　飲んだら血の味がするとか、中身が海水だったとか、髪の毛が大量に入ってたとか、そういう怪かい奇き現象は起きてない。

　なんかちょっと慣れない風味があるが、ちょっと刺激が強いだけの、ただのジュースだ。

「これ、炭酸か？」

「…………」こくこく。

　コトリは頷うなずいた。あからさまに俺から目を逸そらして、頷いた。

「コトリ、なにか隠かくしてないか？」

「…………っ」ぶんぶん。

「……本当か？」

　ないですないです、私は悪いことなんて何もしてません！　怪あやしいところは欠片かけらもないです！　と両手を振ってアピールするコトリに、むしろ疑いが深まる。オーバーリアクションだなんてらしくもないことをして、何を誤ご魔ま化かしているんだ。

「あー、じゃあ俺、ちょっとトイレ」

　コップを置いてその場を離れる。

　とりあえず飲むのは後回しにしようかなと、消極的な対策を選ぶことにしたのだ。

　しかし、それは失敗だったらしい。

　体に何の異変も起きていないことを確認して、しばし待ってから部屋に戻った。

　皆は何やってるかなとそのぐらいのことを考えながら扉を開けて、一いつ瞬しゆん思考が止まった。

「あはははは、ベド子さん何やってるんですかー！　布団って、布団の下って、ベッド全然関係ないじゃないですか！」

「……何やってんだ、お前」

　舞まい佳かがとんでもなく良い笑顔でベド子の頭をなで回していたのだ。

　それはもう大型犬でも嫌いやがるだろうという荒っぽい手つき。ベド子の首が動く動く、ろくろ首になるんじゃないかという勢いで動く。

「ちょっ、舞佳、それは大丈夫なのか!?」

　主に凄すごい角度で曲がっているベド子の首とか。

「……あれ？　先輩？」

　若干引きながら尋たずねると、舞佳の動きが止まった。

　ゆっくりとベド子の頭から手を離し、じっと視線を向けてくる。

「うう、あたしだって色んな葛かつ藤とうを堪こらえてるんだよ……」

　ようやく止まったベド子の方は涙目になっていた。それはともかく。

「なんか目が据すわってるんだけど、舞佳？　どうしたんだ？」

「…………先輩」

　俺の言葉を聞いた様子もなく、舞佳はゆらりと立ち上がった。

　そのまま前ぜん傾けい姿勢をとると、力を溜ためるように脚を曲げる。

　直後、残像の見えそうな勢いで動いた。

「──おっそーいじゃないですかーっ！」

「ぬむぁっ!?」

　舞佳はそのまま踏み出して飛ぶと、思いっきり俺にぶつかってきたのだ。ジェット女の脚きやく力りよく全開という訳ではないだろうが、受け止められる勢いでもない。そのまま布団に押し倒された。

「なにっ、なにごとだよっ！　何の遊びだっ!?」

「やーだー、先輩、どこ触ってるんですかー」

「どこも触ってねえよ！　そう言うと思ったから手は離してるだろ！」

　挙げ句理り不ふ尽じんな濡ぬれ衣ぎぬまで着せられた。何がしたいんだこいつは。

　いや、っていうかこの姿勢のままで充じゆう分ぶんにまずい。

　二人とも着ているのは薄い浴衣ゆかた一枚。感じるのは、風呂上がりの熱を帯びた体と、そこから漂ただよう石せつ鹼けんの香り。

　これは良くない、すぐ離れないと──。

「あははははっ、ほらほら、先輩困ってますよ！」

「……お、お前な」

　俺が逃げる前にあっさりと身を離し、舞佳はケタケタと笑う。

「…………いずも、かお、まっか」

「るさいなっ」

　原因は俺じゃない、そうコトリに言おうとしたところで、視界を一つの影が横切った。

「でっしょー！　先輩真っ赤ー！」

「…………っ!?」

　叫さけぶや否いなや、今度はコトリに抱きつく舞まい佳か。二人は折り重なるようにして倒れた。

「……ベド子？　あいつら、何があったんだ？　どうなってるんだ？」

「わかんない……わかんないけど、いじめられたよ……」

「今日のお前弱り過ぎだろ」

　今のベド子は頼りにならない。

　ふと見ると、すぐそこに美み雪ゆきさんが座っていた。こっちに聞こう。

　真ま面じ目めな美雪さんがあんな状態の舞佳を放っておくのは何なに故ゆえだろう。

「美雪さん、あいつ、何があったんですか？」

「……八や坂さかさん」

　ちびちびとグラスを口にしながら、脚を崩くずして座る美雪さん。彼女はじっと俺を見つめ、全く瞳を動かさない。こちらも目が据わっていた。

「あ、あの……？」

「八坂さん、八坂さんはいつもそうです」

　──は？

「そうって……何がです？」

「わからないんですか。ほら、やっぱりそうじゃないですか。いつもですよ、いつも！　少しは反省したらどうなんですか！」

「すいませんよくわかりませんけどいつも本当にすいません！」

　怒ってる。よくわからないけど凄すごい怒ってる。

　過去美雪さんにこんな真剣に怒られたのって数回しかないんだけど、俺ってそんなに悪いことしたか？

　混乱する間にも美雪さんは俺に詰つめ寄る。やたらと冷えた体を寄せて、俺の頭を冷やそうとでもいうように責める。

「聞いてますか八坂さん。私は真面目に話しているんです」

「はい、はい、聞いてます」

　こちらににじりよってくる美雪さんに怯おびえていると、真横から舞佳の声が聞こえた。

「なーにくっついてるんですかーっ！」

「きゃっ!?」

　今度は美雪さんを押しつぶすように抱きつく舞佳。

「あはははははは、すずしいー！」

「飛ひ田ださっ、もふっ、まっ……」

「これは……」

　本当に訳わからないけど、わからないなりに、ちょっとだけ察しがついた。

「舞まい佳か、舞佳ー。こっち向けー」

「はいー？」

　呼びかけると、美み雪ゆきさんの上に乗っていた舞佳がこちらに向き直った。彼女が俺を見ているのを確認して大きく両手を広げる。

「ほーら、こっちこーい」

　なんとなく犬にでも呼びかけるつもりで言ってみる。普段の舞佳なら白い目で睨にらんでくるところだが。

「せんぱーいっ！」

「……っと」

　下した敷じきにした美雪さんをあっさりと忘れ、舞佳は俺の腕うでの中に飛び込んできた。

　身近に女性は増えてきているが、だからといって正面から思いっきり抱き合うような経験も余りない。速まる鼓こ動どうを気にしないように努め、今度は舞佳の首を横に向けてやる。

「ほら、次はコトリだ」

「コトリちゃーんっ！」

「…………っ!?」

　舞佳はあっさりと俺を捨て、コトリに飛びかかっていった。

　これ、妖よう怪かい抱きつき魔まとかそういう類たぐいの化け物か？　そんな訳ないよな？

　また呼んだら抱きついてくるんだろうか。それなら折角だから呼びつけて小一時間抱き続けようか──とか、そういう不純な欲求がないこともないが、とりあえず抑え込む。

　何せさっきから視線が痛いのだ。少し離れたところでじーっとこちらを見ているサキの視線が突き刺さっている。

　こちらも見返すと、当たり前だが目が合う。感情の見えない、らしくない瞳。

　しかし、サキはサキだ。うん、頼れる彼女に何とかしてもらおう。

　というかせめて事情ぐらいは聞こう。

「サキ、サキ」

　無言のサキに寄って行って尋たずねる。

「サキ、皆おかしいよな？　一体何があったんだ？」

　俺の言葉に答えず、じっと俺を見つめるサキ。

「……サキ？」

「…………」

　じわっと、その瞳に涙が溢あふれた。

「サ、サキっ!?」

「いずも、お、お主ぬしは……」

　目の中一杯に涙を溜ためて、サキは呟つぶやく。

「どうして妾わらわが最後なんじゃ。何なに故ゆえ最初に妾に聞かぬのじゃ」

「…………え？」

　聞き間違えかと思ったのだが、そうではないらしい。サキは酷ひどく悲しそうに、訴えかけるように言う。

「妾はいつでも出雲いずもの味方じゃと言っておるのに、後回しとはあんまりではないか」

「ええっ、いや、ただ近い順で……」

「そうやって他の女ばかり気にかけて、どうして妾にお主の世話をさせようとせぬのじゃ」

「その、ごめん…………いや、え、あれ？　なんかおかしくないか？」

　世話が必要ないのは良いことだと思うんだけど。

「俺はむしろ日常的に面倒をかけ過ぎて申し訳ないぐらいなんだけど。ほら、さっきも背中流してもらったしさ」

「あんなものは全く手間とは言えぬ。お主がもっと世話を焼かせてくれぬと寂さびしいのじゃ」

「あれで全然足んないの!?」

　どんだけ人の世話焼きたいんだよサキ！

　流石さすがにそれはどうなんだと思わなくもないのだが、涙目のサキを相手に強く出られる訳もない。理り不ふ尽じんな気持ちを抱えつつ頭を下げる。

「ごめんなさい、反省して、えーと……もっとサキに世話を焼いてもらいます」

「本当じゃな？　噓うそではないな？」

「は、はい」

　正座した俺と膝ひざをつき合わせ、サキは俺の手を握にぎった。

「……ちなみに、具体的に何がしたいんだ？」

「そうじゃな、ジェット女がしたように弁当を食べさせたり、お主を抱えて運んだり、手を繫つないだり、ベド子のように気兼ねなく絡んだり、コトリのようにお主の膝に乗ったり──」

「え、ええっと……」

　途と中ちゆうから関係ない話が混ざってるんだけど。

　そしてふと気付いたんだが、サキから漂ただようこの匂におい──酒？

「サキ、酒なんて飲んでない……よな？」

「またじゃ！　出雲、どうして妾の話を聞かぬ！」

「ごめん、ごめんって！」

　また涙を浮かべて言うサキ。ああもうややこしい！

「ほら、とりあえず今できることをするから」

　ぐずるサキを抱かかえ上げ、コトリにするように膝ひざの上へ座らせた。サキは素直にもたれてきたので座ざ椅い子すになった気分で支えてやる。

「ん……ふふふ、温かいのう」

「そ、そうですか」

　サキの機き嫌げんが直ったのは良いんだけど、俺の方は落ち着かない。

　それはもう大変に落ち着かない。

　何せ乗っかっているだけのコトリと違って、サキはしっかり抱き応えがある。ちょっと心配なぐらい細くて、凄すごく温かくて、滅茶苦茶柔らかい。

　それに腰の辺りを抱くように腕を回しているのだが、意図せず手のひらがサキの脚に触れている。それもあるかないかもわからないくらいに薄い浴衣ゆかた越しに。

　いや、それを言ったら手のひらどころか全身でサキに触れている。触れているというか抱いているんだから当たり前だ。もしかして膝の上に乗っているこの柔らかい感かん触しよくは、一体彼女のどの部分なんだろうか。考えたら大だい惨さん事じになりそうだから考えたくないけど、できることならしっかり覚えて一生忘れたくないというか、なんならもう一生このままでいたい。

「…………いずも、いずも」

「あー、コトリ？」

　風呂上がりの茹ゆであがった頭をコンコンと叩たたいて、コトリが俺を呼んだ。舞まい佳かの被ひ害がいか、随ずい分ぶんと浴衣を着き崩くずしている。

「…………たたなく、する？」

「もうちょっと後で頼む」

「…………ざんねん。じゃあ、はい」

　しょんぼりと言うとコトリは両手を差し出した。その手には一口しか飲んでいなかった缶ジュース。そういやちゃんと飲んでなかった。片手で受け取って、ふと考える。

　缶ジュース──缶ジュース？

　っていうかどうしてコイツはそのままなんだ？

「なあコトリ。一応聞くけど、これってジュースだよな？」

「…………？」

「不思議そうに首を捻ひねんなよ！　待てって、答えろよ！」

　てくてくと戻っていくコトリ。まさかとは思うんだが、不安だけが募る。

　そして代わりのように美雪さんがやって来た。

「またそんな風に伝でん鬼きとべたべたと……以前から思っていましたが、八や坂さかさんは駄だ目めです。本当に駄目です。駄目すぎて放っておけません」

「は、はい」

　なんか舞佳みたいなことを言われた。

「酷ひどいではないか、妾わらわの出雲いずもを悪く言うなど……」

　サキはまた泣きそうになってるし。

「あはははは、ベド子さん、なんで布団の下に居いるんですかー！」

「それもう五回目だよ……うう……」

「どーすんだよこれ……」

　もうどうでもいいや。

　俺は諦あきらめたような気分でぎゅっとサキを抱いた。










　色んな方向に突っ走っていた面々だが、一時間もすれば随ずい分ぶんと落ち着いた。

　といっても、ギリギリ話が通じるという程度だ。

「さー、皆さん、何をしますか！　旅行の夜ですよ、盛り上がりましょうー！」

　舞まい佳かがハイテンションに言う。まだ夕食を食べて風呂から出たところだ。確かに夜は始まったばかりである。

「……もう寝ないか？」

「何言ってるんですか先輩ー！　折せつ角かく旅行に来たのに、何もせずに寝られる訳がないじゃないですかっ！」

　そう言って舞佳が身を乗り出した瞬しゆん間かん思わず身を逸そらしてしまった。また飛びかかってくるかと思ったが、どうやらその時期は過ぎているらしい。

　現在のメンバーは、ベド子が潜もぐった布団に座り込んだ俺と、膝ひざの上に座るサキ。ベド子の髪を引っ張って遊んでいるコトリと、畳たたみの上で脚を崩している美み雪ゆきさん。最後に、腕を組んで仁に王おう立だちする舞佳。

　ベド子以外は皆が風呂上がりで、備え付けの浴衣ゆかたを着ている。その上膝の上にはサキ。普通なら胸がときめく状じよう況きようだが、温泉と石せつ鹼けんの匂においの中に酒さけ臭くさい空気が混じっていて、それが酷く気分を壊す。

「…………たたなく、する？」

「いらない」

　コトリ、期待した顔すんな。

　ってかベド子をいじめるのはやめてやれ。半泣きだぞ。

「しかし何するんだ？　暇ひまつぶしの遊び道具なんて持ってきてないぞ？」

「むー、先輩はもう本当に使えないですねー」

　そんなこと言われても、元は俺とサキに美雪さん、追加でコトリしか居ない予定だったのだ。どう考えてもお茶を飲みながらゆっくり会話をするタイプの面子メンツだし、余計な荷物は持ってきていない。

「出雲いずもを悪く言うでないっ」

「いいから、サキ、ほら」

　涙目なのは治まっているが、サキは世話焼き状態が戻っていない。そんな彼女を撫なでて誤ご魔ま化かし、美み雪ゆきさんに尋たずねる。

「美雪さんは何か持ってきました？」

「そうですね、おもちゃ、という意味で言うのでしたら……」

　どうやら比較的落ち着いたらしい美雪さん。むしろさっきよりほわほわとしていて、ちょっと機き嫌げんが良い。

　そんな美雪さんは鞄かばんから、円えん錐すい形けいの石のような物を取り出した。紐ひもに繫つながっているらしく、その先せん端たんを握にぎってぶら下げられるようになっている。

「ゃぉー！」

　そして石の上に、見覚えのあるちっこいのが乗っかっていた。

　これ、研究室で使ったダウジングセットか。一体何に使うんだ。

「どうしてそんなの持ってきたんですか」

「準備が慌あわただしかったので、手近にあったものを一緒に持ってきたようで」

「……しまっておいてください」

「そうですわね」

「ゃ、ゃぉっ!?」

　乱暴に鞄に放り込まれるダウジング。さらば、縁えんがあればまた会おう。

「あたし、良いアイディアがあるんだけどー」

　と、布団の下の斧おの女おんなが言った。

「ベド子さん、何かあるんですかっ？」

「いや、来ないで！　抱きつくのはいらないから！」

　斧をかざしてまで舞まい佳かを拒否した後、ベド子はこほんと咳せき払ばらいをした。

「で、ほら、やることと言えばアレだよ。学生旅行の夜は──やっぱコイバナでしょ！」

　余計なことを言うんじゃないかなと思ったら、こいつはやっぱり余計なことを言った。

「コイバナ、というのはなんじゃ？」

「恋の話、略してコイバナですよー。うん、なくはない、これはなくはないですよっ！　どうします、やりますかー？」

　ハイテンションの舞佳は乗り気だ。

「やるのは構いませんが」

　困った様子で、美雪さん。

「具体的に何を話すんですか？　少なくとも私は男性と恋愛をするつもりはありませんよ？」

　まあ美み雪ゆきさんは妖よう怪かいだし、そうだろう。

　そう考えた俺とは裏腹に舞まい佳かはニヤリと笑って言う。

「あっれー。犬いぬ飼かいさん、先輩にお友達から始めるとか言ってませんでしたかー？」

「…………そんなこともありましたね」

「ちょっ、美雪さん、体から冷たい風出すのやめてください！　寒っ！」

　照れ隠かくしに冷えるって、どういう理り屈くつだ！　普通は逆だろ！

「まあ、そういう私も決まった相手は居ないんですけどねー。あははははっ」

　思った以上のリアクションをとった美雪さんに、舞佳の方も満足げに言う。

　が、今度は思わぬ方向から物言いが入る。

「しかしお主、最近は出雲いずもの世話を焼いておるではないか」

　羨うらやましい、と言外に告げるようにして言うサキ。

「あ、そこ言っちゃいますかー？」

　しばし会話が止まる。

　部屋の温度がじりじりと上がっていく気がした。

　先程の美雪さんの冷気が上書きされていくような感覚。

「よーし、やりましょうっ！　サキさんがご希望ならこの辺りについて一晩じっくり語り合うのも、私としては決してやぶさかではない─―」

「その誰も得をしない議論は絶対にやめよう！」

　主にサキ側に自覚がない意味で、本当に誰にも得がない。やめた方が良い。

「むしろサキ、サキは何かやりたいことってないのか？　初めての旅行だろ？」

　誤ご魔ま化かしついでにサキへ水を向けてみる。この話題にこだわるつもりはないのか、サキは素直に頷うなずいた。

「そうじゃな……百物語とか、どうじゃ」

「やめてくださいお願いします」

　考える間もなく、即そく座ざに頭を下げる。

「それは良いですわ。ろうそくを借りられるか、確認してみましょう」

「すいません本当に無理なんで許してください」

「仕方がないのうお主は。出雲が可哀想じゃ、やめるとしよう」

　ほわほわと嬉うれしそうに笑い、サキは俺にもたれかかる。助けてくれるのは良いけど、言い出したのもサキだ。自作自演で俺の世話を焼くのはやめて欲しい。

　これも話を変えよう。意見を出してないのは、残り──。

「コトリ、何かアイディアはないか？」

「……………………」

　首を捻ひねって思い悩なやむことしばし。コトリは、大きく頷いた。

「…………ある」

「なんだなんだ？　この際、ベド子を吊つるすとかでも許可するぞ」

「やーめーてー」

「…………それも、あとで」

　若干心惹ひかれた様子で否定して、浴衣ゆかたのコトリは、手元の枕まくらを持ち上げた。

　少しだけ固い旅館の枕。それを頭の上で捧ささげ持つように構え、大きく腕を振る。

「…………えいっ」

「ぶっ！」

　短い放物線を描いて宙を舞った枕が、俺の顔面に直ちよく撃げきした。

　別に痛くはない。ちょっとびっくりして、ついでに納なつ得とくした。

「あー、枕投げか」

「…………」

　こくこくと頷うなずかれた。

　言われてみると、枕投げは確かに旅行の定番だ。面おも白しろいかもしれない。

「……ふむ、良いのではないか？」

　そう言うと、サキは俺の膝ひざを離れ、転がった枕を拾い上げた。

「でも、男は俺一人だしな。バランスとか考えないと……あ、ちょっ、おい！」

　直後。

　それに気付きはしたのだが、止める暇ひまがなかった。

「っく！」

　舞まい佳かの投げた枕が、美み雪ゆきさんに。

「むっ」

　美雪さんの投げた枕が、サキに。

「きゃうっ!?」

　サキの投げた枕が、舞佳に、思いっきりぶつかったのだ。

「お前ら何やってんの!?」

　舞佳が投げるのはまだわかるが、美雪さんに、サキまで!?

　そんなに鬱うつ憤ぷんがたまってたのか!?

「枕投げは知っておるぞ。こういう競技なのであろう、何も問題はないはずじゃ」

「ふふふ、良い度胸ではありませんか。ちっぽけな伝でん鬼きに、妖よう怪かいの恐ろしさを教えて差し上げますわ」

「言うじゃありませんかっ。これ以上私に当てられると思ったら大間違いですよー」

　やめてくれ！　こんな所で伝鬼と妖怪の雌し雄ゆうを決されても困る！

　しかし俺の声など聞く様子はなく、三人の周りに妙みような力がゆらゆらと集まっていく。

　どれだけ本気なんだよ！

「…………れでぃー、ごー」

「コトリ、煽あおるのはやめて──」

　コトリの開始宣言の直後、くるりと向きを変え、舞まい佳かがこちらに枕まくらを構えた。

「──え？」

　美み雪ゆきさんも。

　サキも。

「ま、待って、ちょっと落ち着いて、俺は参加しなふげぼばっ！」

　俺が、俺が悪いのか。

　悪いのかな、悪いかもしれないけど、でもちょっとやり過ぎじゃないかなとも思うんだけど。

　そんな思考を言葉にする時間はなく、高速で顔面に衝しよう突とつした三連枕の衝しよう撃げきに、俺は意識を吹き飛ばされた。
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「…………ん、ぐ…………っ、いってっ！」

　急に枕まくらが頭から落っこちて目が覚めた。

　そっか。俺、寝てたのか。

「もう朝……か？」

　誰かに寝かされたのか、俺はしっかり布団に入っていた。

　しっかり眠ってすっきり目覚めたのは良いが、なんだか勿もつ体たいない時間の使い方をしたような気がする。

「とりあえず、起き──っ!?」

　横に視線を向けて、一いつ瞬しゆん息が詰つまった。叫さけび声を上げなかったのは僥ぎよう倖こうだと思う。

　ほとんど密着しているような位置で、まるで無警戒に眠る少女が居いた。

　そう言うとサキのように思えるが、違う。長いポニーテールが俺の鼻先をくすぐるような位置にある。

　これ、舞まい佳かだ。

「な、何やってんだこいつ……」

　隣となりで寝ていても熟じゆく睡すいできるか、なんて話をした覚えはあるけど、舞佳の方が熟睡してどうするんだ。

　とにかく、起こすとろくなことにならない。

　かつて見たことがないぐらい近くにある舞佳の顔から目を逸そらし、少しずつ布団から離れていく。脱出するのに数分はかかってしまった。

　辺りを見回すと少し薄暗い程度で、もう朝と言ってもいいぐらいの時間だった。それなりに長い時間寝ていたみたいだ。

　──あれ、そういえば俺、なんで起きたんだ？

「確か枕が…………あ」

　枕元を見ると、枕がなかった。

　その代わりに枕を抱いて座る少女の姿。

「お前か……枕まくら返がえし」

「……♪」

　どやあ、と自じ慢まんげな笑顔を見せつけられた。

　確かにしてやられたとは思うけどさ。

「枕返し、うちの学校に住んでるんだろ。こんな所まで何しに来たんだ？」

　遠路はるばる枕をひっくり返しに来てくれたんだろうか。そう考えた俺に、枕返しはぶんぶんと首を振った。

「……！」

　ぐっと枕を持ち上げて、投げるようなモーションを取る少女。

「……!!」

　そして今度は枕まくらを抱きしめ、いやいやと左右に首を振る。

「えっと、ごめん、わからない」

「……！　……！」

　今度は枕をぶんぶんと振り回し、すぐに両手でバツ印を作る。次に枕を抱きしめ、また振り回す。そしてバツ印。

　あれ？　枕返し、怒ってる？

「あ！　もしかして、枕を大事にしろって言ってるのか？」

「……！」こくこく。

　なるほど、そういうことか。乱暴に枕をぶつけあったりすれば、枕返しが怒るのも頷うなずける。

　しかし、残念だけど。

「ごめん。昨日の枕投げ、俺は参加してない。主犯はこいつら」

「……っ!?」

　すぐそこで寝ている舞まい佳かを指して言う。

　俺はぶつけられただけで、全く投げてない。申し訳ないが、枕返しの意気込みがするりと抜けていったような感覚だった。

「……っ　……っ！」

「いや、謝らなくて良いよ。皆には俺から言っておくから。ありがとうな」

　そう伝えると、枕返しは少し微笑ほほえんで頷いた。

　なんとなく、枕返しが何を言っているのかわかるようになってきた気がする。

「それじゃあ学校の皆によろしく」

「……♪」

　ひらひらと手を振って、薄うすれて消えていく枕返し。どうやって戻っているのかは気にしないことにした。

　ふと見ると、開け放たれた窓からは涼すずしい朝の風と柔らかな薄明かりが射し込んで来ている。少し散歩でもしてこようか。きっと気持ちが良いだろう。

「……行ってきます」

　部屋の中央、ぐちゃぐちゃになった布団に折り重なるようにして倒れた面々を視界に収めないよう気をつけながら、俺は離れを出た。

　昨夜、一体何があったんだろう。

　気にはなるけど、正直言って知りたくなかった。










　澄み切った山の空気を堪たん能のうし、肌寒さを感じる前に旅館へ戻ってきた。布団の上で伸びていたサキが普段通りに起きたなら、事態に気付いて片付けを始めたぐらいだろうか。

　備え付けの下げ駄たをからころと鳴らし、早朝の旅館内を歩く。

　客の姿は見ないが、和服を着た従業員の女性はよく見かける。早い時間だと言っても充じゆう分ぶんに勤務時間なんだろう。早い時間に朝食を食べる宿泊客も居るのか、ちっちゃな女将おかみさんがお膳ぜんを持って駆かけていったりもしている。

　そして当たり前のように、ふらりとバランスを崩くずした。

「およっ？」

「っと、危ない！」

　女将さんが視界に入った瞬しゆん間かんから嫌いやな予感はしていた。すぐに両手で支えて、なんとか事なきを得た。

「調子が悪いんでしょう、無理しちゃ駄だ目めですよ」

「いやー、調子は……調子は、別に悪くないんだよっ？」

　それは流石さすがに噓うそだと思う。

「噓じゃない噓じゃない。ほらほら元気元気ー」

　力こぶを作ろうとして体が斜ななめに傾いていく姿を見て、一体誰が納なつ得とくするだろうか。

「どこまで行くんですか？  俺が代わりに持って……」

「聡さと璃り！」

　後ろからの声に振り向くと、オーナーが焦あせった様子で駆け寄って来ていた。

「また倒れたのか!?　無理をするなといつも言っているのに……ほら、すぐに休め！」

「やだもー、そんなに慌あわてて。ちょっと転びそうになっただけで、元気だってば」

「しかし……」

　顔をしかめるオーナーに、女将さんは嬉うれしげに微笑ほほえんだ。

「そんなに心配しなくて良いよっ、もうこの仕事何年やってると思ってるのさ。わかってるわかってる、ちゃんと自分で……だから、違うって。そう、別に全然平気で……」

　何やら途中から女将さんが一人で話しているように聞こえる。幾いくら阿あ吽うんの呼吸と言っても、ここまでくると見ている方は何が何やらさっぱりわからない。

「オーナー、女将さん本当に調子が悪いみたいなので、お願いします」

「すまないな、お客さんに気を遣わせて。ほら、行くぞ聡璃。無理をして従業員に迷惑をかけるな」

「だから平気だって言ってるのにー」

　配膳用のお盆を取り上げてさっさと歩いて行くオーナー。その後ろでお盆に手を伸ばし、ぴょんぴょんと跳ねる女将さん。女将さんの体調が心配ではあったが、和なごやかな光景に少し気が緩ゆるんでしまった。本当に仲の良い夫婦なんだな。

「…………夫婦か」

　ちょっとだけ考えてみる。

　例えば、例えばだけど。

　いつか遠い未来に俺が店を始めて、そこにサキが居いたら。

　サキはいつも真ま面じ目めに働いていて、俺はやってくる伝でん鬼きの相手をして過ごす。

　それでサボっていてたまに怒られたりもするのだ。

「出雲いずも、何をやっておるんじゃ」

　そう、こんな感じで、珍めずらしくちょっと気まずそうな顔をしたサキが──。

「…………サキ？」

「うむ。気付いたらお主ぬしが居なくなっておった故ゆえ、探していたのじゃ」

「ああ、ごめん。ちょっとその……見ていられなくて」

　ぐちゃぐちゃの布団の上で潰つぶれていたサキを思い出して言う。彼女の方も少し恥はずかしげに浴衣ゆかたの袖そでをいじった。

「少し、その……興が乗ってしまっての。お主、先に気付いたのなら起こしてくれれば良かったじゃろう」

　そう言われても、一人起こしたら全員起きそうだったのだ。その場で戦せん闘とう続行になっても困るし、放っておくしかなかったと思う。

「なあサキ、昨日のことはちゃんと覚えてるか？」

「枕まくら投なげを始めた辺りからは覚えておるのじゃが……」

　うーん、と首を捻ひねった後、サキはぽんと手を叩たたいた。

「お主の膝ひざに座ったのは覚えておるぞ」

「うん、そこを覚えてたら問題ない」

　むしろ他は忘れていて欲しいぐらいだ。

「とにかく、もう皆落ち着いておる。朝食の前に戻るとしよう」

　そう言うと、サキは赤い下げ駄たを鳴らして歩き出した。

　その隣となりに並んで歩く。

　同じ浴衣で、揃そろいの下駄で、ゆっくりと。

　何か良いな、こういうの。手首に結んだミサンガを撫なでて、そう考えた。

　が、のんびり歩く俺とは裏腹に、サキは静かに呟つぶやいた。

「……今夜は負けぬぞ、ジェット女」

　やめて！










　朝食を済ませて、俺達は部屋のテーブルに集まった。

「じゃあ今日の予定を立てようと思うんだけど……教授は放っておいていいのかな」

「方針の確認ぐらいはお願いしておきたいのですが」

　学生だけで勝手に決めてしまうのも問題だ。一応確認ぐらいはしておきたい。

　そう悩なやんでいるところで、丁ちよう度ど教授が帰ってきた。

「やあ皆、おはよう」

「教授、遅いですよ」

「ごめんごめん。こっちの方も色々と大変でね」

　苦笑して言う教授。気のせいか、妙みように顔が赤く見えるし、なんだかアルコールの匂においがプンプンしている。

「じゃあお休み」

　そして教授は押し入れから布団を取り出すと、当たり前のように敷しきはじめた。

「いやいや待ってください、休まないでください」

　これからがメインイベントだというのに、主しゆ催さいが寝てどうするんだ。

「うっわ、滅茶苦茶酒さけ臭くさいですよ。もしかして一晩中飲んでたんですか？」

「ああ、清し水みず君とね。彼も色々と思うところがあるようで、まあ付き合いのようなものだ」

「そんな人間のサラリーマンみたいなことを……」

　少なくとも神話に語られる神様の台詞せりふではなかった。

「そう言わないでくれ。考えようによっては君の為に頑がん張ばっていたんだよ」

「俺の為、ですか？」

「うん、そうだ」

　教授は布団に横になると、声を落として言う。

「嫁を奪うばわれる夫の愚ぐ痴ちを聞いていた、というところさ」

「…………とりあえず俺には関係ないと思うんですが」

　意外にも事情が重くて、深く突っ込みにくい。

「まあ、いいからいいから。今日の発はつ掘くつは皆で適当にやっていてくれ」

　俺の追つい及きゆうが緩ゆるんだのをいいことに、教授は本格的に寝てしまった。

「どうするんですか、これ」

「どうしようもない……かな……」

　呆あきれきった舞まい佳かの視線が痛い。

　俺が保護者って訳じゃないのに、こっちまで申し訳ない気持ちになってくる。

「本当に申し訳ありません……」

　保護される側の美み雪ゆきさんが頭を抱えていた。

　しかし昨夜騒いでいたのは俺達も同じだ。藪わらを突いて蛇へびを出すのは避さけたい。

　寝息をたてる教授は見ないことにして、俺はテーブルに地図を広げた

「とにかく今日のスケジュールだな」

「って先輩、こんな地図を見てどうするんですか。観光地とか全然載ってませんよ」

　そりゃそうだ。これは観光マップではなく、縮しゆく尺しやくは大きいものの、詳しよう細さいな地形が載った国こく土ど地ち理り院いんの地図だ。

「今回のは一応、犬いぬ飼かい研究室主しゆ催さいのフィールドワークなんだ。観光もして良いけど調査もしないと」

「ああ、お金を探すんでしたね」

「ぶっちゃけないでくれ」

「人間の夢じゃからのう、仕方あるまい」

「仕方なくないって」

　余り生々しいことを言わないで欲しい。俺達が探すのは現金じゃなく浪漫ロマンだ。現金はあくまでついでに手に入るだけである。

「それで八や坂さかさん、何か目算はありますか？」

「さっぱりですね。付け焼き刃って言えるほどの知識すらないですし。もし都市伝でん鬼きの『徳とく川がわ埋まい蔵ぞう金きん』と会うことができたらチャンスがあるかもってのが唯ゆい一いつの可能性です」

　多くの研究者が文ぶん献けんを漁あさり、独自の調査と推すい論ろんを重ねて掘ほり抜いても見つからなかったのだ。何の知識もない俺に埋蔵金の在あり処かなどわかるはずがない。しかし都市伝説として噂うわさされる埋蔵金の伝鬼ならば、俺に会いに来てくれるかもしれない。狙ねらうはそちらの方だ。

「それなら結構簡単に見つかるんじゃないですか？　出番があるのに大人しくしてる伝鬼なんて居ないですよ」

「そこは逆に考え直して欲しい性質なんだけど。……それはともかく、そんなに簡単じゃないよ。少なくとも今日は会えないだろうし」

「どうしてですか？」

　首を捻ひねる舞まい佳か。こいつ、真ま面じ目めに考えてないな。

「伝鬼ってのはさ、自分を知っていて、状況的な条件が揃そろっている人間を襲おそうもんだろ。知ってるだけじゃ駄だ目めなんだ。例えばジェット女なら何か乗り物に乗ってる所を追いかけてくる。ベド子ならベッドがある所に居る相手を襲う。だから埋蔵金も、道を歩いてたら脈絡なく地面から出てくるって訳にはいかないと思う」

　多分、と付け加えておく。納なつ得とくはいったのか、舞佳はふむふむと頷うなずいた。

「そりゃそうですよね。先輩、意外と考えてるじゃないですか」

「ちゃんと考えないと宿泊費が出ないしなあ」

　女将おかみさんに赤字を負わせるのは申し訳ない。

「では出雲いずも、埋蔵金が出てくる条件はなんじゃ？」

　サキが少し楽しげに、生徒の理解力を確かめるように言った。

「何かしら理由があって地面を掘ほっていないと見つからない物だから……やっぱり、ここぞという場所を掘ってる時かな。目的が埋まい蔵ぞう金きん探しである必要はないけど、ちゃんと目星を付けた場所を掘り返さないと駄だ目めだと思う。だから最初に、多少は可能性がありそうな場所を探して歩こうと思ってる」

　埋蔵金なんて知名度で言えば間違いなく最さい高こう峰ほうの伝でん鬼きだ。そのくらいの努力はしないと相手にも申し訳がない。

「うむ、頑がん張ばってみるのが良いじゃろう」

　一応合格点なのか、サキは微笑ほほえんで頷うなずいた。

「というわけで、今日はとりあえず山歩きと、ついでにちょっと観光だ。結構古い神社なんかもあるから、見に行きたい。異論がある人は？」

「布団出たくないよー。あたしここで留守番んー」

「……お疲つかれ」

　一つだけ残しておいた布団の下でベド子が言った。言葉だけ聞くとただのサボリだが、実際に動けないんだろう。

　お前は何をしに来たんだとは、あえて聞くまい。

「私もあんまり興味がないので、温泉に入るか、その辺をぶらぶらするかしてます」

「一緒に来ないのか？」

「土ど着ちやくの伝承とか、地方の豆知識とか、あんまり興味ないですし。そもそも山道を歩く用意なんてしてません」

「そりゃそうか。了解」

　舞まい佳かは民みん俗ぞく学がく志望でもなんでもない。神社を見た後に山道を歩くコースは普通の高校生には不評だろう。

「一人じゃつまんないんで、コトリちゃんを持って行きますね」

　立ち上がった舞佳は、ふと思いついたように言った。

「…………もって？」

「では、また夕方にー」

「ちょっ……うわ、本当に持って行ったぞ、あいつ」

　コトリを言葉通りに抱き上げると、本当にそのまま連れて行ってしまった。じたばたしてたけど大丈夫かな。

「コトリが見える人は少ないし、平気だとは思うけど……」

「飛ひ田ださん、自由ですわね」

「いや、あれでもかなり大人しくしてますよ、あいつ」

　もしも俺と二人旅だったりしたらこんなプランを提示した瞬しゆん間かんにこっぴどく叱しかられているに違いない。きっと彼女なりに邪じや魔まをしないようにしているんだろう。コトリも一緒に山歩きができるタイプじゃないし、連れて行ってもらった方が助かる。

「じゃあ俺達も行きましょう。埋まい蔵ぞう金きんのありそうな場所を探しに」

「口にして言うと不思議ですね」

「欲深い話じゃ」

　その言い方はやめて欲しい。欲深い人間は報むくいを受けるってのが説話の定番なのだ。

　罰ばつを与える筈はずの神様からの依い頼らいなので、無事に済むと信じたい。










　山頂付近にある大沼。その畔ほとりに位置する神社は、元は大沼の神を祭っていたのだという。

「沼の神様を祭った場所……教授が好きそうな所だ」

　狼おおかみの化け物、フェンリル。その名は沼に住まう者を意味する。中心付近に大沼と小沼を抱える赤あか城ぎ山さんは教授にとってはかなり相性の良い場所だと思う。沼と言っても実際は湖なのだが、まあ似たようなものだ。

「だから私達を連れてきた、という訳ではないと思いますが」

「他の場所で弱くなるような知名度じゃないですしね」

　無理矢理布団の下から出てきて勝手に弱っているベド子と比べると雲うん泥でいの差だ。ベド子は、あれでも結構強い伝でん鬼きなんだけど。

　そう考えると、やっぱり伝鬼が可哀想に思える。

　普段は静かな神社だそうだが、連休だけあって観光客が多く、辺りにはムラサキカガミを知らない人が沢たく山さん居る。ずっとサキは出てこられないままだ。

　妖よう怪かいの美み雪ゆきさんはこうして普通に歩いているというのに。

「もう少しで良いから、伝鬼も自由にしてやれないかな……」

　消えないように存在を維い持じするだけじゃなく、もっと自由に生きられるようにできれば良いんだけど。

「妖怪もお父様ほど自由にはなれません。私のように人間と共に暮らすと伝えられている妖怪はともかく、そうでない妖怪が人の社会に溶け込もうとすれば、相当の無理を強しいられますから」

　難しい表情で言う美雪さん。

「そういうものなんですか？　俺が見てきた妖怪にも、普通に人間にしか見えないのが大勢居ましたけど」

「それもまた必要に迫られてのことです。自我を得た無機物はそのままでは存在が認知されませんし、人を襲おそう化け物も攻こう撃げきの対象にされてしまいます。驚かれ、恐おそれられ、怯おびえられるのは良いですが、排はい斥せきされるのは困ります」

　動く無機物──例えば最近会った薬や缶かん吊つるがそうか。確かに木から薬缶が落ちてきても、妖よう怪かいだと気付く人間は少ないだろう。完全無欠の化け物は逆だ。驚おどろきも怖がりもするだろうが、すぐに騒ぎになってしまう。例えば角の生えた鬼が出てきて人間を食ったとしたら、待ち受ける結果は断固たる駆く除じよしかないだろう。

「でも元々人間っぽい見た目の妖怪は多いし、妖怪が人間のまねごとをしていても驚きはしないですけど」

「それはそうですが、存在意義から外れることを余りに長く行うと、例え妖怪でも力を失っていきます。本当の意味で自由に生きるのは……難しいですわ」

「やっぱり大変なんですね」

　人が心の中から幻げん想そうを消していくたびに、幻想の存在が苦しんでしまう。

　編へん纂さんをしっかり頑がん張ばろう。こんなに面おも白しろい奴やつなんだから覚えておいてくれと、色んな人に伝えてやりたい。

「ですが」

　気持ちを新たに拳こぶしを握にぎる俺に、美み雪ゆきさんは小さく溜ため息いきを吐ついて言う。

「何となく気分だけで人間の姿になっている妖怪も、やはり沢たく山さん居います。皆退屈していますから」

「…………まあ、だろうとは思ってました」

　こんな風に面白い奴ばかりなのだ。うん、やっぱり消えた方が良いかな、こいつら。

　ともあれ、そろそろ本来の目的に立ち返ることにした。

　道を確認し、山道へと入っていく。

「サキ、そろそろ出てこられるか？」

　鏡を開いて呼んでみると、ぬるりと紫色の液体が漏もれ出してくる。

「……なんじゃ、もう良いのか」

　鏡から顔を出したサキが言った。

「観光目的って訳でもないし、悪いけどここからは手伝って欲しい。埋まい蔵ぞう金きんが埋まってそうな場所があったら教えてくれ。美雪さんも、お願いします」

「埋蔵金のありそうな場所って、一体どんな所でしょう？」

「……何ど処こでしょうね？」

　言っておいて何だけど、俺にもさっぱりわからない。

「とりあえず、歩いてみましょうか」

　ともかく調べないことには始まらない。リュックを背負い直し、俺達は緩ゆるやかな上り坂を歩き出した。

　山の中で発はつ掘くつをすると言われて来ているので、俺は相応の服装をしている。

　美み雪ゆきさんは白いジャケットに、細いが分厚いジーンズ。サキは短めのキュロットスカートだが、怪け我ががないように長いハイソックスをはいている。普段は割と女の子らしい服装が多いサキが、活動的な衣装で居いるのは珍めずらしい。しかしこれはこれで似合うし、可愛かわいい。

　もし舞佳が居たら、可愛いってちゃんと言わなきゃ駄だ目めだって怒られるんだろうけど──。

「ん、なんじゃ？」

　遠く見える山々と、随ずい分ぶん近く思える空を楽しげに見ていたサキが、俺の視線に首を傾かしげた。

「いや……なんでもない」

　もう少し勢いのある状況ならなんとかなるんだけど、素直に伝えるのはやっぱり恥はずかしい。

　ゆっくりと山道を登りながら探しているのは、一本だけ目立っている大木だとか、余り見かけないサイズの巨岩だとか、そういう場所だ。ここになら何かしら埋められているかもしれないと、心からそう思えるような場所を見つけたいと思っている。

「そういえば」

　辺りを見渡しながら、ふと思ったことがある。

「埋まい蔵ぞう金きんを探しに来たのは確かなんだけど……よく考えると、別に出てくるのは埋蔵金の伝でん鬼きに限らないんじゃ」

　行きの道中に首なしライダーや屋根の女が出てきたように、別に山の中で伝鬼や妖よう怪かいが出てきたっておかしくはない。

　っていうかむしろ、出てこない方がおかしい。

「……あれ？　もしかして今更かな？」

「今更じゃな」

「今更ですわね」

　穏やかに微笑ほほえむ二人に、もの凄すごく嫌いやな予感がする。

「嫌だと言うのであれば、帰るのも良いじゃろうが」

「いやいや、帰りはしないよ」

　埋蔵金も探したいし、化け物が出ると言うなら出てくれればいい。是ぜ非ひとも編へん纂さんさせてもらおう。そう考えると、いっそ大歓迎なぐらいだ。

　はっはっはっはっは。

「……ちょっと深呼吸して良いかな？」

　足を止め、山の空気を大きく吸い込んだ。山の化け物というと何だろう。想像したくないのに考えてしまう。

　どちらにせよ覚かく悟ごして襲おそわれるしかない。怪我だけはないようにしよう。










　赤あか城ぎ山さん一帯の山々は素しろ人うとが徒歩でも登れるぐらいの山だが、だからといって舐なめられる訳でもない。道自体も歩きやすくはない。道なき道をかき分けるとまでは言わないが、道を見失わないように、方向を確かめながら歩くのもそれなりに苦労する。

「出雲いずも、道はわかっておるのか？」

「ああ。隣となりの山頂に登って、道を変えて尾根を下りる。そのまま一回りしながら下りてくるルートだよ。素人がゆっくり歩いたら、帰ってくる頃には丁ちよう度どいい時間になってると思う」

　何も出てこなければ、だけど。心中でそう付け加えた。

　俺は登山経験豊富だとはとても言えないが、フィールドワークもたまにはあるし、そこそこ歩いている方だと思う。それでもちゃんとした山を登るのはなかなか体力を消耗する。段々息が上がってくるし、足も重くなってくる。

　一緒に歩いている二人は大丈夫だろうか？

「美み雪ゆきさん、大丈夫ですか？　疲つかれてません？」

　一番体力のなさそうな美雪さんに声をかけてみると、彼女はふわふわと笑って首を振った。

「私は雪山の妖よう怪かいですから、このようになだらかな山でしたら何も問題はありませんわ」

「……な、なだらかですか」

　結構きつい勾こう配ばいだと思うんだけど。

　流石さすがは雪女、山の適性は伊だ達てじゃないらしい。

「サキは？」

「全く疲つかれていないとは言わぬが、まだまだじゃ。体を動かすのは気分が良いのう」

　こちらも余裕はありそうだ。何とも健康的な化け物である。

　──あれ？　俺が一番きついのか？

　二人とも人間じゃないと言っても、やっぱり情なさけない。後ろからチッチッと鳥の声が聞こえてくるが、何となくそれが俺を笑っているように感じるぐらいだ。

　泣き言は漏もらさないことに決めて、しっかりと足を踏み出していく。

　チッチッチッチ。

　気のせいなんだろうけど、結構しつこい鳥だ。

　チッチッチッチッチ。

　鳥に腹が立つなんて余計に情けない。落ち着こう。

　チッチッチッチッチッチ。

　うるさい。何だか急せかされてるような気分になる。どこの鳥なんだよ。

　チッチッチッチッチッチッチ──

「ああもう、うるさいな！　いい加減にしつこいんだよおおうわあああああっ!?」

「ふえっ!?」

　振り向くとそこに居いたのは、ちゅんちゅんうるさい小鳥などではなかった。そこに居たのは白いパーカーに、短めのスカートを身につけた少女。黒い髪かみに、黒い眼鏡めがねをつけている。

　山歩きには程遠い服装だったが、見かけ上におかしいことは何もない。

　ただぱっと見てわかる一点、大きな黒い翼がついているということを除けば、だが。

「な、なに、なにものだお前っ!?　襲おそいに来たのか？　人間とか食わないよな!?」

　尋たずねる言葉も思わずうわずってしまう。

　これは危ないかもしれない。

　久々に見る、しっかり人外って感じの化け物だ。

「あ、あの、えっ、いえ、私は違いますです、そういうんじゃなくて、その」

　俺の反応に逆に驚おどろいた様子で、おろおろとこちらを見つめる鳥の化け物。

「じゃ、じゃあ何だ。ひっつかんで空飛んで、巣に連れ帰ったりするタイプか？」

「い、いえ、そんな怖こわいこと……」

　後ずさりながら言うと、何な故ぜか向こうも怯おびえたように後ろに下がる。

　あれ？　何かおかしいような？

「わ、私はその、ただ少し後を……何も悪いことは……」

　そこまで言ったところで、少女は言葉を止めた。

　翼で頭を押さえ、帽子をぐいっと下げて顔を隠かくすと、肩を振るわせてしまう。

「可哀想に。お主ぬしが余りに驚かすから、泣いておるぞ」

「八や坂さかさん、酷ひどいことをしますわね」

「二人とも黙だまって見てた癖くせに好きなこと言うよな！」

　慌あわてて少女に駆かけ寄り、恐る恐る羽の辺りを撫なでる。

「ごめん、驚いて悪かったよ、泣かないでくれ、頼むから」

　手が触れると少女はびくりと震えたが、羽の間からおずおずと顔を見せた。

「こちらこそ、ごめんなさい……」

　少しズレた眼鏡と、真っ赤になった瞳が俺を映した。

　何だろうこの子は。一応化け物の類たぐいではあるんだろうけど、随ずい分ぶんと大人しい。

「君はその……何だ？　西洋で言うハーピーとか、そういう類いか？」

「あ、いえ、違います。ハーピーは手が翼ですけど、私はちゃんと腕がありますから」

　そう言って両手を振る少女。確かに、翼は背中から生えてるみたいだ。

「じゃあ、自己紹介をさせて頂いただきます」

　一度翼を口元に当ててコホンと咳せき払ばらいをした後、少女は大きく翼を広げてみせた。

「私は夜よ雀すずめです。どうぞよろしくお願いします！」

「夜雀？」

「……はい、そうです」

　じっと見つめていると恥はずかしくなってきたのか、しおしおと翼を畳たたんで、目を伏せてしまった。

「人間の後をついていって、後ろでチッチッと鳴く……そういう妖よう怪かいです。食べたりとか、そういうことは何もしませんです……」

「ああ、うん、一応知識としては知ってる。けど……」

　ぺらぺらと手帳をめくる。項目としてはちゃんと書いていた。

『夜よ雀すずめ』は夜に道を歩いていると後ろで鳴くという妖怪だ。

　ずっとついてくるが目には見えず、捕まえてしまうと夜や盲もう症しようになる。

　ただついてくるだけでも不吉で、決まった文言や念仏などで退散させる必要がある。

　ともあれ、比較的危なくはない妖怪だ。

　しかし、目の前の少女はイメージが違う。

「夜雀って、夜に出てくる目には見えない妖怪……じゃないのか？」

「それは……そうなんですが……」

　しょんぼりとした様子で、夜雀は小さく言った。

「夜道とか、怖こわいんです。何か出るかもしれないし……」

「妖怪だろお前」

　むしろ出る側だろうが。

「それに私、雀の妖怪ですから、目があんまり良くなくて。夜は辛つらいんです」

「だから、お前は鳥目にする方だろ！」

　言い訳のように眼鏡めがねを触る夜雀に突つっ込んだ。

「でも、夜に出たらちゃんと姿は見えないんです。この翼で体を覆おおってしまえば、どこに居いるかはわかりませんですから」

　そう言って、黒い翼で体を覆い隠す少女。確かに夜なら保護色だろうが、昼の山中ではびっくりするぐらいに目立っていた。カラスかお前は。

　突っ込み所が多すぎる。もう諦あきらめよう。

「……それで、一通り追いかけて満足したか？」

「それは……良ければもう少し、追いかけたいと思います」

　体を覆った翼の隙すき間まから顔を出し、夜雀が言う。

　不吉な妖怪につきまとわれるのも何だが、やりたいようにやらせてあげるか。

「じゃあ俺達はまだ登るから、好きなだけついてきていいよ」

「あ……ありがとうございます！」

　振り向くと、サキと美み雪ゆきさんが苦笑してこちらを見ていた。

「とりあえず……行こうか」

「大人しい妖怪で良かったのう」

「夜雀も歴史のある妖怪です。良い方と出会えましたわ」

　本当に良いことなんだろうか。

　後ろからしつこいぐらいにチッチチッチと鳴き声を聞かせてくる夜よ雀すずめだが、振り返って見ると──。

「ひぅっ!?」

「ああいや、怒ってないから」

　こうしてすぐに怯おびえてしまうし。ああもう、面めん倒どう臭くさい限りだ。

　後ろに夜雀を連れて山道を歩いてしばし、無事に隣となりの山頂に辿たどり着いた。赤あか城ぎ山さんは幾いくつもの山が寄り集まった複成の山だ。こちらの山からは大沼も見下ろせる。

「あの辺が清し水みず旅館か？」

「そのようじゃな。ほう、沼の上にボートがあるのう」

「後で行ってみるか？」

　山頂の景色を堪たん能のうした後、ふと思いついた。

「そうだ、記念写真ぐらい撮っていこう。夜雀、頼めるか？」

「えっ、あっ、はい……」

　自分に話がまわると思っていなかったのか、おずおずと寄ってくる夜雀に携けい帯たいを預ける。

「ここの丸いのを押せば良いから」

「はーい」

　緊張した様子で翼をはためかせ、夜雀は携帯のボタンを押した。

　微かすかにフラッシュが光り、並んだ俺達を照らす。

「ありがとう。じゃあ代わろう、夜雀も一緒に……」

「駄だ目めなんです。私、強い明かりに照らされるのとか嫌いやで……」

「じゃあ昼間に出てくるなって！」

　山頂で道を変え、今度は尾根を下っていく。このまま隣となりの山に入り、大きく迂う回かいしながら赤城山の中央に戻るのが今日のコースだ。

　両側が草木に覆おおわれた細い道を、四人並んで下っていく。

　夜雀は時折翼をはためかせ、大きく飛ぶようにして歩いていた。楽そうで羨うらやましい。

　しかし下りに入って体力的には楽になったが、気付かないだけで足への負担は増えている筈はずだ。

「結構歩いたな。頂上でも余り休んでないし、この辺りで休きゆう憩けいするか？」

　少し開けた辺りに出た所で休憩を提案した。

「そうじゃな。これまでずっと歩きっぱなしじゃった」

「それに、少し暑くなってきましたわ」

　美み雪ゆきさんは疲ひ労ろうよりも日差しの方が辛つらいらしい。

　ともあれ休憩を取ることにした。少し道を外れた所に丁度良い切り株を見つけたので、並んで腰掛ける。

「あー、疲つかれた」

　疲れた。今まで我が慢まんしていた一言を口に出すと、美み雪ゆきさんが苦笑して言う。

「八や坂さかさん、少しフィールドワークを増やした方が良いのではありませんか？」

「かもしれないですね。なまってるなー」

　無理をしていたのはバレバレだろう。言い訳もできなかった。

「ほれ、飲み物じゃ。途中で倒たおれぬよう、しっかり休んで行くんじゃぞ」

「ありがとう」

　サキから水すい筒とうを受け取り、口を付ける。

　涼すずしい山の風と、暖かい日差し。素晴らしい登山日和びよりではある。

　荒くなっていた呼吸を整えて、大きく息を吐はいた。高地だから酸さん素そは薄うすいだろうが、周りの木々が酸素を作っている。平地の町中と比べて酸素の濃度はどうなんだろうか。濃こいのか、薄いのか。

　何とも詮せんないことを考えながら、ぼんやりと上を見上げた──見上げたそこに、上からいきなり茶色の塊かたまりが落下してきた。

「だあああああああっ!?」

　いきなりなんだっ!?

　驚きながらも、反射的にかがみ込んで避よける。

　一応当たらない位置に落ちてきていたのか、その物体は鼻先をかすめるようにして止まった。

「何だこの…………何だ？　袋？」

　かなり大きめの、茶色の袋だ。どこからかぶら下がっているのだろう、ぶらんぶらんと左右に揺ゆれている。

　そしてその袋口からにょっきりと顔が出てきた。

「ばー！」

「お前かよ！　薬や缶かん吊つる──じゃなくて、釣瓶つるべ落おとし──でもなくて、天てん井じよう下さがり！」

「今日は茶ちや袋ぶくろだよ！」

「今日はとか言ってる時点で滅茶苦茶だ！」

　落ちてきてぶら下がる系列を一手に引き受ける天井下がり。今回はお茶の匂においが染みついた茶袋に入って落ちてきた。

　そういえば、確かにそんな話もあった。

『茶袋』というのはお茶を入れて煮る為に使う布製の袋だ。

　それがどこからか落ちてきたり、宙に浮いていたりするのだという。

　それを目撃すると体調を崩したり、病やまいにかかったりする──それが妖よう怪かいである茶袋だ。

「お茶ちや臭くさくて悪いね！　これも仕事だから！」

「いや、俺は好きな匂においだけどさ」

　一度は驚おどろいたが、見覚えのある顔で安心した。しかし俺の学校に住んでいる天てん井じよう下さがりがわざわざこんな所に来てまで驚かすことはないだろう。

「こんなに出張してきて大丈夫か？　土ど着ちやくの妖よう怪かいとかが気分を悪くしたら――」

　どさっと何かが倒れ込む音が聞こえて、言葉を止める。

　見ると夜よ雀すずめが目を回して倒れ込んでいた。

「夜雀っ!?　どうした、大丈夫か？」

　慌あわてて身を支えると、少女はぐらぐらと揺ゆれながら、か細い声を漏もらす。

「び……」

「び？」

「……びっくりしましたです……」

「お前妖怪向いてないよ！」

　仕方がない。夜雀が調子を戻すまで休きゆう憩けいにしておこう。

「それで、どうしてこんな所に出てきたんだ？」

「枕まくら返がえしちゃんがね、ここに来てるみたいだから行くと良いって教えてくれてね！　この機会に他の落ち物でも出て行こうと思ってさ！」

「そういう情報は共有してるのかよ」

　傍はた迷惑なネットワークだった。

「こっちの土着妖怪は大人しいのが多くてね。出たいなら好きにしろって言ってたよ！」

「話が通ってるなら良いけど……そっちは帰ったら見るからさ。もう良いだろ？」

「あーいさー」

　びよんびよんと紐ひもを使って宙を飛び、天井下がりは森の中へ戻っていった。

　大人しく帰ってくれて助かる──と思ったのだが、どうやらそうでもないようだ。少し離れた木の陰に隠かくれ、ごそごそと動き出した。

「あいつ、何やってるんだろう」

「……袋から出ているようですわね」

　俺達の視線に気付いて居いるのか居ないのか、茶ちや袋ぶくろから出た天井下がりは、割かつ烹ぽう着ぎを着た正しい天井下がりに戻った。そして茶袋の中から大きな薬や缶かんを取り出すと、それに紐をくくりつけ始める。

「木の上から落ちてこそパーフェクト薬缶やかん吊つる！　これをやらないで帰るわけには……」

「いいから帰れー！」

「あー！」

　全力で薬缶を蹴けり飛ばした。転がっていく薬缶を悲しげに見守る天井下がりだったが、可哀想だとは欠片かけらも思わなかった。

「……調子に乗り過ぎた。足が痛い」

「薬や缶かんなど蹴けるからじゃろうが」

　あれは蹴らずには居いられなかったんだ、仕方ないじゃないか。

「これが夜よ雀すずめと茶ちや袋ぶくろが呼んで来た不幸か……」

「八や坂さかさん、そこまでは妖怪も責任を負いかねます」

「ですよね」

　夜雀が起き上がった頃、ようやく足の痛みも治まってくれた。

　体を休める代わりに精神的に消耗したような気分で、俺は山歩きを再開した。










「この山の妖よう怪かいってさ、やたらと統制が取れてるんだよね！　君達は目的があって来てるからあんまり邪じや魔まをしない、みたいな空気があったよ！」

「へえ、それで意外と誰も出てこないのか」

　尾根を下りながら、天てん井じよう下さがり──じゃなくて、茶袋の話を聞く。

「わ、私、聞いてないんですが……」

　随ずい分ぶん驚いた様子で夜雀が言う。が、なんとなく理由はわかった。

「お前、他の妖怪が近づいてきたら逃げてたんだろ」

「な、何でわかるんですかっ!?」

　人間に怯おびえるような妖怪だ。そりゃ同類の妖怪はもっと怖こわいだろう。

「邪魔はしちゃ駄だ目めだけど、もしも必要があれば助けてやれ！　って感じだったよ。学校と似たような雰ふん囲い気きかな？　きっとお偉えらいさんに気に入られたんだと思うよ！」

「そりゃ助かるけど、まだ何もしてないんだけどなあ」

　知らぬ間に何かが起きていると聞くと、どうも嫌いやな予感しかしない。例えそれが良いことであってもだ。

「この山で大物の妖怪……ですか」

　と、美み雪ゆきさんが眉まゆをひそめた。

「お知り合いが？」

「いいえ、直接の面識はありません。ただ、名前は存じています。八坂さんも間違いなく知っている筈はずですわ」

「そんな有名な──」

　妖怪がこの山に、と。最後まで口に出せなかった。

　一いつ瞬しゆん地面が揺ゆれたかと思うと、周りの土が大きく盛り上がり、まるで俺を囲うかのように輪を作ったのだ。

「な、なんだこれっ!?」

　急いで土の輪から逃げ出そうとしたが、それを阻はばむように土はさらに大きく盛り上がった。乗り越えられないぐらいの大きな土の円。

　そして土の円が見る見るうちに狭せばまっていく。

「いや、これは……違う。土じゃない。太い、もの凄すごく太い……指と、手のひら？」

　驚き過ぎて逆に冷静になっていた。よくよく見て気がつく。これは手だ。一本一本が信じられないぐらいに大きく、長く、太い指。そして大きく広い手のひら。恐おそろしい大きさの手が俺を握にぎり潰つぶそうとしているのだ。

「まずい……誰か、助けてくれー！」

　手の向こう側に居いるだろう皆に助けを求めるが、誰からも返事がない。

　ちょっと待ってくれ、いくら超常現象だって言ってもそれはないだろう、握り潰されたら流さす石がに死ぬぞ！

「待って待って落ち着いてくれ！　死ぬ、死ぬから！　握られたら死むぅぅっ!?」

　ついに巨大な手が俺をとらえた。ほんの少し力を入れただけで俺を破は裂れつさせられるだろう力のこもった拳こぶしだ。それが俺をしっかりと握り──そこで、止まった。

「……止まった？　終わりか？」

　握り潰しはしないのか。そこで終わりなのか。

　気を抜ぬきそうになった直後、巨大な手が動き出した。

　真下に、土の中に戻るように。

「え……戻るのか？俺を握ったまま土の中に!?」

　それは駄だ目めだろ、窒ちつ息そくするぞ！

　慌あわててもがくのだが、まさに手中に収められた俺にできることはたかが知れている。叩たたいても、引っ張っても、ひっかいても、巨大な手は気にも留とめず、そのまま土の中へと潜もぐっていく。

「埋まる、埋まるって！　やめ……うわ、土、土に入ってるって！」

　足からどんどん地面の中へと埋まっていく。土の冷たい感かん触しよくが足から腹部、腹部から胸へと上がっていく。

　そしてついに、首まで土の中へ飲み込まれた。

「駄目だって！　死ぬ！　人間は土の中じゃ息ができないんだから、これ以上引っ張り込むのは────あれ？」

　止まっていた。

　俺を首まで土の中に飲み込んで、巨大な手の動きは止まっていた。

「…………えーと、え？」

　助かったのか。そう思って体を動かそうとするが、動かない。

　土の中に埋もれているんだから当たり前だ。

　これは助かったって言っていいのかどうなのか。これはこれで割とどうしようもない状況じゃないだろうか。

「これは……見事に首だけになっておるのう」

「八や坂さかさん、ご無事ですか？」

　困った様子でサキが、心配そうに美み雪ゆきさんが近づいてくる。

「二人とも、助けてくれても良いのに……」

「助けようとはしたんじゃが、余りに規模が大きくてのう」

　目の前に座り込み、首だけになった俺の頭を撫なでるサキ。この状態でそんなことをされても慰なぐさめにもならない。

　ならないんだけど。

「……あの、サキ？」

「むう、どうやって出したものじゃろうか。頭を引っ張ったらもげてしまうしのう」

「うん、それは勘かん弁べんして欲しい。そうじゃなくてサキ、ちょっと、その……」

　短いスカートなんて穿はいているのに、顔の目の前でしゃがみ込まないで欲しい。

　キュロットスカートの構造的に見えないのはわかる。むしろ見えないから気にしていないんだろうけど、こっちは気になるに決まっている。

「サキ、悪いけどちょっと立ってくれるか」

「……？　構わぬが」

　立ち上がったサキを下から見上げて、すぐに目を逸そらした。

　これはこれで変な気分になる。地面から頭だけ出してるんだ、そりゃそうなるか。

　とりあえず出してもらわないと困るんだが、サキの方を見るのも気まずい。

　困り果てる俺に、難しい顔をしていた美雪さんが言った。

「……八坂さん。折角ですので、少しご挨あい拶さつだけでもしていきませんか？」

「ご挨拶って……誰にですか？」

「これを行った方に、です」

　地面に埋まった首の下を指して言う美雪さん。

　これをやった犯人か、どんな野郎だ──と強く言うことはできなかった。この巨大な手の持ち主が一体どんな化け物なのかを考えるとうかつなことは言えない。ぷちっと握にぎり潰つぶされるのも地面に飲み込まれるのも勘弁して欲しい。

「でも、挨拶って、どうやって？」

「まもなく出てきてくださると思いますので」

　出てくる？　と首を傾かしげようとして、顔が地面に当たるので諦あきらめた。

　そして数秒と経たたず、地面がぐらぐらと揺ゆれ始める。

「うわったっ……痛え！　全部埋まってるから地震が普通に痛え！」

　揺ゆれる大地に締しめ付けられ、全身が痛む。鈍にぶい痛みに耐たえていると、目の前の地面がゆっくりと盛り上がり始めた。太い柱のような物がどんどんと伸びていく。

「あ……これ、さっきの指？」

「そうです。こちらが、この山に住まう妖よう怪かい、ダイダラボッチ様です」

「ダイダラ……ボッチ……」

　絶句してしまった。

　ダイダラボッチ。大物なんてレベルじゃない。神話の時代から伝わる、日本でも随ずい一いちの妖怪伝承だ。逸いつ話わなんて数限りなくあるが、一番わかりやすいもので言えば、富士山を作ったと言われるのがダイダラボッチなのだ。敬うやまっても敬ってもまだ足りない、神と言っても差し支えのない存在だ。

「そうです、この国そのものを作ったとも言われる、偉い大だいな妖怪です」

　もっと詳くわしく手帳を確認しようにも動けない俺に、美み雪ゆきさんが教えるように言う。

「普段ならこの国の何ど処こにでも居いて、何処にも居ない。ですがこの山は、ダイダラボッチ様が腰を下ろしたと言われる場所。紛まぎれもなく、このお方の土地です」

　雪女は、指に深く頭を下げた。

「貴方あなたの土地に足を踏み入れたことをお許しください。我々にこの地を荒らす意図はなく、ただ人が土地に預けた遺産の──」

「あ、あの、雪女さん？」

　美雪さんの言葉を遮さえぎり、夜よ雀すずめが言った。

「ボッチさん、別にそんなこと言いに来たわけじゃないみたいですけど……」

「……え？」

　きょとんと目を見開く美雪さん。

「それよりも一番聞きたいのは……」

　ちらとダイダラボッチの指に視線を向けて、何とも言い難にくそうに告げる。

「どうだ、驚いたか、と……」

「滅茶苦茶ビックリしましたよ！」

「や、八や坂さかさんっ！」

　美雪さんが泡あわを食って俺を止めるが、ダイダラボッチの指の方は得意げに、ぐるぐると空中に円を描いてみせた。

「ご満足のようです」

「ダイダラボッチ様……」

　愕がく然ぜんとする美雪さんには悪いんだけど、そんなには意外でもなかった。ダイダラボッチも、やっぱりこういうタイプか。

「えーと、ボッチさんが言うには……」

　怪あやしげにうねうねと動く指をふむふむと見つめ、夜よ雀すずめ。

「全身で出てくると人間がびっくりするから、手と指で勘かん弁べんしておけ、だそうです。別に編へん纂さんはどうでも良いけど顔ぐらいは出しておきたかった……」

　そして指がぴっと曲がって俺を指す。

「顔は出していないがな、と……」

「大きさの割にしょうもないことを言うなあ」

　俺がそう漏もらすと、大地そのものが笑うように、地面がぐらりと揺ゆれた。

「しかしダイダラボッチ。一つ疑問なのじゃが」

　てくてくと歩いて来たサキ。別に敬うやまっていないわけではないようなのだが、教授に接する時と変わらず、いつも通りの自然体だ。

「この埋められた出雲いずもじゃが、どうやって出すんじゃ？」

「…………」

　ぴたりと停止するダイダラボッチの指。

　じっと見つめる全員の視線を浴びた太い指は、最終的に空を指し──。

「あっ」

「に、逃げんなー！」

　大きく大地を揺らし、そのまま地面に戻って行ってしまった。

「狼おおかみの神によろしく、とのことです」

「教授の知り合いかよ！」

　それで妖よう怪かいの邪じや魔まが少なかったのか。事前の根回しに感謝したいとは思うが、俺が地面に埋まっている最中も旅館で惰だ眠みんを貪むさぼっているであろう教授を思うとどうも納なつ得とくがいかない。

「どうするんだこれ、首まで埋まって身動きがとれないぞ」

　過去最大級の危機に陥おちいった、埋められた俺。

「ダイダラボッチ様……どうして……」

　そしてがっくりと膝ひざをついた美み雪ゆきさん。

　何かもう、大だい惨さん事じだった。

　その後、氷で作ったスコップで地面を掘ほり、何とか肩まで外に出た俺が引っ張り出されるまで、およそ二時間が必要だった。

「思うんじゃが、この穴を掘り抜けば埋まい蔵ぞう金きんが出てくるのではなかろうか」

「ここから出てくる埋蔵金なんて、あったとしても見たくない」

「……そうじゃな」

　土まみれになって呻うめく俺に、サキは痛ましげに頷うなずいた。
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　埋まい蔵ぞう金きんの埋められた場所についてはまだ目星がついていない。しかしそろそろ日も傾かたむいてきた。いい加減に帰らなければならない。

　そんな状況だが、俺達の後ろにはチッチッチッチと煽あおる夜よ雀すずめが居いるし、びよんびよんと上下に揺ゆれながらついてくる茶ちや袋ぶくろも居る。そんなよくわからない生き物と一緒に歩けば、何をやっているのかは気になるに決まっている。

　サキや美み雪ゆきさんも居るし、あれこれと話もする。

　すると当然だが、注意力も散さん漫まんになる。

　さて、何も考えずに山道を歩いているとどうなるか。

「なあサキ」

「うむ。ツツジが綺き麗れいに咲いておるな」

　色とりどりのツツジが混ざり合って咲いている。確かに綺麗な光景だったが、そんな話じゃなくて。

　俺は進行方向を指さして尋たずねる。

「俺達ってこの道を下ってるんだよな」

「さっきからずっとこの道だったであろう」

「だよな」

　そして元来た道を指して、再び尋ねる。

「でさ、あっちから来たんだよな？」

「そうじゃが、それがどうしたんじゃ」

　進行方向を確定した後、コンパスを水平に置いた。

「見てくれ。コンパスによると、進行方向が東。元来た方が西だ」

「そうなっておるな」

「だろ。で、本題なんだけど」

　最後に地図を見せて告げる。

「俺達が本来向かってる方向は南なんだ」

「…………困るではないか」

「困るんだよ」

　困っているのである。

　尾根を下っていたつもりが、同じ下りなので別の道を進んでいるのに気付かなかったのだ。

　ダイダラボッチの大暴れで気が抜けていたのもあるが、それにしても大失敗だ。

　徐じよ々じよに日も暮れてきているし、このままでは遭そう難なんまであり得る。

「困ったな、いつ道を間違えたんだろう。とりあえず戻ってみようか、それとも本来の方向に歩いてみようか」

「どちらも危険はあるのう」

「でもこのまま進んだら絶対に帰れないんだよ」

「私は雪山の妖よう怪かいですから、この程度の山なら平気ですが……」

　山歩きの準備はしているし、リュックの中には緊急用の食料も、暖だんを取る用意もある。それでも命の危険があるぐらいには切せつ羽ぱ詰つまった状況だ。

　さて、どうしたものかと皆の様子を見る。

　近くの木にはぶら下がった茶ちや袋ぶくろが揺ゆれている。迷っているというのに楽しげに笑っていた。翼を持った少女は不思議そうにこちらを見てチッチッと鳴いている。美み雪ゆきさんは静かに俺を見返すだけだし、サキは困った様子ではあるが、迷っていること自体が原因のようには見えない。

「……あのさ。これって皆が本気を出したら、結構どうにでもなるんじゃないか？」

　視線を向けると、全員が素直に頷うなずいた。

　そりゃそうだろう。茶袋はひょいと上に飛べば大沼の方向が見えるし、この山が住すみ処かの夜よ雀すずめは道を知っているだろう。サキは鏡越しに飛べばどうにでもできるし、美雪さんだって山の中で力が増している筈はずだ。どうにでもなる。

「ったく、困ってるのは俺だけか……」

　人間は不便だけど、仕方がないな。

「とりあえず戻って、間違えた所を探すよ。茶袋と夜雀、飽きたら帰って良いんだからな」

　そう伝えて、元来た道を引き返した。

　闇やみ雲くもに進むよりはマシだと思うが、ちゃんと戻れるのか、元の道を見つけられるのか、何もかもが問題だ。

「参ったな……」

　重いだけだったリュックが今は頼りに感じられる。やっぱり備えあれば憂うれいなしだ。

　気合いを入れて上り坂を進む。

「……出雲いずも」

　隣となりに並んだサキが真剣な表情で言った。

「どうしてじゃ。言えば良いじゃろう」

「……何を？」

　強いサキの視線に、思わず目を逸そらす。彼女は視線も言葉も揺るがせることはなかった。

「何を、ではない。どうにでもなることだと、お主ぬし自身が言うたではないか。道を示せと、案内しろと、連れて行けと、ただそう伝えるだけで、妾わらわ達はお主の力になったはずじゃ」

　もどかしげに俺の手を握り、サキは訴えるように言う。

「初めて会ったあの日、何でも力になると言ったはずじゃ。人の力になる伝でん鬼きも沢たく山さん居おると教えたじゃろう。なのにお主は妾達を決して使おうとはせぬ」

　サキの指先が、俺の手首に結ばれたミサンガに触れる。

「使うって言い方はどうかと思うけど……」

「そのような話ではないのじゃ」

　言葉だけの反論をした俺に、彼女は取り合ってはくれなかった。

「お主ぬしが妾わらわに頼るのは、どうしようもない時か、どうでも良い時か、そのどちらかだけじゃ。何も妾に悪事を命じろと言っているのではない。ただお主一人が楽をする、その程度の利益なら得てもよかろう」

　一息に言って、サキは言葉を止めた。

　ずっと俺の目を見つめていたサキの視線が下にずれる。

「妾はただ友として、お主を助けたいと思っておるだけじゃ」

「…………ありがとう」

　サキの手を握にぎり返し、俺は一言だけを返した。

　わかってるつもりだ。ここで俺が妖よう怪かいに道を聞いて旅館に帰るのも、苦労して道を探して家に帰るのも、全く差はない。意地を張っても迷惑をかける相手が増えるだけだ。

「でもさ、俺は民みん俗ぞく学がく者しや志望なんだよ。だからって訳じゃないけど、沢たく山さん知ってる。欲深い男が人外の力を利用しようとして不幸になる、そんな話を」

「お主は……お主は、そうはならぬ。互いに助け合うことを否定するほど、人は狭きよう量りような思いを伝えてはおらぬ筈はずじゃ」

　少しだけ言葉を揺ゆらして、サキは言い募った。

　うん、そうかもしれない。

　逃がしてもらった鶴は恩を返すし、笠かさをもらったお地蔵様は優しい人間を見捨てない。良いことをした人間は報むくわれていい。それもまた古くから伝わる掟おきての一つだ。

「でもさ、そうであっても……俺は人間らしいままで居いたいんだよ」

　そっと後ろを振り返ると、茶ちや袋ぶくろと夜よ雀すずめはまだついてきていた。美み雪ゆきさんが何やら話しかけられているようだ。若い雪女は、歴史の割に全く重みがない先輩妖怪達を扱あつかいかねているようだ。

「人と人の間に鬼が居るなら、俺は人のままじゃないと駄だ目めた。俺は人らしいままで、サキ達に会いたい。ちゃんとびっくりして、感動して、喜んで、それを皆に伝えたい」

　今もポケットに入った手帳を服の上から撫なでて、続ける。

「絶体絶命の窮きゆう地ちでも、絶対に人外の力が助けてくれる。危ない目に遭あっても決して死んだりしない。そんな人間が、どうやって他人に気持ちを伝えられるっていうんだ。どんな情熱を持って本を書けるって言うんだ。伝でん鬼きも妖怪も、怖くて、不思議で、素敵なものであって欲しい。便利で使えるものになんてなって欲しくない。俺はこれからも苦労するよ。幾いくらでも意地を張って、買ってでも苦労してやる」

　痛む足を引きずって、前に踏み出す。一歩一歩山を登る。

「……でもさ、本当はそんなに苦労って訳でもないんだ。だってその苦労が必ず報われるってわかってるんだ。夜雀に会って、茶袋に襲おそわれて、ダイダラボッチに捕まって、道に迷った挙げ句、ようやく生きて帰る。これを書いたら、絶対に面おも白しろい一節になるよ。全部サキ達のお陰なんだ。もう充じゆう分ぶんに助かってる。気に病やむことなんて何もない」

「……そう、か」

　納なつ得とくした、という声音ではなかった。しかしサキは何度か頷うなずいて、もう一度俺に瞳を向けた。

「出雲いずもの気持ちは伝でん鬼きとしては喜ばしいんじゃが、友人としては悲しい。そして──少しだけ楽しみでもあるのう。何せこれからもお主ぬしが苦労するところを隣となりで見られるんじゃ」

「酷ひどいな。悪いけど、本当にどうしようもなくなったら頼むつもりだからな。俺だって遭難なんてしたくないんだ」

「当たり前じゃ」

　苦笑した俺の手を包み込むように両手で握り、サキは微笑ほほえんだ。

「お主が妾わらわの編へん纂さん者しやで良かった。誇ほこりに思うぞ」

「ありがとうな」

　サキの言葉は本当に嬉うれしかった。今の一言でこれまでの苦労が帳ちよう消けしになるぐらいに、この先の試練も耐たえられると確信できるぐらいに。

　でも、俺が考えていたことはそれだけじゃなかった。

　金がなくてどうしようもなかった時。皆ならどこからでも持ってこられるんじゃないかとか、誰も損をせずに利益を得る方法はあるんじゃないかとか、考えないわけじゃなかった。

　でも、怖かった。欲にまみれて罰ばちが当たることだけじゃない。自分の欲望が現実になる、そのことに慣れてしまうのが怖かった。

　俺の一番の望み。それはきっと簡単に叶かなう。この繫つないだ手の先に居る彼女に一言伝えればそれで良い。欲しいと、自分の欲望を伝えるだけだ。

　それで手に入る筈はずなのに。それなのに、絶対に全てを失ってしまう。彼女の信頼も、心からの微笑みも、永遠に得られなくなる。たった今サキからもらった大事な想いと言葉を、二度と得られないのだ。

　矛む盾じゆんした、しかし単純な気持ち。俺はそのバランスを取る自信がなかった。重しがなくなった自分がどこまで転がるかわからないのだ。

　人外と触れ合うからこそ、人らしく居たい。そう考えているのは確かな事実だ。

　でも、自分の心の弱さから逃げているのも間違いのない事実だった。










　しばらく戻ったところで、運良く交差する道を見つけることができた。コンパスを確認し、正しいと思われる方向を選ぶ。

　気付けば茶ちや袋ぶくろと夜よ雀すずめの姿はなかった。三人で荒れ果てた山道を行く。

　このまま行けば旅館に戻れるかもしれない。そう思って歩いていたのだが。

「……崖がけ、か」

「もうこれ以上は進めませんね」

「むう……」

　俺達が行き着いたのは途と切ぎれた道と、数メートルはある崖だった。

　とてもじゃないがジャンプして渡れる距離ではないし、落差も相当ある。向こう側に行くのは無理だろうし、道が間違ってる以上はその意味もない。

「コンパスによると、こちらが西です。方向は確かに正しい筈はずですわ」

「ってことは、逆にどうしようもない訳ですか」

　完かん璧ぺきに手て詰づまりだ。目的地から離れるのがわかっていて元来た道を戻るか、さっき大見得を切ったのにサキ達に頼るか、そのどちらかしかない。

「はあ……なかなか上う手まくはいかないな」

「出雲いずも、妾わらわは笑ったりはせぬぞ？」

「わかってる。そんな心配はしてないよ」

　傷が浅い内に頼んだ方が良いとは思う。しかし一つだけ希望があった。

　崖の反対側には一本の太い白しら樺かばがそびえているのだが、ご神木か何かなんだろう、白いしめなわが結ばれていた。つまりあちら側には人が来るということで、かなり人里に近い位置に居いる筈なのだ。

「もしかしたら、誰かに聞こえるかもしれない。叫さけんでみる」

　大きく息を吸い込み、両手を口に当てて、叫ぶ。

「おーーーーーいっ！」

　おーい、おーい、おーい、とどこからか山やま彦びこが返ってきた。

　それだけだった。

「もう一回。おーーーいっ！」

　おーい、おーい、おーい──。

「誰の気配もありませんわね」

「そりゃ、そうですよね……」

　わざわざご神木を見に来る物好きな人は多くないだろう。返事がある可能性は低いと思っていた。

　でも、最後にもう一回だけ。

「おーーーーーーいっ！」

　なーにー、なーにー、なーにー。

　山彦が返ってきた、それだけだった。

「──あれ？　返事、返ってきた？」

「……確かに返事のようなものが聞こえておったが……返事と言うよりは、山やま彦びこ……？」

　首を傾かしげるサキ。

　確かに俺の耳にも、山彦が変化して返ってきたようにしか聞こえなかった。

　もう一度息を吸い込み、思いっきり叫ぶ。

「たすけてくれーーーっ！」

　あーい、あーい、あーい。

「……なんか、助けてくれるらしいな」

「山彦──木こ霊だまですわね」

　恐らくは美み雪ゆきさんの言う通りだろう。

　遠くの山へ向けて叫んだ声が反はん響きようして戻ってくるという現象は、物理的に起こり得る。しかし昔の人にそんなことはわからない。それ故ゆえに、山彦、もしくは木霊という妖よう怪かいの仕し業わざであると考えていたのだ。俺に返事をしたのはその妖怪、山彦だろう。

「山彦が助けてくれるらしいけど、どうするつもりなんだろう」

「八や坂さかさん。山彦に頼るぐらいなら私に言ってください」

「いや、そんなつもりで叫んだ訳ではないんですけど。……ともかくここに居いても仕方がない。少し戻って分かれ道がないか探してみましょう」

　疲つかれた足に鞭むち打うって、再び歩みを進める。心配げに寄り添う二人には本当に申し訳ない。

　こうして戻りながら山道を見ると、いくら登山道と言っても余りに手入れがされていない。やっぱり道そのものが間違っているんだろうか。真ま面じ目めに道を見ていればこんなことにはならなかったのに。

　そんな後こう悔かいの念を押し殺して歩いていると、前方に小さな人影が見えた。

「む、誰か来たようじゃな」

「あれって……」

　ひょこひょこと跳ねるようにやって来た人影は、ふわふわの髪を揺ゆらして、見覚えのある着物を着ていた。

「旅館の、女将おかみさん」

「やっほー。もう、探したよー？」

「探したって……俺達、もう行方不明扱あつかいなんですか？」

　予定より大だい分ぶ遅れているが、まだ日は沈んでいない。舞まい佳か達がこちらを探し始めるには早すぎる時間だ。そんな俺の思考を見て取ったように、女将さんは笑って首を振った。

「違う違う、他の子が探してたんじゃなくって。君が助けてって言うからさっ」

「あれ、聞こえてたんですか？」

　そんなにも旅館に近い位置に居たのか。いやまさか、そんな筈はずはない。それなら建物ぐらいは見える筈だ。

「あれ、もしかして本当にわかってない？　わかってないんだ。うわー、やっちゃったかな。ま、仕方ないよねっ？」

　何の話だろう。疑問符に覆おおわれた俺の前でとんとんと跳ね、女将おかみさんは言う。

「覚えてないっかな？　山やま彦びこ、木こ霊だま、叫んだ言葉がそのまま返ってくる山の妖よう怪かい……そのもう一つの顔。人の言葉を、人の考えた言葉を、そのまま返す言葉の妖怪」

「…………あ」

　ふっと去来した朝の記憶。

　倒たおれかけた女将さんを気遣うオーナーが言った言葉。彼女はこう呼ばれていた筈はずだ。

「聡さと璃り……サトリ、さん」

「そっ。おっそいなー、編へん纂さんやってるんじゃないのん？」

　妖怪『サトリ』とは、単純に言うと人の心を読む妖怪だ。

　猿の化身とも天てん狗ぐの化身とも言われる妖怪で、木霊や山彦と似た伝承を元にしている。

　残っている伝承の多くは、山で働くきこりや狩人をからかうというものだ。

　からかわれた彼らは無視しようとするのだが、その意思もまた読まれている。

　そして叩たたき割った木の破片が飛んだり鉈なたの先が飛んだりという偶ぐう然ぜんの出来事に驚かされて逃げていくというのが定番だ。

　じゃあこの場で起こせる偶然の出来事って言うと──。

「いやー、悪いけど結構長く生きてるし、そんな古典的なことで驚いたりはしないっかなー」

「あ、すいません。別に追い払おうとしたわけじゃなくて」

　癖くせで対応策を考えていただけだ、という部分も読まれているんだろう。

　なんだか楽なような、ちょっと怖いような。

「ま、細かいことは気にしなくて平気さっ。青少年の青い劣れつ情じようを読んだぐらいで照れるようなお年頃じゃないからね！」

「考えてもいなかったのに、そんなこと言われたら誘ゆう導どうされそうになるでしょうが！」

　目の前で座り込むサキの姿が脳のう裏りをよぎり、慌あわてて打ち消す。聡璃さんはにやにやと楽しそうに俺を見ていた。

　そういうのよくないですよ。

「ごめんごめんっ。ま、ちゃんと送ってったげるからさ」

　そう言って、ちっこい女将さんは歩き出した。

　ついていって良いんだろうか。これはこれで妖怪の力に甘えているのと変わらないんだが。

「これはお客さんへのサービスみたいなもんだから、気にすることないって。夜まで見つかんなかったら、どうせ私も探しに来てたしねっ。ってか、自分で助けてって言っといて、なーに考えてるのかなー、もう」

「いや……すいません」

　そりゃ宿泊客がハイキングから戻らなかったら探すに決まってる。結局迷惑を先取りして終わっただけか。

「要するに出雲いずもはまだまだ未熟だということじゃな」

「精しよう進じんするよ」

　諦あきらめをつけた俺に安あん堵どしてか、サキは機き嫌げん良く言った。

「妖怪……あなたが。申し訳ありません、ご挨あい拶さつが遅れて……」

「いやいや、気にしなくて良いよ。私は引退してるようなもんだしねっ。っていうかそもそも、そっちはお客様だし！」

　先輩妖怪に頭を下げる美み雪ゆきさんと、それを止める聡さと璃りさん。

「それにね、謝らないといけないのは私の方かな」

「どうしてです？」

「多分ねー、犬いぬ飼かいさんは私の為に君を連れてきてくれたと思うんだよねー」

　教授が、聡璃さんの為に？

「あ……そっか、編へん纂さんしないと」

　慌あわてて手帳を取り出し、ペンを握にぎった俺の手を──聡璃さんが止めた。

「そう、それさっ。実は折り入って頼みがあってね！」

　にっこりと邪じや気きなく笑い、聡璃さんは続けた。

「それに書いてある私のこと、消しといて欲しいなってね」

「え、いや、駄だ目めです」

「うわっ、本当に考える前に即そく答とうした！　凄すごいね君、今本当に無意識だったよ!?」

　そんなことを褒ほめられても困る。

「どうしてですか？　オーナーと結婚して、一緒に暮らして、旅館もやってて、上う手まくいってるんでしょう？　何が不満なんですか？　聡璃さんが消えたりしたら、オーナーは絶対に悲しみますよ！」

　今朝のオーナーの狼ろう狽ばい振りを考えれば、そんなのは絶対に認められない。

　強い決意を持って言った俺に対して、何な故ぜだろうか、聡璃さんは照れたように頰ほおを染めた。

「どうしてって……それ聞く？　聞いちゃうの？　ねえ、聞きたいんだねっ？　話しちゃっていいんだよねっ？」

　何このリアクション。どうして嬉うれしそうなんだよ。

「まあ、とにかく理由は知りたいですけど」

「よーし、じゃあ聞かせてあげよう。ぬふふふふ」

　怪あやしく微笑ほほえむ聡璃さん。うわー、嫌いやな予感がする。

「いやいや、悪いことなんかじゃないんだよ？　何から話そうかなー。……うん、そうだね。実はさ、昔はうちの旦だん那なも編纂やろうとしてたんだよっ」

「オーナーがっ!?」

　あの人が、俺の先輩!?

「ああ、違う違う」

　息を呑のんだ俺に、あっさりと否定する聡さと璃りさん。

「君みたいに伝でん鬼きも書こうなんて殊勝な人じゃなかったし、やろうとしたってだけで、始める前に諦あきらめたのよ。実際に妖よう怪かいの編へん纂さん者しやとして何かするってのは欠片かけらもできなかったんだー」

「それ、は……」

　俺が聞いても良い話だったんだろうか

「ううん、違うんだよ？　悲しい話じゃなくて、ラブロマンスだからさっ」

　両手を頰ほおに添えて、ふわふわの髪を揺ゆらして照れる聡璃さん。

　編纂できなかった、ラブロマンスの話？

「実はねー、旦だん那なが本格的に編纂やろうって決めた原因が、私に会ったことだったんだ。妖怪とか本当に居いるんじゃん！　ってね。そんでね、編纂やろうとは思ったんだけど、これが情なさけないことに他の妖怪とは全く会えなくて。まともに内容を書けそうだった妖怪はサトリだけって有様だったのさっ」

　妖怪に会えない。編纂者なのに──いや、違う。編纂者ではなかったから、か？

「そそ。何の後ろ盾だてもなく、誰にも認められてない自称編纂者。そんなのは普通の人間以上に敬遠されちゃうからねー。旦那は本気だったんだけど、それが読めるのって私だけだしさっ」

　普通なら残念な話だが、聡璃さんはあくまでも上機嫌だった。

「出雲いずもは狼おおかみの神に認められ、編纂を始めておる。しかしサトリ、お主の良人は──」

「鶴の一声で決めちゃうような権利があって、それを簡単に広められる大怪獣、この国にはそんなに居ないからねー。うちの旦那じゃなっかなか見つけられなくてさ。気がついたら私のことばーっかり要らないぐらい書き込んじゃって、もう編纂してるんじゃなくてサトリ観察日記を書いてるみたいだったよっ」

　恥はずかしかった恥ずかしかった。そう言って聡璃さんは下げ駄たの歯で地面をえぐった。

「それが悪かったのかな、気がついたら私とねんごろでねー。もう編纂なんていいかなーってなっちゃったの。それで今は二人で旅館なんてやってるのさ」

「はあ……なるほど、ラブロマンスですね」

「でっしょー？」

　編纂を始めてしまうと、恋人が居ても二人で居られる時間は少なくなる。日常生活も落ち着かないものになるだろう。始める前に諦めるのは間違っていないと思う。

「んで、その頃に手を貸してもらったのが犬いぬ飼かいさんでねー、うちの旦那はあの人に頭が上がんないのよ。この山を選んだのも、日本で沼と言えばここだ！　って感じでさ。どれだけ心しん酔すいしてるんだかねー」

「そういう仲だったんですか……」

　教授が気に入る場所にたまたま知り合いの旅館があった訳じゃなく、教授が気に入りそうな場所だから旅館を建てたのか。

「で、その……ここまで言えば、わかるんじゃないかなーっと思うんだけど？」

「ええ、まあ」

　大体察しはつく。口にするのも恥はずかしいが、この人は旦だん那なさん以外に書かれてやる気はないぞと考えているわけだ。

「そそー、大正解。んっふっふ。純愛っしょー？」

「正直言って憧あこがれます」

「お、わかってるねっ！」

　仮に俺が編へん纂さんを諦あきらめたとしても、絶対にサキだけは他の男に書いて欲しくない。それと同じような気持ちを聡さと璃りさんが抱いているのならそれは理解できる。

　妖よう怪かい関係は美み雪ゆきさんが担当だと思う。ちらりと視線を向けてみる。

「とても素敵なお話しでした。聞いた人がときめいてしまうような、むしろ広めたいぐらいの。ですが……それは余計なことですわね」

　美雪さんは小さく頷うなずいて言った。

「八や坂さかさんが良いと思うのでしたら、構わないのではないでしょうか」

「……わかりました。一応確認しておきますけど、俺が広めなかったせいで大変なことになるとか、そんなことはないですよね？」

「もっちろん。これでも結構有名な妖怪なんだから、ぽんと消えたりしないって！」

　確かに俺が編纂をしなくても、妖怪サトリが消えるにはもう少し時間がかかるだろう。人の心を読むというのは明確な恐怖で、ある程度は周知されている。

　マリネ先輩のように緩かん慢まんな自殺と家族殺しを意図して消すのは絶対に嫌いやだが、こうして明確な理由と想いをもって編纂を拒むというのは喜んで受け入れたい。

　存在をゆがめるという手帳の能力を知ってから、本人からの聞き取り事項はペンで、自分で調べた内容は鉛えん筆ぴつで書き込んでいる。サトリの内容は一応書いてあるが、簡単に調べて書き留めた程度だ。鉛筆書きなので問題なく消せるはずだ。

「なら大丈夫ですね。しっかり消させてもらいます。ただ、正直言って何が起こるかわからないんですよ。まだ内容を消したことって一度もないので」

「平気平気。それで問題があるようなら犬いぬ飼かいさんは君を連れてこないからさっ」

　それもそうか。では、と消しゴムを取り出す。

「いきますよ？」

「おうさっ」

　ゆっくりゆっくりと、紙を傷つけないように字を消していく。

　少しだけ書いてあった妖よう怪かいサトリの項目を丸ごと消去する。

　何か起きるんじゃないかと警けい戒かいしていたが──全て消し終わっても、何も変化は起きなかった。

「消し終わりましたけど……どうですか？」

「うん、何も変化はなし。ただ、旦だん那なへの愛が強まった気がするねっ」

「オーナー爆ばく発はつしろ」

「うわっ、本気で言ったねっ」

「出雲いずも、落ち着かぬかっ。人の良人を爆殺するでないっ」

　いかんいかん、取り乱した。

　しかしサキに肩を揺ゆすられて正気に戻るというのは、我ながらなかなか現金だ。

「よっし、満足満足。ありがとうねっ。じゃ、いこっか」

　そう言って歩き出そうとして、女将おかみさんの体が斜ななめに傾かしいだ。すぐに支える。

「すいません、体調が悪いのに助けに来てもらって」

「いやいや、大丈夫大丈夫。体調は悪くないんだってば。んじゃ、改めていこっ」

　先に立って歩き出した聡さと璃りさんが、沈しずみかけた夕日を浴びて輝く。

　その刹せつ那な、伝でん鬼きが薄れて消えるときのように、すっと彼女の姿が薄れた気がした。

「あ、一応言っとくけどさっ。君達、ものすっごく遠くまで来てるよ？」

「マジですか」










　俺達は冗じよう談だん抜ぬきで迷っていたらしく、旅館に戻るには相当な距離を歩かされた。地元の方の案内があったから生せい還かんできたものの、一人では本当に危険だった。やはり山を舐なめてはいけない。

　旅館に着いた時にはもう疲つかれ切っていた。ぐったりと靴くつを脱いでロビーに上がる。

「お帰りなさいませー」

「…………ませー」

「どうもー……あれ？」

　ポニーテールの従業員と、女将さんより小さいぐらいの少女に挨あい拶さつを返し、横を通り過ぎようとして足を止める。

「舞まい佳か？　コトリ？　何やってるんだ？」

「暇ひまだったんでお手伝いを。この服可愛かわいいですし、バイト代もくれるって言うんで」

「…………まきぞえ」

　何ともたくましい話だった。
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　しかしそのお陰で女将おかみさんの手があいて俺達を助けに来ることができたのかもしれない。一応舞まい佳か達にも感謝だ。

「にしても先輩、泥どろだらけじゃないですか。もう埋まい蔵ぞう金きんを掘ほってきたんですか？」

「……あ」

「……むう」

「あら」

　舞佳の言葉に三人で顔を見合わせた。

「埋蔵金のこと、完全に忘れてた」

「目星など全くついておらぬな」

「困りましたわ。明日掘る予定でしたのに」

「丸一日、一体何をやってたんですか」

　舞佳の冷たい声に返す言葉もなかった。

　二人も手伝いの時間は終わりらしく、揃そろって離れに帰る。留守番のベド子と一緒に教授も起きて待っていた。

「やあ、お帰り。どうだい、埋蔵金は見つかったかい？」

「すいません、まだ何の目星もついてません。明日掘る予定だったんですけど、ちょっと無理かもしれないです」

「そうか……まあ元々が行き当たりばったりの計画だ。見つからなくても気にすることはないさ」

　ほがらかに言った後、教授は小さく漏もらした。

「……代わりにツチノコでも探してみようか」

「教授、お金から離れましょう」

　ツチノコは体長が短く、胴どう体たいが妙みように太いヘビ型の生き物だ。目もく撃げき例れいはあるが捕まってはおらず、多額の懸けん賞しよう金きんがかかっていたりする。

「研究室の財政、そんなに厳しいんですか？」

「メインは探求心だよ。だけど……世せ知ち辛がらい世の中なんだ」

　教授は肩を落として言うが、神様が世のしがらみに飲み込まれていることの方がよっぽど世知辛かった。

「それから教授。話を聞きました。ちゃんとやっておきましたよ」

「へえ。ちゃんと……かい。なるほどね」

　聡さと璃りさんのことを伝えると、なにやら笑って頷うなずく教授。

　何だろう、その怪あやしい笑いは。

「何かあったんですか？　──[image: ゛え]っ、あの人妖よう怪かいなんですか!?」

　お前も気付いてなかったのか、舞まい佳か。

　妖怪って目の前に居いてもわからないもんなのかな。

「お夕食をお持ちしましたー」

　そういえば、お腹も減っている。

　今日は本当に疲つかれたし、後はもうゆっくりしたい。




　そんな希望は、残念ながら叶かなってはくれなかった。










「ごっめーん。遅くなっちゃったねー」

　夕食をとり、風呂にも入り、さて布団を敷しこうかと考えていたところで、離れにちっこい女将おかみさんがやって来た。

「お布団の用意、もっと早くやらなきゃいけなかったんだよっ。すぐやるから！」

「いえ、布団ぐらい自分達で敷きますよ？」

「いいからいいから。お客さんはじっとしてなっ」

　そう言いながら離れに上がると、女将さんは押し入れの布団に手をかけた。

　しかしその体がぐらぐらと揺ゆれる。

「やっぱり体調が悪いんじゃないですか。休んでてください」

「そうだよ、出雲いずも君が代わりに敷しいてあげなよー」

「ベド子、お前の布団片付けるぞ」

「やーめーてー」

「あはは、仲が良いねっ………………あ、れ？」

　にっこりと笑って布団を持ち上げて一歩踏み出した聡さと璃りさんが、ばたりと倒れ込んだ。

「聡璃さんっ!?　大丈夫ですかっ!?」

「おかしいな……平気、平気だって……」

　平気だと繰くり返しながらも、聡璃さんは倒たおれたまま起き上がろうとしない。すぐに駆かけ寄ると、その体からは完全に力が抜ぬけていた。

「どうなってるんですか、これ……。ベド子、布団借りるぞ！　舞まい佳か、オーナー呼んできてくれ！」

「はーい」

「わかりましたっ」

　聡璃さんの小さな体を抱き上げて布団に寝かせる。

「そんな大げさな。いつものことだから、平気だよ……」

　心配そうに布団の周りに集まる俺達に微笑ほほえみ、聡璃さんは繰り返した。

「平気だよ、まだ、大丈夫……」

「いいや、もう限界だね」

　教授が冷静に言った。

「限界って……どういうことですか？」

「……力が、ほとんど抜け落ちています」

　俺の疑問に応えるように言って、美み雪ゆきさんは聡璃さんの手を取った。

「無用な消耗を避さける為に力を抑おさえているのかと思っていましたが、これは違います。妖よう怪かいとして存在する最低限の力しか、もう残っていない」

「なるほどのう。歴史のある有名な妖よう怪かいを前にして、妾わらわ達が誰も気付かぬのはおかしいと思っておった。そういうことじゃったか」

「聡璃さん、弱ってたのか？」

　余りにも弱っていたせいで、誰も聡璃さんが妖怪だと気付かなかったって言うのか？

　じゃあ俺のせいか。最後に俺が手帳から消したりしたから、こうなったのか？

「聡璃さん、言ってたじゃないですか、消したって平気だって。まだまだ消えたりしないって。どうしてそんな噓うそを……」

「いいや、彼女は噓をついていない」

　静かに首を振り、教授が言う。

「今の彼女は消しよう滅めつの危機にあるが、本来のサトリはこうも簡単に消えるような妖よう怪かいではない。彼女が消えかけている原因は出雲いずも君ではないんだ」

「じゃあ、一体……」

「無茶をしたのさ」

　普段の講義よりずっと真剣な声で、教授は続ける。

「人間と暮らすサトリの伝承など、どこにもないからね。人の姿を得ていることは人間を驚おどろかす為の変化の一環として受け入れられるかもしれない。しかし誰も驚かすことなく普通に女将おかみとして長い時を過ごせば、どんどんサトリの力をすり減らしていくだろう」

「本来の存在と違うことばかりしていたから、力を消しよう耗もうしたんですか？」

「……あたしが無理して布団から出てきたようなことを、今までずっとやってたんだ」

　ベド子がそう漏もらした。

　そうか、そういうことか。

　人の心を読んで驚かすでもなく、人間を取って食おうとするでもなく、ただ旅館の女将として生きるのは、彼女にとってはとんでもない無茶なのだ。

「そうだよ。伝でん鬼きが伝えられた人の前でしか存在できず、無む縁えんの場所での行動を制限されているのは、何もマイナスの理由だけではないんだ。伝えられることで少しの力を得ている伝鬼が存在を繫つなぐ為の手段の一つなんだ」

「省エネで生きるなんて、主義じゃないし、さ……」

　荒い息を吐いて言う聡さと璃りさん。

「聡璃さん、消えちゃうんですか？」

「今すぐに消える、ということはないよ。しかしこのままでは、僕達が知っている聡璃君の形は維い持じできない。山に戻り、人を驚かす、妖怪としてのサトリに戻ることになる。それを拒むのなら、本当に消えるしかない」

「もう、オーナーとは暮らせないんですか」

「本来ならそうだ。今の状態の方が不自然で、ゆがんだ姿なんだからね。……しかし僕は、その為に君を連れてきたんだ」

「俺を……？」

　問い返す前に、オーナーが離れに飛び込んできた。

「聡璃、聡璃！　大丈夫か！」

「ごめん、ちょっとだけ、無理したかなっ」

　聡璃さんの横にかがみ込み、彼女の手を取るオーナー。

「どうしてだ。こうならないように私も覚悟を…………いや、今からでも遅くはない」

　ぐっと拳こぶしを握り、編へん纂さんを諦あきらめた男は、俺を見上げた。

「八や坂さか君、頼む。聡璃のこと、編纂してやってくれないか」

「え、でも、俺は…………っ、そうか！」

　編へん纂さん結果に噓うそは書けない。俺がこの目で見るか、耳で聞くか、体験して、確認したことしか書き留めることはできない。だが逆に、確認しさえすれば書く内容に制限はなく、それが事実として適用される。

　俺は妖よう怪かいサトリは長い間女将おかみをしていた事実を知っている。ちゃんと確認している。そのことを書き込むことに、何の問題もない。ベド子の名前を変えたように、サキの存在をゆがめたように、聡さと璃りさんを人と暮らす妖怪にすることが、きっとできるんじゃないか。

「わかりました。すぐに──」

「ごめん、それ、駄だ目めなんだ。もう断っちゃったからさっ」

　俺の言葉を遮さえぎり、聡璃さんが言う。

「やっぱね、あんた以外の人間には書かれたくないなーって思うんだ。そんなことされるぐらいなら、いっそこのまま消えちゃった方がいいやって……」

「馬ば鹿かを言うな！　消えた方がマシなことなんて一つもあるものか！」

「そんな噓言っちゃって。本当は嫌いやで嫌で仕方がないくせに」

　オーナーの頰ほおを撫なで、聡璃さんは微笑ほほえむ。

「どれだけ私と一緒に居いたと思ってるのかな。心を読まなくてもあんたの考えぐらいはわかるんだよ？」

「お前……」

　息を呑のむオーナー。

「……なんてね。昨日の夜、嫁が取られるって言ってやけ酒飲んでるのを見てただけ」

　そっか、教授の言ってた嫁を奪うばわれる夫の愚ぐ痴ちって、このことだったのか。

　本当に苦く渋じゆうの選択だったんだろう。俺も同じ立場なら絶対に納なつ得とくできない筈はずだ。

「大丈夫、私は納得してるよ。随ずい分ぶんと長く生きてきたからねっ。この歳になると、満足する消え方ができるのは贅ぜい沢たくかなって考えたりもするのさ」

　そう言って、聡璃さんはオーナーの手を取った。

「お前……俺が死んでも忘れないって、そう言っていただろう！」

「んっふっふ。噓になっちゃうかな。私が消えたら、あんたは忘れちゃって良いからさっ」

「馬ば鹿か野郎……」

　ただ自殺をしようというなら無理矢理にでも止める。しかしそこにある確かな想いを無下にすることはできない。皆がそうなんだろう、沈痛な面おも持もちで押し黙だまる。

「……あの、ちょっと思ったんですけど」

　おずおずと、舞まい佳かが口を開く。

「本って、何も先輩一人で書かなくても良いですよね。引用とかも色々する訳ですし、決して先輩以外の言葉が書けない訳じゃない。なら、例えばその──寄き稿こうしてもらうとか、そういう形は駄だ目めなんですか？」

「それだ！」

　そうだ、オーナーに自分で書いてもらえば良いんだ。本人に寄き稿こうしてもらった内容をそのまま載のせるのなら、サトリについてはオーナーが編へん纂さんしたのと変わらない。

「駄だ目めだよ、旦だん那なの書いた私の記録、もう残ってないんだ」

　力なく微笑ほほえみ、聡さと璃りさんは言った。

「編纂を諦あきらめた時、すっぱり全部燃やしちゃおうって決めてね。いやー、失敗だったね」

「笑ってる場合じゃないですよ！　なら、今から書いてもらえば！」

「それもどうかな」

　教授が冷たく言う。

「聡璃君は、もう持って今晩中だろう。それを過ぎれば、山の妖よう怪かい『サトリ』として山野に帰るか、この場で消えるしかない。しかし彼の編纂書は見たことがあるが、溢あふれるほどにサトリの記述が詰つめ込まれていたよ。あれに比する物を一晩で作り出すのは不可能だ」

「なら要点だけをまとめて、もう一度新しく書こう。全て私が自分で書くんだ、聡璃、それでは駄目か？」

「いくらあんたが書いたって言っても、そんな適当な物で残りたくはないかな。あの恥はずかしいぐらい分厚い、私だけの本……実は結構嬉うれしかったんだ」
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「聡さと璃り……っ」

　オーナーの目から光るものが落ちる。

　誰も、何も言えなかった。

「皆して、そんな顔しないで。元はと言えば私が好き勝手に生きようとしたのが悪いのさっ。自業自得なんだから、気にする必要なんてないよ。不相応なぐらいに幸せだったんだから」

「……覚かく悟ご、しておったんじゃな」

「この人と生きるって決めた時、死に様も決めたつもりだったさっ」

　顔を押さえ、目を伏せるサキに、いっそ誇ほこらしげに言う聡璃さん。

　好きな人と一緒に居いたいという小さな願いを叶かなえた代償がこれだなんて、余りに理り不ふ尽じんだろう。

　なんとかしたい。

　どうにかしたい。

　心から願うが、それを為なす手段は何もない。

　編へん纂さんをしてるなんて言っても、俺は無力だった。

「…………いずも、いずも」

　くいくいと、コトリが服の裾すそを引く。

「どうした、コトリ？」

「…………それ」

　コトリが示したのは、俺の腕だった。一体何を──と考えて、それに気付いた。

　サキがつけてくれた、組み糸とビーズのミサンガ。その一カ所がほつれ、今にも切れ落ちそうに揺ゆれている。

　そして見ている間に、ぷつりと切れて、外れた。

「ミサンガ、切れた……」

　確かに俺は、純粋な一つの願いを持った。

　柔やわらかい光を発しながら、ゆっくりと落ちていくミサンガ。白い光が強まり、陽かげ炎ろうのように揺れ、一つの影を形作る。

『──私はミサンガ。人の願いの伝でん鬼き。あなたの願いが叶う場所へ、導こう』

「願いの、伝鬼……。なら、聡璃を助けてくれるのか!?」

　言い募ったオーナーに、白い影はゆっくりと頷うなずいて言う。

『それは、無理』

「なっ……」

　絶句する俺達に、ミサンガは続ける。

『私に大きな力はない。本当に特別な力はない。しかし人がたった一つの願いを一本の紐ひもにこめた時、その唯ゆい一いつの願いへ人を導くことはできる』

　白い影が揺ゆれて、輪りん郭かくが薄うすれてぼやける。

『あなたの望みを叶かなえられる、強く、大きな伝説。人の希望と想いの結けつ晶しよう。願いの叶う場所へ、導こう』

「ミサンガ……」

　そして消える直前に、ミサンガの影は小さく言った。

『……ちょっと空気大事にしてみたけど、どう？』

「…………それを口に出して言わなかったら、お前のこと最高に良い伝でん鬼きだと思ってた。ちょっと突っ込み足りないから、また結んで呼び出してやる」

『ふふふ』

　微かすかな笑い声を残して、白い光は消え去った。

「今のは……何だったんだ。何が起きた？　聡さと璃りは助かるのか？」

「わかりません。でも……」

　残ったのは切れ落ちたミサンガと、何も変わらない状況。

　そして。

「ゃぉー！」

　部屋の隅すみで、小さな声が聞こえた。

「あれ……ダウジング？　何やってるんだ？」

　美み雪ゆきさんの荷物からこぼれ落ちたダウジング。ついでバサリと、テーブルから何かが落ちる音。見ると、朝確認していた地図が広がっていた。

「この辺の、地図？　それとダウジングで、一体何をしろって？」

　双方を拾い上げ、テーブルに置く。やる気満々に拳こぶしを振り上げるダウジングと、過去に埋まい蔵ぞう金きんを掘ほり返した地点にマーキングがされた地図だ。

「埋蔵金──埋蔵金」

　ふと、思うことがあった。

「なあサキ、言ってたよな。埋蔵金は人間の願いが詰つまった、夢と希望の結晶だって」

「……うむ、そうじゃ。人によって金だと言い、貴重な書物だと言い、由ゆい緒しよある茶器だと言う。各おの々おのの望みを好き勝手に反映し、伝え広められる、現代の希望の象徴じゃ」

「望みを好き勝手に反映する……そっか、そうか、そういうことか」

　大昔に日本を支配した人間が埋めた財宝。徳とく川がわの埋蔵金。

　その中身は何であってもおかしくない。どんな物が入っていても意外ではない。

　ただ唯ゆい一いつ、人間の望みならなんだって叶うような、そんな希望だけが込められている。

「なら、俺達が開ければ、今の俺達が望む物が入っている……そういうことか」

「望む物って何ですか？　女将おかみさんを助けられるような何かが？」

「わからない。わからないけど……でも、ミサンガは言ってただろ。俺の望みが叶う場所へ導くって。あいつは噓うそなんてついてないと思う」

　ぐっと拳こぶしを握り、開く。

　状況は切迫している。

　はっきり言って、曖あい昧まいな迷信なんかに縋すがっている場合じゃない。

　しかし俺はしっかりとダウジングの紐ひもを握り、石の上に立つ少女へと問いかけた。

「やれるか、ダウジング」

「ゃぉー！」

　任せろとばかりに、少女は大きく胸を張った。










「揺ゆれろ……揺れろ……揺れろ……」

　念じながら、地図上でダウジングの石を滑すべらせていく。元々目星もついていない。闇やみ雲くもに石を動かすしかなかった。

「本当に見つかるのでしょうか。こんなことをしている時間があったら、別の努力をするべきではありませんか？」

　美み雪ゆきさんが言う。確かにその考えは間違っていないと思う。

「普通はそうかもしんないけど、出雲いずも君には、信じるに足る理由があるからねー」

　無理をして布団の下から出ているのだろう、少し青ざめた表情のベド子が言った。

「理由……ですか？」

「そう。願いを叶かなえるって言ってたあのミサンガ、サキちゃんが出雲君にあげたものなんだ。だからあれが噓をつく可能性は考えてないんだよ、出雲君」

「…………わかりました。今は見守りましょう」

　西側は何ど処こにも反応はない。次は旅館から見て東側だ。

　ゆっくりと石を動かしていく。

「ほんと、悪いねー、私の為にわざわざ……っ」

「聡さと璃り、苦しいのか？」

「んー、感覚が消えてきたから、そうでもないかなっ？」

　紐を握る指が震える。

　人に良き想いがあるなら。人間の善意が生きているなら。どうか彼女を助けてくれ。

　そう願った直後、ぐいっと紐が引かれた。

「……ゃぉっ！」

　ゆらりゆらりとペンデュラムが揺れる。旅館から東側、登山道から外れた一角で、ダウジングが反応を見せた。

「大体、この辺りだ」

「縮しゆく尺しやくが大きいのう。本当に大体の位置しかわからぬ」

「……そうだな」

「ゃぉ……」

　しかもかなり距離がある。夜の山を走破して目的地に向かい、正しい場所を見つけ、朝までに宝を掘ほり当てる。それは現実的に考えて余りにも無理があった。

　でも、そんなことは元より承知の上だ。

「よし、やろう」

　振り返ると、皆が揃そろって頷うなずいた。

「俺達は行ってきます。オーナーは聡さと璃りさんを」

「いや……私も行こう」

　聡璃さんの手を離し、立ち上がるオーナー。

「良いんですか？」

「私も元は、人の希望から生まれる存在を信じていたんだ。……先生、妻をお願いします」

「わかった。頑がん張ばって来るといい」

　教授は言葉少なに言った。

「懐かい中ちゆう電灯はある。携けい帯たい用のスコップも外のバンに。足りない分は美み雪ゆきさんの氷を使いましょう。とにかく、すぐに出ます」

　少しでも急がなければ間に合わない。離れを飛び出し、目を丸くする従業員の方々を尻しり目めに、旅館内を駆かけ抜ける。

　そして玄関を出た目の前に──赤いバイクが待っていた。

「……首なしライダー？」

「…………」

　首から上のないドライバーが大きく頷いた。

「えー、こほん」

　と、ライダーの後ろに正座していた屋根の女が言う。どうも首はひっつけたらしい。

「話はわかった。乗れ。だって」

「乗れったって……山の中に行くんだぞ？　バイクで行くのか？」

「そんじょそこらのバイクとは違うんだってさ」

　うむ、と大きく頷くライダー。

　そう言われても、木々の多い茂しげった山中で大型バイクが役に立つとは思えない。

　しかし時間はないんだ。そうだ、可能性があるのなら、何にだって。

「わかった、頼むよ。俺、先に行ってるから」

「うむ。場所がわかったら伝えよ。すぐに向かうからの」

「了解」

　首なしライダーからヘルメットを受け取り、屋根の女の代わりに後ろへ収まる。

「では気をつけての」

「先輩、飛ばないように気をつけてくださいよ。バイクのスピードじゃ、多分ヨカちゃんでも間に合いませんから」

「………しんでも、いっしょ」

　おい最後、コトリ。縁えん起ぎでもないこと言うな。

「よし、いつでも出してくれ」

　細い腰に手を回して初めて気がついたけど……首なしライダー、女性だ。いくらかの照れを感じながらも、しっかりと腰を抱きしめる。

　直後、全身に響ひびくような重音で、バイクが吼ほえた。

　そして前輪を上げ、後輪が強く大地を蹴ける。

「よし、行こう！　……って待て、違う、そっちは道じゃない！　お前まさか山の中を突っ切って行けええええええっ!?」

　首なしライダーのバイクは登山道に向かうことなく、目的の方向へ一直線に走り出したのだ。

　木々の隙すき間まを抜けるように細かくハンドルを切りながら、しかし猛もうスピードで森の中を駆かけ抜けていく。

「流石さすがにこれはっ、むっむっむっ無理があっ！」

　がくんがくんと上下に揺ゆさぶられ、まともにしゃべることができない。木の枝が幾いく度ども体をかすめ、いつ大事故が起きてもおかしくはなかった。

「大体、行き先はちゃんとわかってるのかっ!?」

　言いながら進行方向を見て、光が見えるのに気がついた。バイクのライトだけでは照らしきれない森の闇やみに、いくつもの赤い光が浮かんでいる。

　鬼火。人ひと魂だま。幻げん想そうの光。

　まるで道を示すように、二本の列を作って光が揺れる。

　それだけではなかった。

「こっち、こっちは駄だ目めです！　危ないのです！」

　チッチッと夜よ雀すずめが鳴く。

「左の沢からまわらないと、通れないよ！」

　茶ちや袋ぶくろが揺れ、道を伝える。

「ああもう、しっかりお膳ぜん立だてしやがって……。信じて任せる！　好きなように走れ！」

　顔の見えない首なしライダーがニヤリと笑ったように思えた。まるでモトクロスのように土を跳ね上げ、さらにバイクが加速する

　永遠のように感じられた数十分を経へてバイクが行き着いたのは、深い崖がけの前だった。

「目的地、この辺りか？」

「…………」

　頷うなずく首なしライダー。

　目的地と言ってもそれらしい物は何もない。元々大まかな位置しかわかっていないんだ、仕方がない。俺はリュックからＬ字ロッドを取り出し、真っ直ぐに構えた。

「もう一ひと頑がん張ばりだ。頼むな」

「ゃぉー！」

　Ｌ字ロッドのダウジング。

　二本のＬの字型をした棒を両手に持ち、歩きまわる。そして棒が左右に開いた地点に、目的の物があると言われる、ダウジングの手法だ。

　水道管を探すのに使われていたと噂うわさされるのはこっちのダウジングだ。

「しかしどこから探せば良いんだ。闇やみ雲くもに歩きまわっても見つかるかどうか……」

「ゃぉ……」

　Ｌ字ロッドを持って歩きながら、ふと空を見る。町よりもずっと近く見える夜空に一筋の流れ星が落ちた。

「こんな時に流れ星……願い事でもしろっていうのか？」

　愚ぐ痴ちのように言った直後、もう一筋の流れ星が落ちた。

「これ、まさか……」

　もう一筋、流れ星が落ちる。

　もう一つ。さらにもう一つ。

　流星群かという勢いで、いくつもの流れ星が落ちていく。

　そしてその全てが一つの方角へ集まっていた。

「そうか。俺のお願い、叶かなえてやろうっていうのか」

「ゃぉ！」

　流れ星の落ちる場所へ、俺は走り出した。

　慎重に、しかし急いで足を進めて数分。ある場所に辿たどり着くと流れ星の向きが変わった。全方位から俺の場所を目指すように光のラインが集まってくる。

　そこは見覚えのある所だった。

「なるほど。俺の知ってる埋まい蔵ぞう金きんがありそうな場所なんて、ここぐらいしかないか」

　待ち受けていたのは、しめなわの巻かれた大木。

　迷いに迷って崖がけの反対側から見た、あのご神木だ。埋蔵金があってもおかしくない。そう思うぐらいの雰ふん囲い気きはある。

「この辺りで、場所は……」

　最後の確認だ。木の周りを歩きまわって、ダウジングの様子を見る。

　そして大木の目の前の一カ所で、ロッドが大きく開いた。

「ゃぉぉぉぉぉぉー！」

「よし、ここだな！」

　ざくりとロッドを突つき刺し、目印にする。

「ゃ、ゃぉっ!?」

「あ、悪い。緊急事態なんだ」

　荒っぽい扱あつかいに目を白黒させるダウジングは置いておいて、懐ふところの手鏡に声をかける。

「サキ、見つけたぞ！　迷ってた時に見かけた、崖がけの向こうの大木だ！　その根元に埋まってる！」

「なるほどのう。ようわかった。今すぐに向かう故ゆえ、少し離れておれ」

「……離れて？」

　どういうことだ？

　サキがそう言った数秒の後、急に月の光が消え、辺りが闇やみに包まれた。

　月を見上げると、そこには巨大な人の影。

　月の光を覆おおい尽つくす。大地を覆う人の影。

「ダイダラボッチ……」

　ゆっくりと動くダイダラボッチ。その手のひらに、皆の姿があった。
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「出雲いずも、そこじゃな！」

「これ危ないですって！　落ちたらどうするんですかー！」

「ダイダラボッチ様がそのようなことをする筈はずがありますか」

「そんなこと言ったって、これも妖よう怪かいの──ひゃっ！」

　地上一メートル程度の位置で、ダイダラボッチは手に乗せた荷物を落とした。ばらばらと落ちてくる面々。

「痛ったあ……ほら、言わんこっちゃないでしょう」

「ダイダラボッチ様の大きさからすれば、この程度で収めて頂いただいただけで感謝をすべきです」

「夜よ雀すずめの言ったダイダラボッチの性格からすると、これはわざとだと思うんじゃが」

「はあ……そんなのいいから、ほら」

　地面に落ちたスコップを握にぎり、突つき刺さしたＬ字ロッドを指す。

「ここからが勝負だ。徳とく川がわ埋まい蔵ぞう金きん、発はつ掘くつするぞ！」










　鬼火と人ひと魂だまの明かりの中で肉体労働に従事する。

　スコップを地面に突き刺し、体重をかけ、てこの原理で土をめくり上げる。それをひたすらに繰くり返す、単純作業だ。

「あーもう、硬いですよこれ！」

「長い時間が押し固めた、自然の大地ですから」

　土は硬い。深さもわからない。時間だけは過ぎていく。

　休きゆう憩けいを取りながら、交代で穴を掘ほり進める。

「…………べどこ。すこっぷも、ぐしゃっとできるの？」

「当たり前じゃん、スコップは立派な凶器なんだよ。昔の戦争ではスコップが一番人を殺したとも言われてるんだから」

　聞きたくもない知識を披ひ露ろうしながらベド子が自前のスコップを振るう。力自じ慢まんの面子メンツは限られているので、本調子ではない彼女にも頼るしかなかった。

「オーナー、ずっと掘りっぱなしじゃないですか。代わりましょう」

「私はいい。君は休んでいてくれ」

　何度促うながしても休むことなく掘り続けるオーナー。

　確かにじっとしていられる心境じゃないだろう。俺も隣となりでスコップを振るった。

「…………八や坂さか君。君は聡さと璃りから、どんな話を聞いた？」

「……え？」

　手を止めることなく、オーナーは俺に問いかけた。

「そうですね……オーナーは過去に編へん纂さんをしようと考えていたが、妖よう怪かいと出会えずにサトリのことばかり書いていた。その内に二人が良い関係になって編纂を諦あきらめた。そのぐらいです」

「聡さと璃りの言いたいところばかりを聞かされた訳だな。あいつは人の言いたくないことばかり読み取るくせに、自分は言いたいことしか言わないんだ」

　愚ぐ痴ちるように言い、オーナーは力強く土を掘ほった。

「土が硬いなら、お水をかけるよっ！」

　上から茶ちや袋ぶくろ──じゃなく、薬や缶かん吊つるが降りてきて水をかけた。

　湿しめり気があると少しは掘りやすくなる。

「八や坂さか君、私が何を考えて編纂を諦めたか、わかるか？」

「何って……聡璃さんのことじゃないんですか？」

　単純に答えると、彼は少しだけ手を止めた。

「ははは、確かにそうだ。間違いなく、それが真理だ」

　言って、再びスコップを振ふるう。

「私が編纂を諦めたのは、確かに聡璃が原因だ。その日のことは、今でもよく覚えている」

　地面から目を離さず、しかし遠くを見つめるように、続ける。

「多くの妖怪に認められる後ろ盾だてを得ようと必死に探し回り、ついに先生と巡めぐり会った。先生は私の志こころざしを認め、編纂を許してくれた。嬉うれしかった。これでやっと編纂を始められる。そう思った──む？」

　こちらも気付いた。スコップの先が大きな石に当たっている。

　周りを掘ってみると、かなりの大岩だ。

「美み雪ゆきさん、お願いします」

「わかりました、離れていてください」

　俺達が穴から出ると、上から幾本もの氷の柱が降り注いだ。いくつかの点に集中して突つき刺ささった氷柱つららは埋もれた岩を叩たたき割り、深く深く食い込む。

「お待たせしました、頑がん張ばってください」

「本当に助かります」

　再び穴に入り、掘り進めていく。割れた岩の辺りはベド子に任せ、周囲を掘る。

「……ついに壁を壊したと思った。私を阻はばむ物は何もないと思った。だが、そうじゃなかった」

　話の続きを、ゆっくりと語るオーナー。

「先生は俺に尋たずねた。どうして編纂をするんだ、と。簡単な問いだった。妖怪が好きだから、それだけで良かった」

　しかし、と首を振る。

「それだけでは居られなかった。それだけにすら、なれなかった。俺が好きなのは、気付けば妖怪そのものじゃなくなっていた。たった一人、一つの妖怪だけが好きになっていた。他なんて全部ついでになってしまったんだ」

「聡さと璃りさん、ですか……」

「ああ」

　オーナーは頷うなずき、俺に視線を向けた。

「君が言ったとおりだ。私が考えていたのは聡璃のことだけだ。自分の目的だった編へん纂さんが、気付けば聡璃を喜ばせることに変わっていた。余りに利己的な、自分勝手な理由だ。だから……私は編纂を諦あきらめたんだ。たった一人の妖よう怪かいしか愛していない、そんな私にはふさわしくない。そう思って」

　知らず、サキを目で追っていた。

　サキは俺達が掘ほった土を鏡に吸い込んで、外に放り出している。サキのお陰で、俺達は埋まらずに済んでいる。

「……？」

　ふと、こちらを見たサキと目が合う。彼女はぐっとガッツポーズを作ってみせた。まだまだ頑がん張ばれる、そんなアピールだろう。

「聡璃が居いればそれで良かった。他に何もいらなかった。だから諦める為に本を捨てた。自分はあと百年でも二百年でも平気だと言った聡璃に甘えて、他の妖怪を見捨てた。その報むくいが今やって来たんだろう──ぐっ」

「大丈夫ですか!?」

　腕を押さえて呻うめくオーナー。袖そでをめくると、腕は真っ赤に腫はれ上がっていた。

「これは……もう休んでいてください。後は俺達が」

「そんな訳にはいかない」

　俺の手を振り払い、彼はボロボロの腕でスコップを握る。

「本当に大切だった夢を諦めて、もっと大切な物を摑つかんだんだ。これだけは絶対に諦めない。絶対に離さない。例え死んだって、先々まで私の思いを伝え抜く。絶対に、絶対に」

　空はもう白み始めている。時間も体力も、どちらも限界だ。

　それでも俺達はスコップを振るっていた。しかし、ついに終わりが来た。

「──っが、ぐぅっ！」

「オーナー！」

　無理矢理にスコップを振るったオーナーから、バキンと酷ひどい音が聞こえた。まさか腕うでが折れたのか。慌あわてて駆かけ寄る。

「……ははは。よく考えると、編纂しようと意気込んでいた頃だってこんなに本気になって化け物を探し求めていた訳じゃなかったな」

「オーナー……もう休んでください」

「いいや、その必要はない」

　大きく首を振り、オーナーはスコップの下を示した。

「本当に全てを捨ててかかれば、意外とやれるものだ。やっぱり私は編へん纂さん者しやには向いてなかった。きっと、私にもやればできたんだ」

　彼が見つめる先には、地面に埋もれた黒い箱。

　鬼火の明かりに照らされたそれは、一目見てわかる、高価な漆うるし塗ぬりの大箱だった。

　そして蓋ふたにこびりついた土を払うと、その下には金で掘ほり抜かれた家か紋もん。

　丸の中に三つ葉の葵あおい。かの有名な徳とく川がわ家けの家紋だ。

「……急ごう。時間がない」

　周りを掘り、箱を取り出せるように土を払っていく。

　そしてついにその全容を見せた徳川埋まい蔵ぞう金きん。それは何の力もない俺にもわかるぐらいに、神々しいオーラを放っていた。信じられないほどに莫ばく大だいな伝でん鬼きの力。誰もが信じる、現代人の夢と希望が詰つまった夢の箱、埋蔵金。

　これを開けばきっとどんな願いでも叶かなう。そう根こん拠きよもなく信じられるぐらいの、圧倒的な輝きがあった。

「…………オーナー、開けてください」

　その箱を、オーナーへ手渡す。

　俺が開けちゃ駄だ目めだ。この人が開けないと意味がない。

「今更だが……本当に良いのか。これがあれば、きっと君の願いは何だって叶う。会ったばかりの私達を救う為に使うのは惜おしいと思わないのか」

　箱を差し出す俺を見つめ、オーナーが言う。

　自分の願いを叶えたいと思わない訳じゃない。その気持ちは確かにある。

「丁度そのことを考えてました。俺の願い、叶って良いのかなって」

「…………？」

　訝いぶかしげに俺を見るオーナー。

「もしも俺の願いが叶ったら、その時どうなるんだろうって、ずっと考えてました。それが何度考えても同じなんです。俺もあなたみたいになるって、そんな未来しか想像できません」

「…………そうか、君も」

　オーナーの視線がサキに向いた。俺は頷うなずいて、もう一度箱を差し出す。

「俺には決める勇気がないんです。だから──これは要いりません。使ってください」

「…………ありがとう」

　オーナーは箱を受け取ると、ためらうことなくその蓋を開いた。

　溢あふれ出す光。

　昇ろうとする太陽の光をかき消して、黄金の光が辺り一帯を覆おおう。

　そして光が消えた時、箱の中には一冊の分厚い本が入っていた。

「懐なつかしいな……あの日燃やした、私の本だ」

　オーナーはそっと本を持ち、確認するようにページをめくった。

　ぱらぱらとページを進めて呆あきれたように苦笑する。

「本当にサトリのことしか書いていない。これでよく編へん纂さんをしようなどと思ったものだ」

　本を閉じると、彼は一度目を閉じてから、俺を見つめた。

　その瞳には何の後こう悔かいも映ってはいなかった。

「これを、君に預ける。よろしく頼む」

「お預かりします」

　自分の手帳に重ねるようにしてサトリの本を受け取る。

　手帳と触れ合った本は吸い込まれるように手帳の中へ消えていった。

「消えたけど……中は？」

　手帳のページをめくると、消えたはずのサトリの項目が復活し、中身が妙みようなことになっていた。普通に文章が書いてあるはずなのに、読んでも読んでも進まない。

　無限のような、たったの一ページ。

「どうするんですか、これ。サトリだけで一冊作らないといけませんよ」

「悪いな。でも君も好きだろう、そういうの」

「そりゃ、もちろん」

　別冊『サトリ』も一緒に本にしてやろう。自分ではない誰かの視点。それもまた良いアクセントになるはずだ。

「……中身はいじりません。全てあなたの想い人が書いたままにします。だから──編者から一言添えるぐらいは、良いですよね」

　きっと伝わると信じて、このページの主役に向けて呟つぶやいた。

　そしてペンを執とり、サトリの項目にただ一行を書き加える。




『これはとある山で旅館を営いとなむサトリと、人間の夫。二人の語った、本当にあった出来事だ』




「……よし、と。これで大丈夫の筈はずです。後は間に合ってさえいれば……」

「そうか、ありがとう」

　頷うなずくと、オーナーはゆっくりと歩き出した。

　崖がけのそば、あの日俺が立っていた場所と、崖を挟はさんで反対側に立つ。

　そして両手を口に添え、大声で叫さけんだ。

「聡さと璃りーーーっ！」

　オーナーの叫んだ声に、数秒を置いて山やま彦びこが戻ってきた。

『なーにーっ、なーにーっ、なーにーっ』

　聡さと璃りさんの声が、返ってきた。

「よーっし！　聡璃さんだ！」

「そのようじゃな。……良かったのう、本当に」

「もう日が昇る寸前ですわ。危ないところでした」

「先輩と一緒だとこんなのばっかりですよ、もう……」

「やっほう！　やるじゃん流石さすがっ！」

「うう、日差しが眩まぶしいんです……」

　発はつ掘くつを手伝っていた伝でん鬼きが、妖よう怪かいが、一いつ斉せいにわき上がる。

　そしてオーナーは、がくりと膝ひざから崩くずれ落ちた。

「あの馬ば鹿か、もっとまともな返事があるだろうが……」

「らしくて、良いじゃないですか」

「まあ、な」

　ゆっくりと立ち上がると、オーナーはもう一度口元に手を添え、大きく叫さけんだ。

「愛してるぞーっ！」

「お、おお……」

　やるなあ、という視線が注がれる。

　そして数秒を置いて、再び山やま彦びこが返ってきた。

　今度はさっきのように妙みような山彦ではない。正しい意味での山彦だ。

　つまり全く同じ言葉が返ってきたのだ。

『愛してるぞーっ、愛してるぞーっ、愛してるぞーっ』

　声だけは、聡璃さんの声だったけれど。
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「おっかえりー！　朝ご飯、用意できてるよっ！」

　夜よ雀すずめに案内されて旅館に戻ると、ちっこい女将おかみさんは既すでにエンジン全開だった。

「随ずい分ぶん元気になってますね……」

「そりゃもう、元気が溢あふれてるさっ。助かったよーほんとっ」

　それは何よりだ。

　何よりだけど、とりあえす。

「食べるより、風呂入って、寝ます」

「あはは……そだねっ。湯船で寝ないように気をつけるんだよっ！」

「はーい……」

　ぞろぞろと離れに戻る。皆頑がん張ばったので、本当に疲つかれ切っている。

「こんな時に覗のぞかないでくださいよ、先輩……」

　離れの風呂の前で舞まい佳かに釘を刺された。

「やらないっての……くだらないこと言ってないで早く入って寝よう」

　とてもそんな元気は残っていない。

　ふらつく足で脱衣所に入り、泥どろだらけの服に手をかけた。

「…………いずも、ふらふら」

「ああ、ふらふらだよ。……ふらふらだからさ」

　当たり前のようについてきたコトリを持ち上げる。

「もう余計な苦労をかけないでくれ……」

「…………まって。まいか、こわい」

「俺も怖こわいよ。お前と入ったら舞佳が何て言うか、考えただけで怖い」

　必死にすがりつくコトリを放り出し、改めて扉を閉める。

　昨夜はともかく今なら大丈夫だ。舞佳だって疲れている。

　シャワーでしっかりと土を流し、湯船に浸つかった。怪け我がを癒いやすという効能が浸しみるように効いていく気がする。

「はあ……」

　体から力を抜いて目を閉じる。

　思い出すのは発掘からの帰り道、オーナーの言った言葉だ。

『君は私のようにならずに、やり遂とげて欲しい。──そう考えること自体が身勝手だろうな。しかし思うんだ。君は私とは違う。先生に認められて編へん纂さんを始め、怪かい奇きと出会うことになった。君ならきっと成なし遂げられるだろう』

「……違いますよ。順番、間違ってるんです」

　教授に編纂を勧すすめられたのは四月一日の昼だ。しかし初めて伝でん鬼きに会ったのは──サキに会ったのは、それよりもずっと前。深夜、日付が変わった直後なんだ。

　俺もあの人と変わらない。サキに会って、それから教授に編へん纂さんを認められた。

　そして俺もあの人と同じで、他の誰よりも大事な一人が居いるのかもしれない。

「どうしよう。これ、言わない方が良いよな……？」

　編纂を諦あきらめるなんて、そんなのは絶対に嫌いやだ。怖いことばかりだし、大変なことも多いけど、それでも楽しい毎日なんだ。

　でも俺が編纂者にふさわしくないとしたら、そんな状態で続けて良いんだろうか。

　それも不安になる。

　しかしそれを確かめるとなると、サキに言うべきことがある。

「でもオーナーは上う手まくいったから良いけど、駄だ目めだったらどうすんだよ……」

　何もかも全部失って、何も残らない。失恋ってそんなもんではあるけど、ダメージ大きすぎるだろう。とてもそんな勇気はない。

　そもそも伝えてしまったら一人の伝でん鬼きを贔屓ひいきすると宣言したようなものだ。

　公平に編纂をしようと思えば、そんなことは言えない。

　でも贔屓って駄目なんだろうか。オーナーは駄目だと思ったみたいだけど、別に駄目でもないんじゃないかって思わなくもないし。

「あー……なんだこれ。どうしろって言うんだよ」

　頭が回らない。

　ぼんやりしたまま口までお湯に浸つかり、ぶくぶくと息を吐はき出す。

　サキはどう思ってるんだろうな。聡さと璃りさん達の話を聞いて何も思わなかったとは考えたくないんだけど。

　目を閉じて彼女のことを思い浮かべる。

　微笑ほほえんで俺を見守る彼女の姿は、いつも俺の脳裏にあった。

「…………ごぶぶぶむむむ」

　あーもう、どうでも良い。眠い。気持ち良い。眠い────。










　目を開くと目の前にサキが居た。

「…………あれ、サキ？」

「やっと起きたようじゃな。大丈夫か、出雲いずも」

　気付くと俺は布団で横になっていた。サキは俺の顔をのぞき込んでいるようだ。

「俺、どうしたんだ？　もしかして寝てた？」

「その通りじゃ。サトリが気をつけるように言っていたであろうに、まさか本当に寝てしまうとはのう」

　そう言った後、サキは俺の額に手を当て、申し訳なさそうに続ける。

「しかし疲つかれておるのはわかっていたというのに、一人で行かせたのは失敗じゃった。本当にすまぬ」

「いや、謝ることは何もないけど……」

　俺、服着てるみたいだけど、誰が着せたんだろう。

　とりあえずそれについては考えないことにした。

　ちょっと頭を動かしてみると、頭の下が妙みように柔らかくて、温かい。

「サキ、膝ひざ？」

「うむ」

　一言で尋たずねると、一言で頷うなずかれた。

　こうして当たり前のように触れあえる関係が、凄すごく心地良い。

　だからこそ、尋ねてしまった。

「サキはさ……何か、考えてたか？」

「曖あい昧まいな質問じゃのう」

　酷ひどく抽ちゆう象しよう的てきな問いに、サキは苦笑して頷いた。

「しかし、そうじゃな。何が言いたいかはわかるつもりじゃ」

　俺の額に当てていた手をゆっくりと下ろし、俺の目を覆おおうようにして閉じさせるサキ。
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「妾わらわも考えておった。サトリ達を見ておると、どうしても考えてしまうからのう」

「……そ、そっか」

　ごくりと唾つばを飲み込む。

　サキが考えていたのはやっぱり、俺が編へん纂さん者しやにふさわしいかどうかだろうか。

　いつも真ま面じ目めに伝鬼の未来を考える彼女だ。ありえない話じゃない。

「しかし妾だけで考えても仕方あるまい。お主ぬしのことじゃからな」

「うん、そうだな……」

　声が震えないようにするのが精一杯だった。

　そんな俺に、サキは極ごく々ごく平然と言う。

「このように二人で旅館をするのも良いじゃろうが、他ならぬお主のことじゃ、どうせすぐに退屈するじゃろう。多くの怪かい奇きと触れあえる仕事を考えねばならぬの」

「……は？　えっと、何だそれ、どういう話だ？」

「だから、先々の話じゃろう。──なんじゃ、違うのか？　てっきり編纂を終えた後、どのように生きるかを考えているのだと思っておったんじゃが」

　いや、全然そんなことはないんだけど。

　っていうかサキ、なんて言った？

　二人で旅館をするのも良いって、そう言ったのか？

「サキ、そんな先まで俺に付き合ってくれるのか？」

「今更どうしたんじゃ、出雲いずも」

　柔らかな手でふさがれた視界の向こう、サキが苦笑するのが見えた気がした。

「添い遂とげると、お主がそう言ったんじゃろう。妾は忘れてはおらぬぞ？」

「あ……ははは、そっか。そうだったな」

　そういえば、そんなことを言ったっけ。

　一生添い遂げてもいいかもしれない。半なかば本気でそう言った俺に、サキは構わぬって答えてくれたんだ。

　サキが見ていたのは、俺が感じてる不安とか、心配だとか、そんなことの向こう側だった。俺がふさわしくないとか、諦あきらめるとか、そんなことは微み塵じんも考えていないんだ。

「……俺さ、多分一生サキにかなわない気がする」

「妾も同じことを考えておるわ。それでよかろう」

　もう少し寝ておれ。そう言ってサキは俺の髪を撫なでた。

　優しい感かん触しよくに包まれて、意識が闇やみに飲み込まれていく。

　もうどうでも良い。

　何も考えなくて良い。

　例え何があっても彼女が隣となりに居いてくれる。それだけでこんなにも心が落ち着く。根こん拠きよのない自信が湧わきだしてくる。

　絶対にやり遂とげる。全部任せておけ。サキにそう言った時もこんな気持ちだったと、そんなことを思い出した。










　夕方になってから目を覚ました俺に、顔を真っ赤にした舞まい佳かが言った。

「ごめんなさい先輩、見ちゃいました」

「忘れてくれ」

　そうだよな、サキ一人で運ぶのは大変だよな。

　ってか状じよう況きよう的てきに考えて、全員で助けるところだもんな。

「忘れるのは無理です。もの凄すごくしっかり見たんで、どうやったって不可能です」

「せめてチラ見にしとけよ！」

「流石さすがに冗じよう談だんです」

　笑って言うのだが、頰ほおが染まっているので冗談に見えない。本当に不覚だった。

「…………てんばつ」

　男風呂から放り出された恨うらみか、コトリが黒く笑って言う。

「コトリ、仮に一緒に入ったとして、俺が寝たらちゃんと起こしてたか？」

「…………どうして、おこすの？」

「予想通りだな、本当に」

　ちょっと美み雪ゆきさんの様子をうかがってみると、

「…………」

　彼女も俺から視線を逸そらしていた。こちらもアウトだ。

「もう死にたい」

　溜ため息いきを吐ついて、本気で呟つぶやいた。

「夕食だよーっ！　寝て起きてご飯を食べる、健康的だねっ！」

　ちっこい女将おかみさんは元気だった。色々と後こう悔かいの多い旅だったが、これだけは間違いなく大きな成果だと思う。

　それ以外に、成果というと。

「さて、どうしましょうか。こんな時間に起きちゃって、夜は寝られそうにないですけど……今度こそ百物語をやりますか？」

「やめてくれ！」

「…………べどこ、つるしたいの」

「やーめーてー、あたしがんばったんだよー」

「昨夜の枕まくら投なげの決着がまだついていませんわ」

「それ、枕返しが怒ってました。枕は大事にしろって」

「そうじゃのう。今度こそコイバナというのはどうじゃ？」

「…………え？　サキさん？」

「なんじゃ、妾わらわが言うと意外か？」

「そういうわけでは、ありませんが……」

「おお……、サキちゃん、ちょっと進化してる」

「…………たたなく、したい」

　しないで欲しい。

　とりあえず今回の成果は、そんなところだった。










　旅行から戻った翌日、研究室にて。

「埋まい蔵ぞう金きんの都市伝でん鬼きは見つけたが、会話はできなかったんだね」

「はい。本当にただの箱って感じで、普段の伝鬼とはちょっと違いました」

　うんうんと頷うなずいて、教授。

「なるほど。こめられた力が余りに大き過ぎて自我を構築できなかったんだね。残念だな、本物がどこにあるかを聞きたかったんだけど」

「……そんなに研究室の財政がまずいんですね」

「長い因いん縁ねんと純粋な学術的興味だと言っているだろう？」

　教授がそう言うなら、別に良いんだけど。

「それから聡さと璃り君のことだ。改めて礼を言っておくよ」

「教授がお膳ぜん立だてしたようなものじゃないですか。こちらこそありがとうございます」

　伝鬼が、妖怪が、そして教授が道を示して、俺はその通りに進んだだけだ。それが良い結果に繫つながったというなら皆の力だと思う。

「それに教授、もしも俺じゃどうしようもなかった時は教授が何とかしてくれたんですか？」

　いつも余裕な教授の態度から、どうせそんなところだろうと考えていたのだが。

「買いかぶりすぎだよ」

　俺から視線を逸そらし、教授は呟つぶやくように言った。

「僕は万能と呼ばれるような唯ゆい一いつ神しんではない。限界もあるし制限もある。言ってしまえば、どこにでも居いる化け物さ」

「…………どこにでも居ると困るんですけど」

「うん、少し謙けん遜そんが過ぎたかもしれないね」

　だよなあ。

　しかし冗じよう談だんめいた口調とは裏腹に、教授の言葉は噓うそ偽いつわりではない気がした。そもそも教授が本当の意味で噓を言うのは聞いたことがない。

　狼おおかみの神は、確かに人を救う神ではない。食い殺すぐらいなら幾いくらでもやるだろうが、善行を行うのは難しいのかもしれない。

「神が自身の権能を超えようと思った時、それを為なすのが巫みこの役目だ。出雲いずも君はよくやっているよ。期待通りだ」

「巫って……勝手に使い魔扱あつかいしないでください」

「ははははは」

　本気で言ったのだが、教授は笑って流してしまった。

　こんな御ご利り益やくのなさそうな神様にはできれば仕えたくないんだが。

「それならご主人様にちょっと聞きたいことがあるんですが、良いですか？」

　気を取り直して、教授に向き直る。

「ああ、一つなら構わないよ」

「何なに故ゆえに一つですか」

「限界があると言っただろう？」

　いくつ答えてくれても良いだろうに。嫌いやがらせなのか、悪いた戯ずらなのか、それとも遊びなのか。

　色々聞きたいことはある。オーナーは本当に妖よう怪かいと出会えていなかったのか。本人が言うように編へん纂さん者しや失格だったのか。俺は無事に編纂を終えられたら、どうすればいいのか。

　しかし一つだけだと言うなら──そうだな。

「ちょっと単純な疑問なんですけど……教授は、贔屓ひいきって駄だ目めだと思いますか？」

「別に良いんじゃないかな？」

「ですよね。ありがとうございます」

　──よし。

　必要な答えはこれで充じゆう分ぶんだ。

　これからも自分なりに頑がん張ばっていこう。

　と、それから──少しだけ、意趣返しをしておこうか。

「最後に教授、これ見てください。向こうで撮った写真です」

　携けい帯たいの画面を教授に見せた。

　山頂で夜よ雀すずめに撮ってもらった一枚だ。

「頂上の写真かい。楽しそうじゃないか」

「いえ、見てもらいたいのはここです。足あし下もとの所」

　並んで写真に写る俺達の足下に、妙みような生き物が写っている。

「こ、これは……」

「間違いなく、そうでしょうね」

　ぱっと見ると蛇へびのようだが、妙みように太く、やたらと短い生き物。

　それはしっかり姿を見せていたらしい、ツチノコだった。

「他にもあちこちに写ってます。ここにも、ここにも、ここにも」

　写真を切り替えていくと、そこかしこにツチノコが写っている。

　山を歩いている時も、皆で夕食を食べている所にも、挙げ句、帰る前に全員で撮った写真にも、首なしライダーのバイクの横にしっかり写っていた。

「これ、捕まえなかったのかい!?」

「全然気付きませんでしたから。教授だってそうでしょう？」

　流石さすがは、実在すると伝わるのに誰も捕まえていない生き物だ。

　居いたはずなのに気付かなかったし、捕まえられなかった。この写真付きで本に載せてやろう。

「ああ、懸けん賞しよう金きんが……場所によっては一億もかかっていたんだよ……」

「学術的興味はどこに行ったんですか」

　ちょっとやり返して、幾いくらかはスッキリした気分だ。

　──あ、そうだ。

「忘れてました、教授。発はつ掘くつした分の日当が出るんですよね？　バイト休んだので、もらえないと困るんですけど」

「そ、それかい？　それは……あー、そうだな。次回にまとめてということで……」

　誤ご魔ま化かすように言う教授。いやいや、それは困る！

「駄だ目めですって！　俺、本当に食べていけなくなりますから！」

「そう言われても、無い袖そでは振れないからなあ」

「そ、そんな……」

　俺は自分の財布の中身と今月の収入を計算し、絶望にうちひしがれた。

　一体どうやって暮らせばいいんだ。

「そうだ、代わりと言っては何だけど、渡しておく物があるよ。ほら、これだ」

　そう言うと教授は、俺に小さな袋を渡した。

「何ですか、これ」

「開けてみると良い」

　袋を開いて中身を取り出すと、そこには一本の紐ひもが入っていた。

　色とりどりの組み糸と、編み込まれたビーズ。

　サキがくれた、あの時切れたミサンガだ。

「これ、拾っておいてくれたんですか」

「大事な物なんだろう？」

「……はい。ありがとうございます」

　間違いなく大事なものだ。

　どうしようか少し迷ったが、いつも使っている鏡に結わえることにした。

　持ち手の部分にしっかりと結ぶと、意外と合っているように思えた。

　出来映えに満足し、鏡を表に向ける。

　そして申し訳ない気持ちで鏡面に声をかけた。

「今月、かなり厳しくなりそうだ。節約して頼めるかな」

「仕方がないのう。しかしどうせ、こんなことがずっと続くんじゃろう。慣れておくに越したことはないじゃろうな」

「人を甲か斐い性しようなしみたいに……いや、否定はできないけど」

　鏡に映ったサキは、情なさけないことを言う俺に機き嫌げん良く微笑ほほえんでみせた。

　切れてしまったミサンガはもう願いを叶かなえてくれない。

　でも、それで良い。

　俺の願いが叶って欲しいと、紐ひもを結びながら、彼女はそう願った。

　ただそれだけで充じゆう分ぶんなんだ。

　人を幸せにする力はないと言ったムラサキカガミこそが、俺の願いを叶えてくれるのだから。







　　　あとがき




　これは私が配達業のアルバイトをしていた頃の話です。

　当時私にはお気に入りのバイクがありました。そのバイクは店で一番古く、外装もイマイチで馬力もない。しかし個人的に気に入っており、大事に乗っている。そんなバイクでした。

　その日もお気に入りの古いバイクに乗っていたのですが、配達をしている間に時間は深夜になり、走っていたのは薄うす暗ぐらい山道。余り慣れていない道で、不気味な雰ふん囲い気きがありました。

　ともかく店に戻ろうとバイクを走らせていると、ふっとバイクのライトが明めい滅めつしました。おや、と思って速度を緩ゆるめると、ライトは不安定についたり消えたりを繰り返します。深夜の山道でヘッドライトが消えてしまうのです。まともに走れたものではありません。仕方がなく、ゆっくりゆっくりバイクを走らせました。

　バイクはしばらくの間そのまま走ってくれたのですが、ある急カーブで唐突にライトが消えてしまいました。多少は明るかった先程までと違い、完全に消えてしまったのです。私は慌あわててブレーキを踏み、バイクを止めました。そしてバイクが停止した直後に、今までとはうってかわってヘッドライトが強い光を放ちました。その光の先に映し出されたのは──

　普段通りに走っていたら間違いなく飛び込んでいたであろう、路面に空いた巨大な穴でした。

　以上、全て仕事中に考えていた作り話です。




　はじめましての方は、はじめまして。お久しぶりの方は、お久しぶりです。聴き猫ねこ芝しば居いです。今回も皆さんに伝えたいことは本編が全てですので、こんなあとがきになりました。

　あとがき冒ぼう頭とうの話は本編とは一切関係がありませんし、作り話です。

　しかし件くだんのバイクは翌朝早めに出勤した私によって綺き麗れいに掃そう除じされ、その後は一度も電装に不具合を出していないことをお伝えしておきたいと思います。路面の穴についてもしっかり通報しておきました。

　いつかあのバイクの化身が女の子になって私の所に来てくれないかな、とひっそり期待しています。

　いえいえ、作り話なんですけどね。

　さて、無事『３』となりました『あなたの町の都市伝鬼！』。今回もいつも通りの雰囲気になっております。つづけて買って下さった方に楽しんでいただけたなら幸いです。

　──今回も、とか。いつも通り、とか。とても嬉うれしい言葉ですね。

　私の本が出るんですか？　本当ですか？　噓うそじゃないんですか？　本当に大丈夫ですか？　と戦々恐々としていた私が、気付けばこうして三冊目。今回もだとか、いつも通りだとか、そんな偉えらそうな台詞せりふを口に出しております。これもひとえに読者の皆様のお力で、心から感謝しています。

　……どうしてこうやって書くとお世辞っぽいんでしょう。本当の本当に本心なんですが。

　そういう気持ちを伝える力も持てるようになりたいですね。

　さて、今回も謝辞御礼。引き続き可愛かわいい挿さし絵えを描いて下さったうらびさん。お忙いそがしい中、毎度毎度新キャラの出てくる本作におつきあい頂き、本当にありがとうございます。相変わらず『大体こんな感じで！』とノリだけで伝えられるキャラクターのイメージがちゃんと形になっているのは全てうらびさんのお力です。心より御礼申し上げます。

　担当のお二方。今回は平行して短編もやりたいとわがままを言った私の為に時間を取ってくださって、本当にありがとうございます。今後もよろしくお願いします。

　また二巻の感想をくださった皆さん。皆さんの感想が、私が本を書く力になっています。

　そしてこの本を手に取ってくださった皆さん、本当にありがとうございます。

　聴猫芝居でした。
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聴き猫ねこ芝し居ばい

←　未だ光を浴びるのに慣れぬ作者

四捨五入して三十路になったことに怯える二十五歳。出版を機に引っ越しすることを考えて目星をつけた物件を見に行った結果、気付けばこうして全米大学対抗川下り選手権大会に出場することになっていた。
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うらび

「オフラインでもワールドワイドなひきこもり」という謎のキャラづくりに憧れて、世界の不思議を発見しちゃう番組を毎週録画しはじめました。まだ見てません。
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　あなたの街の都市伝鬼！

　～八坂出雲の手帳「公衆電話の怪」の項より～




　この作品は、『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ Ｖｏｌ．29』に収録されたものの再収録です。

　文庫版『あなたの街の都市伝鬼！３』には収録されておりませんので、予めご了承ください。







　（初出）

　『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ Ｖｏｌ．29』（２０１２年発売）
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　電話。

　そう、電話の話だ。

　日本人の大半が携帯電話を持ち歩くようになって、もう何年も経たっている。今では固定電話より携帯電話の数が多いぐらいだし、電話と言えばそちらを指した方が自然に感じるだろう。きっと現代ほど日本人にとって電話が身近になっている時代はない筈はずだ。

　それだけ電話の存在が大きくなっている裏で、どんどん忘れ去られている電話がある。

　さて、あなたはご存じだろうか。知っていたとしたら自分の手で使ったことはあるだろうか。

『公衆電話』というものを。










「あー、あったあった！」

　スーツを着た男はほっとした様子で表情を緩ゆるめ、ガラスのボックスに飛び込んだ。

「最近全然見なくなったからな、まだこんな所にあって助かったよ」

　住宅街の外れ、整備されていない木立と雑草だらけの空き地に挟はさまれた人ひと気けのない歩道。そんな場所に据すえられていたのが、この電話ボックスだった。男の言う通り、携帯電話の普及で公衆電話は随ずい分ぶんと数が減っている。こんな場所で見つかったのは相当な幸運だろう。

「こんな時に限って携帯の電池が切れてんだからさ……番号番号っと」

　男が電話番号の書かれたメモを取り出し、十円玉を用意したその時だった。

　リリリリリリリリリ！

「おっと!?　何だ!?」

　公衆電話がけたたましい着信音を鳴らし始めたのだ。甲かん高だかい耳みみ障ざわりな音が狭せまい電話ボックスの中に響ひびき渡る。

「公衆電話に着信って……マジか、一体どこからかかってくるんだ」

　確かにどんな電話にも番号があると聞くが、男は公衆電話が鳴る場面を見たことがなかった。初めて見るその光景は何とも不ぶ気き味みなもので、できることなら音が止やむまでじっと息を殺していたいぐらいだった。

「って、時間がねーんだって！　もしもし、これ公衆電話なんだけど!?　おーい、もしもーし!?」

　心中の恐怖を隠すように、乱暴に受話器を持ち上げた男。しかし彼の耳に届いたのはかすかな雑音だけだった。

「なんだよ、間違い電話か？　公衆電話に間違い電話がかかってくるってどんな偶然だっての……ん？」

　受話器を下ろそうとした時、男の耳にかすかな声が聞こえてくる。

『……ぉ……ぇ……』

「……うっわ」

　酷ひどくひび割れたその声は、まるで地じ獄ごくから響いてきたかのように薄うす気き味みが悪い。背せ筋すじが冷えるのを感じながら男は声を上げた。

「もしもし？　声が遠いけど聞こえるか？　これ公衆電話だぞ、間違ってるぞ！」

『……おまえ……』

「俺のことは良いんだよ！　悪いけど切るからな、確認してかけ直してくれ！」

『お……まえ、も……ここで……しね……』

「…………あ？」

　かすれた、しかしはっきりとした女の声に男の思考が止まる。

『お前も、ここで、死ね』

「お、お前、何言って──」

『お前もここで死ね、お前もここで死ね、お前もここで死ね死ね死ねお前も死ねここで死ね死ねお前も死ねここで死ね死ね死ね死ね死ね死ね──』




「──はーいストップ！」

　絶望に染まった男の顔がアップになった所で、俺はテレビの電源を落とした。

「ああっ！　出雲いずも君、なんでテレビ消すのっ!?ここからが良い所だよっ!?」

「だから見たくないんだよ！」

　不満げに言うベド子を睨にらみ、俺はバンバンと机を叩たたいた。

「俺が怪談嫌きらいだって知ってるだろ！　もう限界、ここまでが限界だ！」

「……おもしろいのに」

「ああ面おも白しろかったよ！　続きがもの凄すごく気になるよ！」

「じゃあ続き見ようよ」

「やめろって！」

　都市伝説や妖よう怪かいの逸いつ話わ、怪談話を編へん纂さんし、人人に伝える一冊の本とする──そんな仕事を請け負っている俺は、テレビで流れる心しん霊れい番組もできるだけ見るようにしている。そんな訳で今日も放送されているホラー番組を見ていたのだが、途中で限界が来てしまったのだ。困ったことに俺は怖い話が得意じゃないのだ。だってほら、怖いじゃん。

「どうしてこんなに見てる人を驚おどろかせるような構成で作るんだよ。これじゃ誰だれだって怖いだろ」

「でも、そこが目的の番組だし」

「俺の目的はそこじゃないの、怪談話が知りたいだけなの」

　残念ながら俺にとっては需要と供給が非常にズレている。

「ま、いいよ。この話はもう手帳に書いてある奴やつだし」

「そういう問題かなあ……」

「しかし懐なつかしいのう、電話ボックス」

　と、隣となりに座っていたサキが言う。

「サキ、ムラサキカガミだろ。公衆電話と何か関係があるのか？」

「うむ、妾わらわにとっても縁のある場所じゃ。何せ全面がガラス張りじゃからの。夕方なり夜なり、タイミングさえ合えば妾が出るにも中々良い場所だったのじゃ」

　最近は見かけぬがのう、と残念そうに言うサキ。

「仕方がないんじゃないか。電話をするだけなら携帯電話があるし」

「こうして人に忘れられていくんじゃな、怪談というものは……」

「いや、公衆電話そのものは別に怪談でもなんでもないけどさ」

「あたしもあたしも！　最近はベッドの下が収納スペースになってて、ベッドの下の斧おの女おんなも肩身が狭くなってきてるの！」

「さて、テレビは次の話になってるかな？」

「聞いてよ出雲君！」

　そろそろ次の怪談に移っただろうかとテレビの電源を入れてみる。そこには金髪の女に背後から首をしめられる男が映っていた。

「…………」

　無言で電源を落とす。

「さて、今日はもう寝るか」

「出雲君、変なところでブレないよね」

「うるさい、枕まくらにするぞ」

「おーけー、かもーん！」

「…………だきべどこ？」

「抱きカガミ、というのはどうじゃろうか」

「それは割れそうで怖いからちょっと……」

　とりあえず我わが家は平和であった。










　で、そんな会話をした翌日、全すべての授業が終わった放課後。家に帰るべく自転車置き場に向かっていた俺は、当然ながら昨夜のテレビのことなど全く覚えていなかった。

　そんな時である。

「よし、今日はさっさと帰って……ん？」

　ルルルルルルルル！　と俺の携帯電話が着信音を響かせた。この音は特に登録されていない番号からの着信だ。

「誰からかな……っと、何だこれ」

　そこに表示されていたのは『公衆電話』の文字だった。うわ、初めて見たぞ、あるんだなこんな表示。公衆電話からの着信なんてこれまで一度もなかったし、そりゃ知らないよなあ。

　などと新鮮な驚きを感じながら──ぽちっと電源ボタンを押し込む。

「まあ切るよな」

　今の時代に公衆電話からかけてくる相手なんてほとんど居ない。何せ公衆電話は相手の番号を把は握あくしていないと使えないのだ。固定電話ならともかく個人の携帯電話にかけるなんてことはまずない。

　つまり、凄く怪しい。

「さ、帰ろう」

　しっかりと電源を切った携帯電話をしまい、自転車にまたがる。今日は何も予定がないし、サキとのんびりするのも良いかな。などと考えながらペダルを踏ふみ込んだ。

　それから数分後。

　ルルルルルルルル！

「またか……」

　りんりんりんと携帯電話が再び鳴り出した。確認しようかと考えて、はたと気付く。

「って、待てよ。確か俺、携帯の電源は切った筈じゃ──」

　それに気付いた瞬しゅん間かん、唐とう突とつに着信音が止む。同時にみしっと自転車の後ろに重量がかかった。まるで人間が一人現れたような感覚。

　何だ、どうした、何が起こった。

「な、何が……」

「──ちょっと、あんた」

　慌あわてて背後を確認しようとした俺の体を後ろから不気味な感触が包み込む。

「ひいっ!?」

　そして生暖かい吐と息いきが耳元をくすぐった。

「どうして、どうしてよ」

「な、なな……」

　聞こえてきたのは、酷く冷たい、しかし確かな怒いかりに染まった囁ささやき声。

「どうして出ないのよ、あんた……ぶった切るわよ」

「うわああああああっ!?」

「きゃっ!?」

　反射的にブレーキを握り込んでしまい、自転車が危なっかしく停止した。急ブレーキで前につんのめり、背中に密着していた何かがむにっと押しつけられる。薄気味が悪い感触に背筋が冷えた。

「な、何だっ！　誰だ！　化け物か！　殺す気か！　……って、あれ？　メリーさん？」

「何だじゃないわよ、何だじゃ。むしろあんたが何なのよ」

「ぐがっ……首をしめるな、首っ！」

　後ろから絡からみついていたのは、その名も高い都市伝鬼メリーさんその人だった。かなりの大物ではあるのだが、大物だけあって知名度には困っていない。本になるとかそういうことには余り興味のない伝鬼だ。

「大体、前もこんなことがあったでしょうに。どうして覚えてないのよ」

「いや、それはそうだけど！」

　確かに、以前にもこうして自転車の後ろからしがみつかれたことがあるが、しかし。

「メリーさんならちゃんと『あなたの後ろにいるの』って言ってから出てこいよ！　無言で出てくるとか酷いルール違反だろ！」

「あー……わたし、メリーさん。いま、あなたの後ろにいるのよー」

「おっせえ！　やる気ねえ！」

「わたし、メリーさん。いま、あなたの背中にぎゅーっと抱きついてるの。どんな感じ？」

「それについてはありがとう！」

　って、そういう話じゃなくて。

「一体何の用なんだ？　俺を驚かせたいんなら無言で出てこられても困るんだけど」

「違うわよ。さっきも言ったけど、なんであんた、電話に出ないのよ」

「応答する前にお前が出てきたんじゃないか」

「それじゃないわよ」

　ぺちっと俺の頭を叩くメリーさん。

「その前に公衆電話から着信があったでしょう、そっちの話よ」

「あー、公衆電話の方か。でもあんな怪しいの出ないだろ、普通」

「家族からの急用だったらどうするのよ」

「その場合は留守電に入るし……」

「十円玉しかなかったら困るじゃない、伝言なんて入れられないわよ」

「十円玉じゃ元々十秒ぐらいしか話せないんじゃ──」

「ぐだぐだ言わないっ！」

　ぐっと首を握られる。力はこもっていないが、言葉にこめられた殺意は本物だ。

「わかった、わかった！　俺が悪かったです！ちゃんと電話に出るべきでした！」

「よろしい」

　首から手を離はなすと、メリーさんは再び俺にもたれかかった。

「で、さっきの電話だけどね、相手は公衆電話だったのよ」

「そりゃ表示されてたし、公衆電話からなんじゃないか？」

　違う違う、と首を振られた。視界の隅を金色の髪が流れる。

「公衆電話を使って誰かがかけて来たんじゃないの。『公衆電話』そのものからかかってきたのよー」

「『公衆電話』からって……」

　そこまで聞いて、俺はようやく昨夜の心霊番組を思い出した。

「まさか昨日テレビでやってたアレか!?」

「そ。丁度いいってことで、今日出てきたのよ。何せ人気がない所にある公衆電話ボックスなんてどんどん撤てっ去きょされてるから、近所には後一カ所しかないの。それすら撤去間近で、もう色々と限界ギリギリでねー」

「あー、そうなのか。電話の化け物業界も大変なんだな」

『公衆電話の怪』はかなり厳しい状況にあるようだった。

「そ、大変なのよー。だから、ほら」

　ぴっと前方を指さし、メリーさん。

「じゃ、さっさと行くわよー」

「……今から？」

「当たり前でしょ。面めん倒どう臭くさいのにわざわざ来てあげたんだから、一回で済ませなさいな」

「うーん……」

　伝鬼の編纂は大事なことだし、向こうからリクエストされたんなら積極的に会いに行きたいと思う。でもなあ、今日はサキとのんびりしようかなあと考えていたんだけど。

　そう悩む俺の耳元でメリーさんが言う。

「何悩んでるの。報ほう酬しゅうはちゃんと先払いで払ってるじゃない」

「報酬って、何かもらったっけ」

「ほら、これよこれー」

　ぐっと身を乗り出して、メリーさんが俺の背に体重を預ける。凄く柔らかくてとても大きな何かが背中に押しつけられて、むぎゅうーっと潰つぶれるのがよくわかった。さっきは動揺していたので不気味だと思ったが、これが何かわかった今では完全に真逆の感想しか出てこない。もう滅め茶ちゃ苦く茶ちゃに気持ち良い。

「い、いや、待って、ちょっと待って！　俺はそういう報酬は断固受け付けてないから！」

「なに真っ赤になってるのよ。あれだけ女の子をはべらせておいて」

「こう見えても硬派なんだよ。好きな子には自分から手を繫つなぐのが限界なぐらいだから」

「…………本当に？　まあ、それはいいわ。じゃあその硬派な男の子は、困ってる人のお願いを断ったりはしないわよね？」

　む、うまいことを言う。

「そう言われたら仕方ない。覚悟して襲おそわれに行くか」

「そうしてちょーだい」

　背後でメリーさんがちょっと笑ったようだった。それだけの動作でむにむにふわふわとして、背中がとっても気持ち良い。

「ああ、どうせなら最短距きょ離りで向かうんじゃなくて、ちょっと遠回りで行きましょうか。自転車がガタガタ揺れそうな、凄く地面の荒れた道を通ったりして」

「そういうのは要らないから、さっさと帰らせてくれ」

「はいはい、それは同感ね。じゃ、あっちの方に行ってー」

　だらっともたれかかるメリーさんの示す方向へ自転車を走らせる。メリーさんは無む駄だに知名度があるので人目があっても消える様子がない。金髪の女を連れて走っていたとか、そんな噂うわさが流れなきゃ良いんだけど。

「なあ、メリーさん」

「なによー」

「……いや、別に」

　今日は軽めの体重に設定していないらしく、メリーさんはちょっとだけ重かった。しかしそこについては触ふれないことにした。俺も命が大事なんです。










「ほら、着いたわよ。この電話ボックスね」

「ここか……こりゃ不気味だ」

　それはテレビで映っていたのと似たような、鬱うっ蒼そうとした森とさびれた空き地に挟まれて、全く人気のない電話ボックスだった。周囲の景観に古ぼけた外観が相まって、この中で電話をしろと言われただけで腰が引けるぐらいの雰ふん囲い気きがある。

「これさ、今日は中止ってのは駄目かな」

「情けないわねー、せめて報酬分ぐらいは働きなさいよ」

「誠心誠意、頑張らせて頂きます」

「そうしなさい」

　こう言われては仕方がない。俺は少し離れた所で自転車を降りると、そろりそろりと電話ボックスへ向かった。

「……本当に何か出そうだなー、この電話ボックス」

「そりゃ恐怖の電話ボックスって噂になる予定だし」

「つまり、噂の出所は俺ってことじゃないか。……っ！」

　電話ボックスを目の前にした所で、リリリリリリリリリ！　とボックス内の電話機が鳴りだした。古びた電話機から響くひび割れた着信音。この時点で心霊現象に近いんじゃないかと思うぐらいに薄気味が悪い。

「本当に鳴るんだな、公衆電話って……」

「うだうだ言ってないでさっさと入りなさいよ、面倒臭いわねー」

「うわっ、わかったわかった、自分で入るから押すなって！」

　俺の背を押すメリーさんに促され、恐る恐る電話ボックスのドアに手をかける。きしんだ音を立ててドアが開くと、電話機から鳴り響く着信音がさらに大きく聞こえてきた。慎しん重ちょうに足を踏み入れると、メリーさんがさらに俺の背を押す。

「つかえてるんだから奥まで入って」

「メリーさんも入るのか？　せ、狭くないか、これ」

「さっきまでどれだけ密着してたと思ってるのよ」

「それは確かにそうだけども」

　そこを言われると俺も弱い。諦あきらめて二人で電話ボックスに入り込んだ。

　がたんと大きな音を立ててドアが閉まると、狭いボックスが密閉される。古びた建物の臭においが鼻につくが、それが段々とメリーさんの香りで塗り替えられていくのがわかる。

「メリーさん、この状況は凄く落ち着かないんだけど」

「伝鬼に襲われてる最中に落ち着かれても困るわよ」

「そういう意味の落ちつかなさとは違うんだけどさ……」

　誰かが居てくれるだけでかなり心が楽になるので、メリーさんが一いっ緒しょなのはむしろ助かっていたりする。

「で、音がうるさいからさっさと電話に出てくれない？」

「そうだな。それじゃあ受話器を取る……前に、ちょっと深呼吸を」

　すーはー、すーはー。リンリンと鳴り続ける公衆電話を前に、ゆっくり息を整える。

「……ふと思ったんだけど。あんた、私が襲った時はもっと冷静じゃなかった？」

「襲う方にやる気がなさすぎたんだよ」

　だらーっと背後から抱きついてくるメリーさんに怖いも何もなかったし。

「それから俺もちょっと思ったんだけどさ」

「ん？」

「これって俺よりも『公衆電話の怪』の方が緊きん張ちょうするんじゃないか？　大おお御ご所しょの化け物が見てる前で仕事をさせられるんだろ？」

「あ、わかる？」

　にっこりと笑い、メリーさんは言った。

「メリーさんの目の前で、自分の存続をかけて編纂者を襲う電話の伝鬼。そりゃもう、もの凄く緊張してるわねー、絶対」

「ひでえ」

　最低の上司だった。

「その辺を踏まえた上で、ほら、さっさと受話器をとって」

「わかったわかった。じゃあいくぞ……はい、もしもし！　こちらは公衆電話ですが、どちらさまでしょうか！」

　俺はぐっと受話器を握りしめ、耳に押しつけて言った。

『……ぉ……』

　受話器の向こうから聞こえてきたのは耳障りな雑音。その中に微かすかな声が混じっている。

「も、もしもし？」

『……ぉ……ぇ……』

「もしもし？　間違えてるなら切るぞ？　切っても良いよな？」

　かなり本気で言った俺の言葉を無視して、女の声は冷たく続ける。

『おまえ……』

　地獄の底から届いたような、憎にくしみと妬ねたみのこもった声。

『お前も、ここで、死ね』

「──っ！」

『お前もここで死ね、お前もここで死ね、お前もここで死ね……』

　昨夜に見た流れ。知っている流れ。

　でも実際にやられると、これが滅茶苦茶怖い。酷くさびれた人気のない電話ボックスで、電話口から呪のろいのような声が響いているのだ。後ろにメリーさんが居なければ受話器を放り投げていたかもしれない。

『お前もここで死ね、お前もここで死ね、お前もここで死ね死ね死ねお前も死ねここで死ね死ねお前もちね……っ!?』

「……ちね？」

　あれ？　嚙かんだ？　こいつ、今嚙んだのか？この大事なところで？

『ち、ちがっ！』

「うわ、しかも言い訳までした！」

『うう……お前なんて、ここで死んじゃえっ！』

「あ、いや……なんかごめん」

　その台詞せりふはただの泣き言のように聞こえて、なんだか申し訳ない気持ちになってしまった。広い気持ちでスルーしてあげれば良かったかもしれない。

『死ね！　死んじゃえ！　ここで死ねばいいんだー！』

「ごめんって、謝るから！」

「あーあ。折せっ角かくの出番なのに、やっちゃったわねー」

『メリーさんもここで死んじゃえ！』

「……なんですって？」

『ひっ！』

　どこから出したのか、大おお鎌がまの先せん端たんをカツンと受話器に当てるメリーさん。公衆電話が怯おびえた声を上げた。

「やめてやれよ、可か哀わい想そうだろ」

「八つ当たりされたのは私の方よ」

　やれやれといった様子で鎌を下ろすメリーさん。こっちはともかく、公衆電話さんは大だい丈じょう夫ぶだろうか。

「えーと、どうする？　やりなおすか？」

『…………黙だまれ』

「っ！」

　苛いら立だった声。

『調子に乗るな。お前はここで死ぬ。お前はもうここから出られない。ここで失意のままに朽くち果てろ』

「ど、どういう意味だ!?　──あっ、くそっ、切れた！」

　声はそこで途切れてしまい、受話器からはツーツーと単調な電子音が聞こえてくるだけだった。

「最後でごまかして消えたわねー」

「ごまかした……だけ、なのかな？」

　酷く嫌いやな予感がするんだけども。しかし何もないならそれでいいかな。こんな狭苦しい所からはさっさと出よう。

　俺はぐっとガラスの扉を押して──。

「……あれ？」

　押して、押して、押しても……開かない。ガタンガタンと揺れはするものの、固く閉ざされたドアには少しの隙すき間まもできない。

「何だこれ、どういうことだ？　全然開かないぞ、このドア」

「あら、面白いわね」

「面白くねえよ！　そうだ、『公衆電話の怪』の都市伝説は……」

　手帳を開いて内容を確認する。




『公衆電話の怪』

　誰も通らない場所にある不気味な電話ボックスの中で、公衆電話がリンリンと鳴っている。中に入って電話を取ると恐ろしい声が聞こえてくる。ここで死ね。ここで朽ち果てろ。慌てて電話ボックスを出ようとすると──。




「──扉が開かず、そのまま電話ボックスの中で干ひからびて死んでしまう……そうだ、そうだった。いやいやいや、まずいだろこれ！」

　確かにここは町外れ。見える範囲には人通りもない。このまま放置されたら相当に危険だ。

「しょうがない、誰かに助けてもらおう。俺の携帯電話を……」

　画面に輝かがやく圏外の二文字。

「これだから携帯電話は信用ならないんだよ！」

「私にとっては便利なんだけどねー」

　メリーさんには圏外とか関係ないからな！

「どうするかな……ガラスって素手で割るのは難しいし、危ないよな」

「諦めてここでミイラになっちゃえば？　いいじゃない、ずっとぼけーっとして気がついたらなんか死んでたー、みたいなの。楽そうじゃない」

「断固お断りだ！」

　そんなに楽な死に方じゃないし、死にたくもないし！

「そうだ、メリーさん！　その鎌で扉の継ぎ目を叩き切れば出られるかもしれない！」

「いーやーよ、自分でなんとかしなさい」

「そう言わずに、せめて鎌だけ貸してくれれば俺がやるから！」

　大鎌に手を伸ばす俺と、するすると鎌を逃がすメリーさん。体の後ろに鎌を隠されると、無理矢理抱きしめるようにして手を回すしかない。俺とメリーさんが狭いボックスの中で必死にもみ合っていると、

「先輩、一体何をやってるんですか」

　ボックスの外から、酷く冷たい、しかし妙に聞き慣れた声が聞こえた。

「え？　……人、人だ！　人っていうかお前、

舞まい佳か!?　何してるんだ、こんな所で！」

「それは私が先に聞きましたよ」

　そこに居たのはバイト仲間の舞佳。都市伝鬼ジェット女らしくランニングシューズにスポーツウェアで、背中にポニーテールを垂らしている。

「私は見た通りランニングの途中です。先輩の方は？」

「俺の方も見た通りだよ」

「浮気ですか」

「しねえよ！」

　なんで会った瞬間から機き嫌げん悪いんだこいつ！っていうか何が悲しくてメリーさんとそんな関係を築かなきゃならん。

「それがねー、この子、さっきから私の大事なモノを奪おうとしてるのよ。こんな狭いところで無理矢理、強引に」

「……先輩？」

「してないって！」

「したじゃない。私はあんなに嫌だって言ったのにねー」

　そんなことを言いながら、メリーさんはだらりと俺にもたれかかった。俺は彼女の背後に腕をまわしているし、横から見ると抱きついているようにしか見えないかもしれない。

「──っ、ああもうっ！　何をベタベタしてるんですかっ！」

　苛立った声を上げて舞佳が電話ボックスに手をかける。さっき俺がどれだけ押しても叩いても開かなかったドアだ。

「あ、開くのか!?」

　ガチャリと、なんとも簡単に開いてしまった。やった、これで外に出られる──と、思ったのだが。

「二人とも、もうっ！」

「え、ちょ、舞佳っ!?」

　ドアを開いた舞佳はそのまま電話ボックスの中に押し入って来る。慌てて外に出ようとしたのだが、狭い上にメリーさんが邪じゃ魔まで上う手まく動けない。

「こんな所に二人っきりで、外から見たらどんな風に見えるのか、ちょっとは考えて下さい！ほら、離れてっ！」

「舞佳、ちょっと待ってくれ、まずは外に……あっ」

「あら」

「え？」

　俺とメリーさんの間へ無理矢理に割り込んできた舞佳。その後ろでガチャンと軽い音を立てて電話ボックスの扉が閉まる。

「う、噓うそだろ!?　閉じちゃったぞ、折角開いたのに！」

「あはははは、またドア閉まっちゃったわよ！どうするの、これ！」

「え？　え？」

　扉を押してみるが、やはりびくともしない。

　頭を抱える俺に、爆笑するメリーさん、そしてきょとんと俺を見上げる舞佳。

「あ、あの、先輩？　改めて聞きますけど、どういう状況だったんですか？」

「見たままだって！　ここに閉じ込められてたんだよ！」

「…………ふぇ？　と、とじこめ？」

「そうだよ、公衆電話の怪って伝鬼のせいで出られなかったの！」

「え、えええええっ!?」

　今いま更さらながらに慌て始める舞佳。くそっ、さっき開いたときに出られればそれで問題なかったのに！

「ど、どうして言ってくれないんですか！」

「閉じ込められてたんじゃなければ、なんでこんな所にメリーさんと二人でいるんだよ！」

　むしろ他に何の理由があろうか、という話である。

「だから、その、本妻の目の届かないところでメリーさんと会ってた、みたいな感じで」

「マジでそう思ったのかお前！」

「本気かと言われると、そんな訳がないんですけど……なんかむかついたのでノリで割り込んでみただけです」

「あははははっ」

　だめだこいつ！

「んじゃ見事にミイラ取りがミイラになったし、私は一いっ旦たんよそに行くからー」

「え、ちょっ、メリーさん!?」

「見てるから、頑張ってねー」

　ひらひらと手を振り、電話機へ溶けるようにして消えていくメリーさん。狭い電話ボックスには俺と舞佳だけが残された。

「なんてこった……」

「あの、よくわからないんですけど、ごめんなさい」

「いやいや。出られなかったのは残念だけど、舞佳が謝ることじゃないよ」

　実際彼女は自爆しただけで別に悪いことはしていない。

「むしろ悪いな、お前までこんなわけのわからないことに巻き込んで」

「それは一向に構わないんですけど」

「構うだろ」

　こんな狭苦しい電話ボックスに男と一緒に押し込められて、構わない訳があるか。

「ただその……大丈夫ですか？　私、ちょっと汗臭かったりしません？」

「いや、全然。そういやランニングの途中って言ってたっけ」

　言われて見ると少し汗をかいているようで、薄手の服が肌に張り付いている。

「そうなんですよ、まだちょっと暑くって」

　言いながら服の胸元を摑つかみ、ぱたぱたと風を送り込む。ひらひらと服が揺れて──いや、何が見えるって訳でもないんだけど、視線が吸い寄せられる。

「……あの、あんまりじっと見られると」

「わ、悪い」

　と目を逸そらすものの、こんな距離にいたらどうやったって視界に入る。

「それで、えーと……どうしましょう？　ここから出られないんですよね？」

「あ、ああ。どうも外から開けてもらえば大丈夫みたいなんだけど」

「んー、じゃあ電話を……」

　舞佳はごそごそとポケットを漁あさった。これだけ近いとそういうちょっとした動作で色んな部分に触れてしまう。ああもう落ち着かない。

「あれ、圏外なんですか？」

「そうなんだよ。どうしたもんかと思って」

「おかしいですねえ、この辺りで圏外の所なんてないと思うんですが」

　またごそごそと携帯をポケットに戻す。本当にそうやって下の方で手をもぞもぞするのはやめて欲しいんだけど。

「これも怪奇現象の一つかもしれないですね。じゃあ後は……そうだ、いっそガラスを蹴け破やぶっちゃうのはどうですか？　私ならできると思いますよ」

　なるほど、彼女は脚に自信があるジェット女だ。ガラスの一枚や二枚なら簡単に蹴破れるだろう。

「悪くはないけど、修理費とかどうするんだ？」

「私にはそんなお金ないですよ」

「俺もないよ」

「…………」

「…………」

　しばし無言で見つめ合う。

「ど、どうせ古い電話ボックスですし、素そ知しらぬ振りをして逃げますか？」

「そういうのは駄目！」

「そうですか、残念です」

　夕日を浴びたガラスが輝き、本当に残念そうな舞佳の顔が映る。しかし名な残ごり惜おしげにガラスを叩くのはやめて欲しい。とりあえず破るとかそういう方面じゃない解決策を探さないと。

「……あれ？」

「ガラスがどうかしたか？　どこか割れてたか？」

「ちょっとサキさんが……いえ」

　言葉を止め、舞佳は肩をすくめた。

「何でもないです。それより先輩、一応の確認ですけど、やっぱりこの電話は駄目だったんですか？」

「どの電話だ？」

「ほらほら、目の前にあるこの公衆電話です」

　舞佳はさっき呪いの言葉を吐はいていた公衆電話を指して言った。

　公衆電話──電話！

「…………お、おお！　そういえばここって電話ボックスだっけ！」

「どこに閉じ込められているつもりだったんですか」

「うん、本当に面めん目ぼくない」

　言われてみれば使える電話が目の前にあるんだった。これを利用しない手はない。

「よし、とりあえず暇ひまそうな奴に電話をかけてここに来てもらって……」

　受話器を取り、電話をかけようと耳に当てると、向こうから何やら声が聞こえた。

『ぅぉぉぉぉぁぁぁぁぁぁぁぁぁぎぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ』

　ガシャッ。

「あれ、どうしたんですか？　お金がないとか？」

「……いや、もう一回聞いてみる」

　再び受話器を握り、そっと耳を近づけてみる。

『ぅぉぉぉぉぁぁぁぁぁぁぁぁぁぎぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぐぉぁぁぁぁぁぁぁぬぁぁぁぁぁ』

　ガシャッ。

「先輩？」

「舞佳もちょっと聞いてみ？」

「は、はい」

　俺から受話器を受け取った舞佳は、流れ出る音声にしばし耳を傾ける。

「…………」

　そしてガシャンと受話器を戻した。

「どこに繫がってるんだろうな、この電話」

「どこと言いますか、むしろ……」

　電話機の後ろをごそごそと漁り、彼女は一本のケーブルを引っ張り出した。

「どことも繫がってないですね」

「……電話線、切れてんじゃん」

　それなら最初に話した時からおかしいじゃん。というか電話が鳴るための電気すら供給されてないじゃん。それなら電話ボックスに入る前からおかしいじゃん。そして今さっきの電話もおかしいじゃん。

「……もう帰りたい」

「出られないですけどねー」

「気軽に言うなよ」

　頭を抱える俺とは対照的に、彼女は結構機嫌が良い。

「お前も閉じ込められてるのに危機感ないな」

「個人的にこれはこれで悪くないかなーって、そんな感じがしてきまして」

　少し距離をあけていた舞佳は、一歩踏み込み、俺の腰に手を回して来た。近づき過ぎない程度の距離はあけて、でも軽く抱きつくような姿勢で、妙な期待がこもった瞳ひとみでこちらを見上げる。

「こうしていると、本当に悪いことをしてるような気分になりません？」

「……仮に俺がそういう気分になったとしたら、一体どうなるんだ？」

「それはもちろん、先輩のそこを思いっきり蹴り上げます」

「そこってどこっ!?」

　やっぱり全然そんな気分になれない！　どうせからかうのならもう少し優しくしてくれれば良いのに！

「そ、そういう馬ば鹿かな話は良いから、ここから出る方法を考えよう」

「はいはい」

　つまんないですねーと漏もらし、舞佳はきょろきょろと視線を巡らせる。

「そうすると……うーん、後は天てん井じょうを外して出るとか？」

「エレベーターじゃないんだから、そんな簡単には外れないだろ」

「試してみましょうよ。ほら、おんぶおんぶ」

「やらないから」

「じゃあ肩車で」

「やらないって……うわ、やめろ！」

　俺の背後に回った舞佳が、無理矢理背中にしがみついてきた。

「しっかり立ってくださいよー」

「やめろ、重い！」

「あの、皆さん、ここで一体なにを？」

「お、おもいっ!?　私のどこが重いんですか、どこがっ!?」

「八や坂さかさん？　飛ひ田ださん？」

「普通に考えて人間が一人乗っかろうとしたら重いだろ！」

「サキさんにはそんなこと言わない癖くせにー！」

「そりゃサキは別枠──」

「二人とも、聞いて下さいっ！」

「えっ？」

　バン、と電話ボックスのガラスが叩かれた。見ると我が校の制服を着た女生徒が一人、こちらをのぞきこんでいる。

「あ、犬いぬ飼かいさん」

「……美み雪ゆきさん？」

　どうしてこんな所で会ったのか、それは雪女の美雪さん。若じゃっ干かん顔が赤いのは怒っているのか照れているのか。

「どうしたんですか、こんな所で」

「家がこちらの方向なので。……それにしても気付くのに随分かかりましたね、八坂さん。飛田さんと戯たわむれるのはそんなにも楽しかったんですか？」

　怒っている方だったようだ。しかし悪いんだけど、その手の誤解はもういい。

「すいませんけど、そういう話はもういいんで」

「よくありません！」

「ごめんなさい犬飼さん、その話は私が先にやっちゃったんですよ」

「先だとか後だとか……ああもう。確かに大体の状況は察しがつきますが……」

　大きく溜ため息いきをつき、美雪さんは肩を落とした。「要するに、立てこもっているのか、閉じ込められているか、そのどちらかなんでしょう」

「さすが美雪さん。その通りで、閉じ込められてる方です」

「助けてくださーい」

「……お二人ともどうしてそう気楽になれるのか、私にはわかりかねます」

「俺まで同類ですかっ!?」

　美雪さんに呆あきれられるのはとても傷つく。のんびりしていた舞佳と違って俺はしっかり焦あせっていたのに。

「ともかく、もう出て良いのなら扉を開けますが」

「あ、はい。お願いします……いえ、美雪さん、そういう物ぶっ騒そうな感じじゃなくて、外からは普通に開くと思いますので」

　氷で作った鋭い刃物を握る美雪さんにストップをかけつつ、ようやく外に出られるなーと少し安堵した。

「確かに開きますね。さ、どうぞ」

「ありがとうございます。ああもう、やっと外に出られるよ」

「もうちょっとこのままでも良かったんですけどねー」

　そんな俺の気持ちを裏切るように、微かな音色が響いた。聞き覚えのあるクラシックの音ね色いろ。これは美雪さんが設定している、彼女の携帯電話の着信音。

「あら、電話が……」

　美雪さんが扉を開いた瞬間に鳴った着信音は、すぐに止まった。それは電話が切れたのではない。自動的に通話が繫がったのだ。さらには勝手にハンズフリーに切り替わり、通話口から声が響き出す。

『──わたし、メリーさん』

「……え？」

「まずい！　美雪さん、離れて──」

　間に合わない！

『今、あなたの後ろにいるの！』

「きゃっ！」

「うわっ」

　ドンッと背後から勢いよく押され、美雪さんが電話ボックスの中に飛び込んでくる。

「あはははは、引っかかったわー。ミイラ取り三人目ー！」

「ちょっともう、何やってるんですか！　狭いですよー！」

　さらに美雪さんの後ろに現れたメリーさんまで入ってきて、限界だった人口密度がさらに上がる。もう狭いだとか、どこか触れてしまいそうだとか、そういうんじゃない。全員の体が一つに合体しているような状態だ。
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「先輩っ、近いですよー！　離れて下さい！」

「離れるったって、どうやって……ん、これは……？」

「んっ……八坂さん、できれば手をもう少しそちらに」

「うわあっ!?」

　何ど処こに当たったのかはわからないけど、手の平が凄く柔らかいし何だか温かいし美雪さんの声が妙に艶なまめかしい！

「すいませんすいません本当にすいません！　すぐにどけます！」

「あら、今度はこっち？」

「うわあっ、ごめんメリーさん……じゃねえよ、お前が原因だろ！　むしろ消えとけよ、邪魔だから！」

　邪魔なメリーさんを押しのけてやりたいが、そんなスペースすらない。とりあえずほとんど抱き合った状態の舞佳からは何とか距離を取らないと。

「ちょっと先輩、何で離れてるんですか、もっとこっちに来てください！」

「言ってることがさっきと真逆だぞ！」

「だって私から離れたら、その分他の人に近寄るじゃないですか！」

　もうわけがわからん！

「そんなことよりも八坂さん、この状況をどうするんですか。ここから出るにはどうすれば」

「そう、そうだった。何とか脱出しないと。メリーさん、もう本当に限界なんだ。悪いけど外から開けてくれないか？」

「えー、無理無理」

　誤ご魔ま化かしついでに話を向けてみるが、メリーさんは笑って首を振った。

「メリーさんって基本的には電話がある所に出てくるものだし。壁を抜けて目の前に出ろって言われても無理よ無理ー」

「役に立たねー！」

　どうするんだこれ。このままじゃ体力も勿もち論ろんだが、俺の精神が持たない。

「困ったな、これは危ないぞ」

「危ないって、何がですか」

「何がって……色々と」

　主に俺の社会的信用なんかが危ない。

　しかし失う代わりに得る物も大きそうで、ちょっと惹ひかれもするのが困る。

「まあ、そんなに心配しなくても大丈夫ですよ」

「飛田さん、何か出る方法に心当たりが？」

「そろそろ限界でしょうからねー」

　何な故ぜか苦笑して言うと、舞佳は電話ボックスのガラス戸を撫なでた。

「先輩、放っておいたらずっと気付きませんよー。良いんですかー？」

「舞佳？　一体何を言って……」

『むう、仕方がないのう』

「……るん、だ……よ？」

　凄く、凄く聞き慣れた声。同時に夕日を浴びて光を反射していたガラスがぬるりと歪ゆがむ。そして染しみ出すように溢あふれた紫色の液体の中から小柄な少女がずるずると這はい出してくる。

「……ほれ、これで出られるじゃろう」

「サ、サキー！」

　ガラスを鏡代わりに現れたサキが、あっさりと電話ボックスのドアを開けた。

「なるほど、サキさんが見ていたんですね」

「大分前からちょこちょこガラスにいたんですけど、先輩は全然気付いてませんでしたから。あー、空気が美お味いしいっ」

「面白かったけど、もう終わりねー」

　三人が外に出て、ようやく電話ボックスは程良いスペースのあいた空間に戻った。

「助かったよサキ、ありがとう。お陰でやっと外に出られる」

「待たぬか」

「……はい？」

　一緒に出ようとした俺をサキの手が止める。むしろ押し戻されて──。

「って、サキまで一緒に入ってどうすんだよ!?これじゃまた出られないぞ!?」

「心配は要らぬ、妾はいつでも出られるからの」

「ああ、そっか。……えーと、じゃあ何故にこんなことを？」

「……何故に、じゃと？」

　声に静かな怒りを込めて、サキが俺を見上げた。

「昨夜、昨夜じゃ。どうせこうなるじゃろうと思っておったから、電話ボックスは妾も良く出る場所じゃと先に伝えておいたではないか。それをどうして思い出さぬ！」

「あ、あー……」

　そう言えばそんなことを言っていた気がする。忘れていたというか、考えていなかったというか。

「その、ご、ごめん」

「無む闇やみに妾に頼たよらぬというのなら、それはそれで良いと思う。しかしじゃ。予期して伝えておいたことまで忘れられたとあっては、妾は何の為ために居るのかわからぬじゃろう？」

「はい、本当にごめんなさい……」

　ぺこぺこと頭を下げる俺を尻しり目めに、舞佳と美雪さんは連れだって歩き始める。

「それじゃ犬飼さん、メリーさん、私達は帰りましょっか」

「そうですわね。……そうそう、折角ですから、二人ともお茶でも飲んでいきませんか？」

「適当に帰って良いんなら、行くわよー」

「あ、できればシャワーを貸してもらえると……」

「ええ、構いませんよ。私も随分と汗をかいてしまって」

「犬飼さん、汗かくんですか？　雪溶け水じゃなくて？」

　ま、待って！　二人ともちょっと待って！

「美雪さんの家って教授の家だよな？　お、俺も一緒に……」

「出雲、ちゃんと聞いておるか？」

「はい、すいません！」

「先輩はちゃんと浮気を許してもらわないと駄目ですよー」

「してねえって！」

「出雲っ」

「ごめんなさいー！」

　浮気未み遂すいを妻に責められる旦だん那なのような心境で、俺はひたすら頭を下げ続けた。

「浮気はしてないと言うだけで、その根本の部分は否定しないんですね、八坂さん」

「決まった相手が居ないと浮気って言わないものねー」

「素直なのは先輩の良い所だとは思いますけど。でも、早く行きましょう。あんまり聞きたくないです」

　遠ざかる三人を未練がましく見つめながらサキの説教を聞く。そんな俺の耳に公衆電話から微かな声が届いた。

『このままここで朽ち果てろ……』

「……ああ、マジで干からびそうだよ、もう」

「そうなる前に妾を呼べばよかったと、そう言っておるのじゃ」

「仰おっしゃる通りです……」

　目を逸らしただけで怒るサキに平謝りしながら、俺はもうしばらくの間ここに閉じ込められることを覚悟した。

　なら、もののついでか。

「……あのさ、サキ」

「む、なんじゃ」

　そっとサキの手を取り、両手で握る。

「俺さ、どうせ閉じ込められるならサキと一緒が良かったなーなんて、そんなこと考えてた」

「……出雲」

　じっと俺を見つめて、サキがゆっくりと口を開く。

「……妾は」

　リリリリリリリリリ！

「──っ、良い所で電話を鳴らすなっ！」

　幸いミイラになる前にはここから脱出することができそうだった。

　しかし俺の浮かべた絶望の表情は、心霊番組に出ていた俳優に決して劣らないものだったと、そう自負している。











八坂出雲の手帳

「公衆電話の怪」の項より、抜粋
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